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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　リセットしたいと思ったことはある？

　仕事や学校の人間関係、自分を取り巻く環境や自分自身。

　いろいろなことがうまくいかなかったときは、場所を変えるのが一番だ。

　会社や学校を変えたり、家を引っ越し住む場所を変えたりと。

　それでも駄目だったら？

　だとしたら世界を変えるしかない。

　そう、異世界だ。

　神かみ代しろ湊みなとは気づくと異世界に立っていた。

　この世界には女神と魔王がおり、さらにはドラゴンも……。

　そんな世界で神かみ代しろは思ったのだ。

　これはリセットするチャンスだと。そしてこの世界で生きた証あかしを残したい。

　神かみ代しろが異世界で勇者を目指したのはそれが理由だ。

　しかし……。

　この世界にも生活があった。

　魔物と戦うには武器や鎧よろいがいる。武器を買うにも金がかかり、金を稼ぐには仕事が必要だ。

　さらに仕事をするには住居がいる。何よりも仕事をすれば腹が減る。

　魔王を倒すには、安定した生活が必須なのだ。

　それから神かみ代しろの異世界四畳半生活が始まった。

　日中は採集に出かけ、部屋に帰っても内職が待っている。勇者に近づいているかもわからない、その日暮らしの生活……。

　それでも希望だけはある。勇者になるという決意だけは光り輝いている。

　お人ひと好よしのミゼット、飲んだくれのドワーフ、怠惰なエルフ、よくわからない引きこもり。何よりもこのアパートには女神のような管理人さんもいる。

　彼女の笑顔があれば何でもできる気がする。

　待ってろ魔王。

　滞納した家賃を払い終えたら、お前を倒しに行ってやる。
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『先日の大規模衝突が終わり状況は安定し、派遣された軍団の帰還が行われています』

『武器や食料の価格が下落中』

『各都市の兵力の余剰により、仕事が失われていると冒険者からの苦情が』

　新聞オウムと呼ばれる鳥たちがしゃべっている。

　無視しているとずっとしゃべり続けるので、しかたなくパンくずをばらまいてやる。するとオウムたちはそれをついばんで空に飛んでいった。

　空は東京よりもクリアな色をしていた。起伏のある草原の向こうには深緑の森が広がっている。神かみ代しろ湊みなとがこの異世界に来てから二か月ほどが経過していた。

　特殊な能力をもらい、この異世界にやってきた。そこは剣と魔法の自由な世界。

　だが、この異世界で立ちはだかったのは地道な生活だった。魔王と戦う前に家賃を払わねばならないという事実。この世界にも生活がある……。

「ぼーっとしてないで、ちゃんと仕事してくださいよ」

　声をかけてきたのはクレイだった。

　神かみ代しろはクレイと街の外で採集の仕事をしていた。

「といっても、ここじゃ何もないよな」

　本格的に採集をするなら森に入る必要がある。だが、神かみ代しろはこの前の大規模交戦で剣をなくしており、こんな場所をうろつくしかなかった。森の中は武器がないと危険だ。

　魔王との戦いは未いまだに続いているが鎮静化に向かっていた。

「それに、野草とかの買い取り価格も下落してるし」

「この街の軍団と一緒に兵ひよう糧ろうも戻ってきましたからねえ」

　クレイはしゃがみこみながら草を抜いている。こうして草や木の実を集めてのその日暮らしだ。神かみ代しろが思い描いた異世界生活とは違い、この世界でも生活するためには金が必要だった。

「この草、ボンゴレが好きだったよな」

　しかたなく神かみ代しろも真面目に草を集める。ボンゴレとは神かみ代しろが拾った大きな鳥につけた名前だ。その鳥はこの世界ではカーゴと呼ばれ、人や荷物を乗せて走ることができる。便利なのだが、やはり維持費がかかってしまう。

　草を集めていると、びょっんとバッタが跳んだ。

「お、これもボンゴレが食べるんだよな」

　バッタの群れがいたのか、そこらをびょんびょん飛び跳ねている。

「クレイ、捕まえてくれ」

「あっ、そっちに行きました！」

　あたふたしていると、クレイとぶつかって転んでしまう。

「もう、いつもこのパターン！」

「ごめん、やる気はあるんだけど」

　抱きかかえたまま謝ると、クレイはそっぽを向いた。少し顔が赤かった。

「怒ってないですから、どいてください」

　押しのけられた神かみ代しろは、ごろんと芝生に転がった。そのまま大の字になって空を見る。東京のようにビルで削られていない青空が広がっている。

　ほんの少しだけ郷愁に浸っていると、視界の端にピンク色が揺れた。

　それは風に揺られる花だった。

　この世界の植生はとても豊かだ。管理人さんにあげたら喜ぶだろうか。

「せっかくだから管理人さんに持っていきましょうか」

「そうだな」

　クレイも神かみ代しろと同じことを考えていたのだと顔を見合わせて笑った。こんな生活だからこそ余裕が必要だ。

「それに、花をあげればうやむやになって家賃を待ってくれるからな」




　　　　＊




　二人は採集した草を抱えて街に戻る。

　それらを卸したが、当然のように金にはならない。もらったのはカチカチのパンぐらいだ。

「ギルドを見て帰りましょうか」

「そうだな。いい仕事があればいいけどな」

　今日の朝も寄ったのだが、仕事がほとんどなかった。

　魔王軍との交戦が一段落して、素材の需要が減っているのが原因だ。

　二人で石畳の道をとぼとぼと歩くと、クレイと同じ種族のミゼットがいて道や建物を整備している。ミゼットは安価な労働力で、この街のインフラ維持に一役買っている。クレイも冒険者として活動するよりも、そちらのほうが金をもらえるはずだ。

　だが、クレイは勇者の従者を目指しているため冒険者をやっている。

　そして神かみ代しろが目指すのも勇者だ。東京の生活では自分は何者でもなかった。だからこそ、この異世界では勇者という誉れ高い存在になりたいと願った。

　しかし思う。こんな草集めで勇者に近づくのか……。

　ギルドに向かうと騒がしい声が聞こえた。

「……ん、なんだ？」

　ギルドの周囲にいかつい男たちがいる。ずんぐりとした男たちはドワーフだ。

　カーゴが引く荷台にはたくさんの武器が積んである。

「おっさん、何してんの？」

　知っているドワーフを見つけたので神かみ代しろは声をかけた。

　そのひげ面づらのドワーフは、ヴェルグといって同じアパートの住人なのだ。

「あの交戦で集めた武器がやっと届いたんじゃ」

　ヴェルグは乱暴に武器を整理していた。

「それって盗んできたようなものじゃないか？」

「バカな！　名前が書いてあるわけじゃあるまいし！」

　ドワーフたちが一喝する。

「持ち主を失った武器は、打ちなおして新しい主人の元へいくのが幸せなんじゃ」

　他のドワーフが騒ぎ立てる中、ヴェルグが諭すように言った。

「意外に真面目なんだな」

「そして武器の利権はすべてドワーフにあるから、戦争が起こるたびに潤うわい」

　ヴェルグが汚い笑みを浮かべた。やっぱりこいつら金だ……。

「でも、こんなやつらでも働いてるんだな」

　いつも酒ばっかり吞のんでいるドワーフも、たまには働くのだ。それにくらべて自分はほとんど仕事らしいものをしていない。

　武器を選別しているドワーフを後に、神かみ代しろとクレイはギルドに入る。

「……全然ない」

　この前までは壁一面にびっしりと依頼があったのに、今はざらついた石壁をさらしているだけだ。あっても子供の手伝いのような依頼だけだ。

「どうにかならないんですか？」

　神かみ代しろはカウンターで暇そうにしている、いつもの受付嬢に振り向いた。

「仕事ならあるじゃない」

「屋根の修理とか庭の草むしりとか、冒険者の仕事かな？　ハウンドやサイクロプスを倒すような冒険者の仕事とかないんですか？」

　そう訴えると、受付嬢はあからさまに顔をしかめた。

「武器も持たずに馬鹿なこと言わないで」

「でも、僕らはあの大規模交戦で頑張りましたよ」

　クレイが援護してくれる。

「うん、クレイちゃんはよく帰ってきたわねえ」

　受付嬢がクレイの頭をなでている。嫌な顔をせずに雑務をこなすクレイは気に入られている。

「とにかく今は仕事はないの。無駄に動くとお腹なかが減るわよ」

　受付嬢が神かみ代しろをしっしと追っ払う。

　クレイと同じ仕事をしているのに、この対応の違いはなんなのだ……。

「とにかく武器をどうするか……」

「まあ武器を手に入れたところで仕事がないですからねえ」

　騎士が戻ってきたため、大きな迷宮は組織で探索をしている。なのでフリーの冒険者はおこぼれにあずかるか、小さな迷宮に行くしかない。さらに迷宮の入場料も値上がりしているらしく、コネのない神かみ代しろたちは迷宮に入ることもできない。

「戻りましょうか」

　仕事がないため、ギルドの周りには冒険者の姿もない。

　神かみ代しろとクレイは少し大回りをしてアパートに向かう。

　しばらく歩くと巨大な建造物が見える。それはこの街のコロッセオだ。普段は闘技場やレース場として使われ、ギャンブルなども開催されている。いつもならコロッセオ周りはギャンブルに興じる小汚いおっさんどもがいたが、今日はなんだか女性の姿も見える。

「我が街の旗印はタイタン！　タイタンの騎士たちは魔王軍と勇敢に戦った。そして一つ目の悪魔のサイクロプスを撃破し、さらにはドラゴンも──」

　石段で吟遊詩人が歌っていた。

　大規模交戦が勝利に終わり、街も活気づいていた。

　二人はしばらくコロッセオを見つめる。なんだかとてもキラキラして目に映る。

　コロッセオの上空をハトが飛び回り、花びらを舞い落としている。

　こうして街が輝いて見えるのは、自分が暗がりにいるからだろうか……。

「カーゴレースをやってますね」

　コロッセオの外周を使って、カーゴのレースが行われている。

「せっかくだから、少しやってみようか」

　華やかな雰囲気に乗せられ、神かみ代しろは馬券を買うことにした。

　資金が少ないので適当に選んだ一羽を買う。レースは八羽立てだ。

「単勝で三番を買ってみた」

「血統はよさそうですよね」

　神かみ代しろとクレイはレース場のゴール付近で待ち構える。

　すぐにレースが始まり八羽のカーゴが走りだす。カーゴの騎手はミゼットだ。

　カーブを曲がって赤い三番のカーゴが先頭に出た。

「行け、三番頑張れ！」

　クレイが飛び跳ねながら叫んでいる。

「頑張れ、もう少しだ！」

　しかし三番は失速し、末脚を見せた五番にまくられてしまった。

「……ああ、もう少しだったのに」

　しょぼんとするクレイだが、これはギャンブルなのでしょうがない。

　神かみ代しろが馬券を捨てようとしたとき、声が聞こえた。

《三番だ！　一着は三番のカーゴだよ！》

「え？　三番が来たっけ？」

　どう見ても一着は五番のカーゴのはずだが。

《七レースの結果は一着が三番！》

　パタパタと飛んで声を張り上げているのは妖精だった。

　神かみ代しろの隣の部屋に住む妖精のベスだ。ベスは間違った情報を叫びながら、投げ捨てられた馬券を確認している。

「やめろ！」

　神かみ代しろは思わず叫んでしまった。

《おっ、何してるの？》

　ベスが神かみ代しろたちに気づいた。

「お前さあ、仕事で疲れて帰ってる途中に、隣の部屋の妖精が『はずれ屋』をやってるシーンに遭遇した俺の気持ちを考えろ」

　それは間違った着順を叫び、捨てられた当たり馬券を拾うというやり方だ。

《ヴェルグに教えてもらったんだよね。あの人、カーゴレースの予想屋とかもやってるから》

「あのドワーフ、ろくなことを教えないな」

　ふと見ると、そばのベンチにエルフが座っていた。頭に花を咲き乱す彼女はエルフのリズラザだ。彼女はベンチに座ってカリカリとお菓子を食べていた。

「なあ、頼むから汚いやりかたで稼いだ金でお菓子を食べるなよ」

「違う。これは配ってた」

　リズラザがむっとしている。

《なんかさコロッセオで騎士たちの帰還を祝ってて、いろいろもらえるんだよね》

　ベスも蜂蜜のお菓子を抱えている。

「それならいいけどさ……」

《……ん、なんか元気ないね》

「東京でも金がないときほど、デパ地下とか輝いて見えたんだよな。街が光っているわけじゃなく、きっと俺のほうに闇があったんだろうな」

　遠い目をしていると、ベスが神かみ代しろの肩に座った。

《元気出せよ。そうだ。ほら、これあげるから》

　ベスがわざとらしく肩を叩たたき、差しだしたのはチケットだった。見ると銭湯のタダ券だ。もらえるものを集めて飛んでいたらしい。妖精のくせに欲深い。

「せっかくだから行くか？」

「うーん」

　クレイはあまり乗り気じゃないらしい。

「リザもたまには風ふ呂ろに入れよ」

「エルフは汚れない」

「そんなわけないだろ。臭くなるぞ」

「エルフは臭わない」

　リズラザはかたくなに風ふ呂ろを拒否している。

「働かなければ汗もかかないの」

「こいつ、明日は絶対に仕事を手伝わせるからな」

　結局、せっかくタダ券があるからと、三人と一匹で銭湯に行くことにした。

　この異世界は多くの日本人が召喚されたために日本的な文化が発展している。それは神かみ代しろにとってありがたいことだったが、反して異世界無双はできないことでもある。

　基本的に神かみ代しろが知っていることは、この世界に持ち込まれているからだ。

「ドラゴンも倒したことになってるんだな」

　神かみ代しろは先ほどの吟遊詩人の歌を思いだす。

《まあ、英えい雄ゆう譚たんのお約束だからねえ》

「ベスは見たことがあるのか？」

《記憶が混濁してるけど、ドラゴンの幼生と会話したことがあったような》

　そんな会話をしながら銭湯にたどりつく。

　そこは柵に囲われた露ろ天てん風ぶ呂ろがあるだけのシンプルなものだった。

「……ん、どうしたクレイ」

「銭湯はちょっと苦手で。そんなに汚れてないですし」

「いやいや、いっぱい汗かいたしさ」

「じゃあ、わかりました」

「こっち、女湯」

　リズラザは女湯に入ろうとしたクレイを止めてから脱衣所に入っていく。

「俺たちはこっちだな」

　ためらうクレイを引っ張り神かみ代しろは脱衣所に入る。

「結構いい雰囲気だな」

　神かみ代しろは番台に座るミゼットにチケットを渡して中に入る。脱衣所には誰もいない。

　服を脱いでいると、その横でクレイがのろのろとしている。

「先に入っててください」

　神かみ代しろはクレイに追い立てられるように先に入る。

　見ると源泉かけ流しの露ろ天てん風ぶ呂ろだ。ちゃんと洗い場もある。神かみ代しろは転がっていた桶おけでかけ湯をしてから湯船に入った。

「ああー」

　胸の奥からため息が出た。汗をかいたあとの風ふ呂ろはとても心地いい。そういえばこの世界に来てから風ふ呂ろに入っていなかった。お湯に浸した布で体を拭いたり水浴びだったり、この街は樹海に囲まれているのでにわか雨が多く、それをシャワー代わりにしていた。

「やっぱり湯船だよな」

《あのチケット、あとでミルクがもらえるって》

　ベスがパタパタと女湯側から顔を出した。

「ミルクか、いいね」

　風ふ呂ろ上がりには牛乳だ。腰に手をやってグイっと一気飲みする素晴らしさ。

「でも、冷蔵庫なんてなかったぞ」

《あそこにあるじゃん》

「ヤギかよ！」

　風ふ呂ろの外にヤギが放し飼いになっていた。サービスはヤギのミルクか。

　そんなやり取りをしていると、クレイが体を隠しながら入ってくる。

　一瞬でかけ湯をすると、距離を置いて湯船の中に入ってこちらに背を向けている。

「気持ちいいね」

「そうですね」

　なんだかよそよそしい。明らかに警戒しているのが少し傷つく。

「クレイは男の子なんだろ」

「そうですけど、距離感は大事にしたくて」

　クレイは自分の体を抱きしめるように丸まっている。

　そんなクレイを見るとちょっかいを出したくなってしまった。

「よし、クレイを洗ってやるよ」

「ちょ、ちょっと！」

　丸まったままのクレイを湯船から抱え上げると、そのまま洗い場に座らせる。

「クレイは勇者の従者になるために街に出てきたんだろ。だったら、俺はクレイを男として扱うからさ。つまらないことを意識するのはやめよう」

　勇者の従者は男だけというルールはないが、やはり男のほうが有利だろう。

「いや、言ってる意味がわからないです」

　クレイは体を隠しながら、自分の膝に顔をうずめる。

「何があっても俺はクレイの味方だから。そして俺は必ず勇者になって、クレイがなんであっても仲間にするからさ」

　そんなことを言うと、クレイは驚いたように瞬まばたきした。

「それに俺は人間だから、たとえミゼットの女の子の裸を見たとしてもなんとも思わないよ」

「僕は男ですけどね」

　クレイがやっと笑ってくれた。
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「うん、わかってる」

　神かみ代しろは落ちていた石せつ鹼けんの欠片かけらを拾うと、クレイの背中を洗ってやった。

　すべすべした肌と少し曲線的な体のライン。クレイが怪け我がをしたときのことを思いだした。あのときは見ないふりをしたが、クレイの体はとても曲線的で胸も……。

　いきなりクレイがこちらを向いた。

「僕も頑張ります。だから二人で力を合わせて……ん？」

　クレイの視線がちらっと下に向いてしまった。

「いや、これはさあ、なんていうか生理的現象で……」

　クレイが悲鳴を上げ、石せつ鹼けんの泡で滑って転がりながら逃げていった。




　　　　＊




「クレイ」

「…………」

「クレイ君？」

「なんです？」

　クレイは神かみ代しろから距離を取って歩いていた。

《許してやりなよ。若いからしょうがないって》

　ベスがニタニタしながら飛んでいる。

　これはしかたないことだ。あのアパートじゃ処理できない理由もある。

《じゃあこれ使う？　こっちの無料チケットも当たったの》

　ベスに差しだされたのは、エッチな店の無料チケットだった。

「こういった店に行っていいのかな？　でも異世界だから……」

「駄目に決まってるでしょ」

　クレイは神かみ代しろの手からチケットを奪い取ると、細かくちぎってばらまいた。

「ああ、もったいない」

「うるさい変態。僕の体で発情して！」

　クレイが憤慨している。いい感じで縮まった距離が開いてしまった。

「変態が移るから急ご」

　リズラザは冷たい視線を神かみ代しろに投げつけ、クレイとスタスタと歩き去っていく。

　銭湯で癒いやされるどころか、逆の結果になってしまった。早歩きの二人の背中はあっという間に小さくなる。なんでこんなことに……。

　一人でとぼとぼ歩いていると声をかけられた。

「おかえりなさい」

　振り向くと、そこにはライアが立っていた。

「管理人さん」

　今日のご飯の食材だろう荷物を抱えて微笑ほほえんでいるのは、アパートの管理人だ。

「お仕事終わったんですか？」

「はい。……荷物を持ちますよ」

　神かみ代しろは遠慮するライアから強引に荷物を奪い取った。

「先を歩いているのは、クレイさんとリザさんですか？」

「はい、あいつらなんだかむくれてて」

《誰かさんが発情したから……わー》

　神かみ代しろはチクろうとしたベスをつかむと、思いっきり川へと放り投げた。

「ふふふ、仲がいいですね」

　神かみ代しろはライアと並んで土手を歩く。

「今日はどうでした？」

「頑張ったんですけど、なかなか仕事が……。でもこれを」

　神かみ代しろは大事に持ってきた花を差しだした。

　ライアはそれを見てぱあっと笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。うれしいです」

　ライアは神かみ代しろにとっての女神様だ。いつも彼女が微笑ほほえんでくれるからこの異世界でも頑張れる。一瞬だけ妙な間があった気がするが、とっても喜んでくれている。

「つらいこともあるけど、俺はこの世界に来てよかったです」

　仕事がなくても貧乏でもこの世界で頑張ると決意したのだ。

　土手を下りて、ライアと石畳の道を歩くと石造りの水道橋が見える。

　水道橋沿いに進むと今にも崩れ落ちそうな二階建ての建物が見えた。樹きや蔦つたと同化して形状を維持しているそれが、神かみ代しろたちの住むアパートだった。

「管理人さん、おかえりなさい」

　先にアパートについたクレイがにこりと笑ったが、神かみ代しろの視線にぷいっと横を向いた。

「何かあったのですか？」

「いえ、大したことないんです」

　ライアに聞かれた神かみ代しろは、あわててアパートの共同玄関に入る。

　昭和感丸出しのこのアパートは、築百年以上経たっているらしい。

　ぎしぎしと音が鳴る階段を上がり、二階の六部屋ある真ん中の水道橋側五号室が神かみ代しろの部屋だった。

　扉を開けると四畳半の部屋がある。ここが神かみ代しろの異世界生活の拠点だ。

「ふう、これを見ると萎えるなあ」

　部屋にはたくさんの傘が転がっている。最近は傘張りの内職を始めたのだ。

「おかえり」

　声は壁の穴から出た下半身だ。隣の部屋のニートの引きこもりで、自分の部屋の風通しが悪いのか、いつも下半身を神かみ代しろの部屋に投げだしている。

　うつぶせで無防備な尻をぺしっと叩たたいてやった。

「まあいいか。ただいま、ニートとベッティ」

　虫かごから取りだしたバッタを放り投げると、大きな蜘く蛛もがかさかさと走り寄ってくる。この部屋の虫取りシステムのベッティだ。さらに蚊取り線香の代わりに食虫植物が窓枠に絡からんでいる。

　窓の向こうにはレンガ造りの水道橋があり、その向こうには西洋風の城の輪郭がぼんやりと見える。夕暮れの空は赤と青のグラデーションができており、それを背景に世せ界かい樹じゆと呼ばれる巨大な樹きが見える。

　──異世界だった。

　そして神かみ代しろの勇者を目指す旅は、この四畳半から始まるのだ。

　窓枠に腰を下ろしてしばらくその風景を見つめる。

　もう見慣れた、この異世界を感じる景色が好きだった。

《納品の期日が迫ってるからね》

　ベスがパタパタと飛んで部屋の中に入ってきた。

　神かみ代しろはため息をついてからちゃぶ台の前に座る。

　ここは異世界だが、まずは生活だ。生活するには金がいる……。

「灯あかり、ちょっと来てくれ」

　呼ぶとベスがちゃぶ台の上に座る。

《灯あかり代、滞納してるよ》

　妖精のベスは発光しており、この部屋の灯あかり代わりだ。

「わかってる。とにかくこれを仕上げないと」

　神かみ代しろは頑張って傘張りをする。

　しばらくすると、いまだにむくれているがクレイも傘張りを手伝ってくれる。

　勇者になるにはまず金だ。お金を貯ためて武器や鎧よろいを購入しなければ迷宮にも入れない。

　そんなことをやってると、ドタドタと歩く音がした。

　当然のように神かみ代しろの部屋の扉が開き、入ってきたのはヴェルグだ。肩にでっかい樽たるを担かついでいる。

「いやあ、武器のリサイクルで稼ぐめどもついてよかったわい」

「よく、毎日酒を手に入れられるな」

「ドワーフの組合でセーフティーネットがあるからのお」

　ヴェルグは乱暴に酒さか樽だるを置いた。

「まあ、今日は吞のめ」

　いつものように飲み会が始まってしまう。

　リズラザもいつの間にか部屋に来てエールを吞のんでいる。六号室のニートも穴からカップを出して酒を催促してるので、しかたなく注いでやった。

「はあ、このままじゃローンも払えません」

　クレイが文句を言いつつも吞のんでいる。

「クレイは貧乏なくせに散財するからなあ」

　ローンを組んで武器を買ってしまうのだ。

「でも、俺もローンで武器を買うしかないかなあ」

「そのことじゃが、ほれ」

　ヴェルグに差しだされたのは銅の剣だった。

「……これ、俺の剣じゃないか」

　あの大規模交戦でのごたごたで、いつの間にかなくなっていた銅の剣だ。

　回収されてこの街まで流れ、自分の手に戻ってきた。これは運命なのだろうか。

「おっさん、ありがとう」

「名前の書いてある剣なんて悲しくなるからいらんわ」

　見ると銅の剣の柄には、神かみ代しろの名前と住所が書かれていた。

「管理人さん……」

　ライアがやってくれたのだ。世話焼きで母性あふれる女神さまだ。

「よかったですね」

「うん、クレアのそのボウガンにも名前を書いておこうぜ」

「ダサいからいやです」

　やはり異世界でもダサい行為らしい。

　それでもライアのおかげで剣が手に入った。これは運が向いてきた証拠だろうか？

「きっとなんとかなるんですよ」

　最後に部屋に入ってきたのは管理人のライアだった。

　エールのカップを渡してやると、ちゃぶ台の前に座ってにこりと微笑ほほえむ。

「お金はなくとも、心の余裕は定期預金しておきたいですね」

　言っていることはよくわからないが、彼女が大丈夫だと微笑ほほえむと安心する。勇者だって手が届くような気がするのだ。

「罪悪感がありつつ吞のむ酒はうまいなあ」

　エールを口にすると、体中に染しみ渡わたる気がする。

《お酒は心の栄養剤》

　ベスが適当なことを言いながらエールを舐なめている。

　本当にこれでいいのかと思ったが、だんだんと気分がよくなってくる。

　今日はつらいこともあった気がするが、全部忘れる……。

「焦あせらなくていいですよ」

　目が合うと、ライアはにこりと笑った。

「私は信じています。だから一歩一歩ゆっくりでいいですからね」

　優しい微笑ほほえみだった。だがその瞳の光は純真すぎて、神かみ代しろの裏切りを許ゆるさないだろうほど輝いていた。
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　クレイが必死に草原を走っている。

　次の瞬間、クレイは横から飛び出た影に吹っ飛ばされた。

「パス！」

　だがクレイは倒される寸前、大きな木の実を投げていた。

《ほら、早く走らないと》

　ベスに急せかされているのは木の実を受け取ったリズラザだった。

「タックルにいって！」

　神かみ代しろは味方のミゼットたちに叫ぶが、なんだか戸惑っている。

「エルフを攻撃すると恨みを買うから」

「エルフは陰湿だから」

　ミゼットはのろのろ走るリズラザから距離を置いている。意外にこの街には種族間の因縁が残っているようだ。……こうなったら自分がやるしかない。

「くらえ、高校の授業でクラスメイトを震しん撼かんさせたタックル」

　そして殴り合いまでに発展したという危険なスポーツ、ラグビー。ノーサイドの精神などくそくらえだ。

　と言いつつも、あまりにリズラザが華きや奢しやなので、芝生の上にとすんと倒してやった。

「むう……」

　神かみ代しろにのしかかられて、リズラザはぎゅっと木の実を抱きしめる。

「それ離せよ。ほら」

「やだ」

「こいつ、運動神経ないくせに負けず嫌いっていう厄介な性格だよな」

　強引に手を伸ばすと、リズラザは木の実を奪われまいと抵抗する。しばらく争っていると、神かみ代しろの右手にむにゅっとした感触があった。

「あっ」

　リズラザが睨にらみつける。あまりに抵抗するので変なところを触ってしまった。

　周りも妙な空気になり、一緒にラグビーをしていたミゼットたちが顔を赤らめている。

「ほら、変な感じになっただろ。さっさとそれよこせ」

「いや」

　しかたないのでリズラザに馬乗りになり両手を押さえる。

「おら、観念しろ」

　なんだかエルフを襲うオークのようだ。恥辱に耐えるリズラザの表情が、なんだかこちらを攻撃的にしてしまう。プライドが高いくせに腕力がないというエルフ……。

「いや、違う。ほら、ボールを……」

　二人のわきに木の実が転がっているが、誰も取りに行かない。というか一緒に遊んでいたミゼットたちの姿が消えている。残っているのはクレイだけだ。

　はっと顔を上げると、冷たい空気を感じた。

「何をしているのですか？」

　立っていたのは管理人のライアだった。

「管理人さん、なんでここに？」

　神かみ代しろは慌てて乱れていたリズラザの着衣を直して立ち上がらせた。

「最近は収入がまったくないので仕事のお手伝いでも、と思って来ました」

「遊んでたんじゃないんですよ。採集に来ていたミゼットたちに俺の世界のスポーツを教えてあげようっていうか、召喚者は伝道師的な役目がありますから」

《こいつ、草集めが面倒だから遊ぼうぜってミゼットを誘ってました》

　裏切ったベスが、ライアに耳打ちしている。

　冷たい視線を向けられ、神かみ代しろとリズラザとクレイはシュンとする。ライアに怒られると心まで冷えてしまう気がする。どうにか彼女を笑顔にしたい。

　神かみ代しろはふと思いだした。採集で手に入れたものがあった。

「そうだ、これどうぞ」

　神かみ代しろがライアに差しだしたのは綺き麗れいな花だ。青と赤のグラデーションが美しい。

　花を差しだされたライアはそれを受け取り、にこりと笑った。

《これ、管理人さんに似合うなって摘んだんだよ》

　ベスもここぞとばかりにライアの周りを飛び回る。

「いりません！」

　ベスが墜落し、ライアはいきなり花を投げ捨てた。

「その無邪気さでもうコップがいっぱいなのです！　お花でお腹なかが膨れますか？　やっぱり大切なのはお金だと思うのです。純真さとかぼやっとしたものでごまかさないでください」

　……まっとうな意見だ。ずっと花でうやむやにしてきたが、ついに限界を迎えてしまった。

「似え非せの無邪気さじゃ家賃を払えません。無能な住人を五人も抱えていては、アパートを維持できないのです」

　ライアの毒舌が心に突き刺さる。

「でも、これは勇者への一歩でもあるんです」

　この雰囲気を打開しようと、神かみ代しろは声を張った。

「魔王を倒すことにもつながるんですよ。チームとしての戦略を磨いたり、敵を倒すタックルの練習とか」

「体当たりで魔王を倒せるわけがありません」

《そうだ馬鹿、現実を直視しろ》

　あきれるライアに、立ち直ったベスが追従している。

「でも、俺の世界のラグビータックルはすごいんですよ」

　もしかしたら魔王を倒せるかもしれない技術だ。

「じゃあ、そのタックルとやらをやってみてください」

「え？　いや、危ないですよ？」

「神かみ代しろさんはこの世界の現実と厳しさを知るべきだと思います」

　ライアが神かみ代しろの前に立ちはだかる。なんだかやる気だ……。

「それとも、私を押し倒す勇気すらないのですか？」

　その物言いに少しだけカチンときた。

　ここで手加減するとラグビーを汚すことになる。

「わかりました、本気で行きますよ」

　神かみ代しろは覚悟を決めた。その横でクレイとベスがはらはらとしている。

「いつでもどうぞ」

　ライアが少しだけ腰を落とした。その構えに高貴さと力強さを感じる。

　……この人、できる。

　神かみ代しろの本能が警告した。だったら全力で突っ込むまでだ。

「いきます！」

　神かみ代しろは低いタックルでライアの腰を狙った。

　神かみ代しろの肩がライアの腰にぶつかる。

　ライアの体がくの字にぐにゃっと折れた。
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　次の日の朝。

　神かみ代しろたちは早起きをしていた。真面目に仕事をするためだ。

　クレイとリズラザと三人でアパートの外に出ると、ライアが玄関前を箒ほうきで掃除しているいつもの光景があった。

「あの、管理人さん、行ってきます」

　恐る恐る声をかけると、ライアはびくっと反応した。

　ちらりと神かみ代しろを見てすぐに目を逸そらす。ぐすぐすと鼻をすする音が聞こえた。

《やりすぎたんだよ、馬鹿》

　パタパタとベスが飛んできて耳打ちする。

「いや、だってさ、あれだけ言われるとやるしかないじゃんか」

　昨日のライアは、神かみ代しろのタックルを受けて派手に吹っ飛んだのだ。軽い交通事故だった。

　それからずっとライアは口を利きいてくれない。ノーサイドの精神はどこにいった？

「なんであんなに自信満々だったのかな」

「勢いだけで、まったく何もなかったことに驚きました」

　リズラザとクレイもひそひそしている。それを耳にしたライアがさらに嗚お咽えつを漏らす。

《これ以上触発しないの》

　ベスに怒られ、神かみ代しろたちは仕事に向かうことにする。

「行ってきます」

　三人でにこやかに手を振ったが、ライアは目を逸そらしている。頭にたんこぶを作って泣きながら掃除をしている姿はとても惨みじめだった。

「なんとかしないと。管理人さんを救ってやれるのは俺たちだけだ」

《災いの原因もお前だけどな》

　ライアの機嫌を直す方法は一つだけだ。

　それは家賃だ。仕事をして今月分の家賃を払えばいい。

　ドワーフのヴェルグは組合で仕事があるというが吞のんでいるだけだろう。六号室のニートは相変わらず出てこない。となるとこの三人と一匹でやるしかない。

　魔王に少しだけ猶予をやろう。

　──俺たちが今月分の家賃を稼ぐまで震えて待っていろ。




　三人と一匹はギルドに向かうことにした。

　神かみ代しろの職業は冒険者なので、仕事の斡あつ旋せんはギルドに頼るしかない。

「やる気はあるんだよな」

　神かみ代しろは戻ってきた銅の剣を握りしめる。勇者になるためならばドラゴンでも倒す覚悟だ。

　……だが、肝心の仕事がない。

　めぼしい仕事は冒険者で奪い合い、神かみ代しろたちの出る幕はなかった。高ランクの冒険者はすでに街を出ている。普段ならば活気のある時間帯だが、現在のギルドは閑散としていた。ギルドの職員もいつもの受付嬢が一人だけで、カウンターで暇そうに爪を磨いていた。

「なんか仕事ありません？」

　受付嬢に聞くと、彼女は壁を指さした。

「仕事ならあるでしょ。職員が必死で取ってきてあげた仕事が」

　壁には数枚の依頼書が貼ってある。

《買い物代行や庭の草刈り、西地区工場前のどぶさらい……》

「……やっぱり採集に行きましょうか。その日の食べ物は手に入りますし、運が良ければウサギとか捕まえられるかもしれません」

　クレイはあきらめ顔だ。

「そうだな、今日もそうするか」

　ギルドから出ていこうとしたとき、神かみ代しろの脳裏にライアの顔が浮かんだ。

「いや、やっぱり受けよう」

　神かみ代しろは壁に貼られた依頼書を剝がした。ライアを笑顔にするには現金収入が必要だ。

「そんなクソ依頼受けるのかよ」

「まあ、お前らにぴったりだよ」

　ギルドで吞のんでいた冒険者たちが神かみ代しろに絡からんでくる。馬鹿にされようがやるしかない。

　それが勇者への第一歩なのだから。
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「いやー、すいぶん放っておきましたねえ」

　神かみ代しろは剣を使って草を刈っていた。

「私ひとりだから、どうしてもねえ」

　縁側に座るお婆ばあさんが言う。この街は石造りの建物が多いが、縁側などもあったりと昭和文化が混同している。やはり召喚者の影響か。

「ここにまとめておきましょう」

　クレイがテキパキと働いている。

「なんかラジオとか音楽があればいいんだけどなあ」

《呼んでこようか？》

　そんなことを言ってベスが連れてきたのはカラフルな鳥たちだった。

　鳥たちがピーピー歌いはじめた。とてもうるさかったが、慣れてくるといい感じになってくる。代金はパンくずでいいらしい。

「ふう……」

　リズラザが暑そうに休んでいる。

「パーカー脱いだほうがいいぞ。どうせエルフって森の中で半裸で暮らしてた感じだろ」

「それエルハラ。エルフハラスメント」

「そういえば、昔この近所にもエルフがいたわねえ」

　お婆ばあさんは懐なつかしそうに言った。

「リザのお母さんじゃないか？　あのアパートに住んでたんだろ」

「そうかも」

　リズラザの母がその後どうなったのかは、詮索していいのかわからず聞いていない。

「そのエルフって何して暮らしてたんです？」

　神かみ代しろは草を刈りながら聞いてみた。

「料理人だったかしら。店を開いてたわねえ」

「料理人。やっぱり野菜ばっかりの？」

「がっつり肉料理の店だったわ」

　そういえばリズラザの部屋には、包丁などの道具が置かれていた。

「そっか、働いてたんだ」

　リズラザはしかたなさそうに草刈りを手伝い始めた。

「でもいい話だな。昔からこの街は多種族が一緒に暮らしてたんだなあ」

　この街にはドワーフもミゼットもいる。

「戦争から逃げてきたミゼットたちもこの街に来たけど、とっても手癖が悪くてねえ……」

　クレイがばつの悪そうな顔をする。

「ドワーフは金鉱探しでそこら中に穴を掘るし、いきなりストライキを始めて宴会ばかりしてとっても迷惑だったわ」

　恥ずかしいやつらめ。昔からドワーフは迷惑をかけていたのか。

「ストライキは召喚者が持ち込んだみたいでねえ、あの人たちも変なのばかりこの世界に伝えるから」

　このお婆ばあさん、思い出に浸りつつ意外に毒舌だった。

　それでも神かみ代しろたちは小鳥の歌を聴きながら草刈りを続ける。

《このお茶おいしいですね》

「体を冷やすのよ」

　すでに馴な染じんでいるベスは、縁側にお婆ばあさんと座って休んでいる。

「あー、井戸水が冷たい」

　この家には井戸があり手押しポンプもある。神かみ代しろはポンプを押して冷たい水を桶おけに出す。

「うん、いいね」

　リズラザはきゅうりっぽい何かをポリポリとかじっている。お婆ばあさんが夏野菜をくれたのだ。井戸水で冷やすととてもうまい。

「もー、冷たい！」

　神かみ代しろに水をかけられたクレイが怒りつつも涼しそうだ。

　リズラザの頭の花もしなしなしていたので、頭から水をかけてやった。

「わっ、冷たっ」

「こいつ驚くと意外に声を張れるんだな」

　そのまま三人でキャッキャと水を掛け合い、濡ぬれた芝生に寝転がる。

　びしょ濡ぬれだがとても気持ちいい……。

「種族が違うのに仲がいいのねえ」

　見ていたお婆ばあさんが言った。

「やっぱり仲が悪いのが普通なんですか？」

「まあ、そうねえ」

　確かに他の種族で仲良くしている姿はこの街で見たことがなかった。

「俺たちが仲がいいのには理由があるんです」

　神かみ代しろの真面目な声に、クレイとリズラザが驚いたように瞬まばたきする。

「貧乏が理由です。貧乏すぎて喧けん嘩かしている暇がないんです」

　貧乏は底なしすぎて、他の闇が目に入らない……。
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《いろいろもらえてよかったね》

　ベスが機嫌よさそうに飛んでいる。

「米をもらえたのよかったなあ」

　この街では年配の人が米を食べるらしい。

「お漬物ももらえましたし、ヤギも喜んでましたし」

　刈った草は近くにあの銭湯があったのでヤギにあげた。

「有意義な一日だったな。喜んでもらえたし、食べ物ももらえたし」

「うん、いい日だった」

　ずぶ濡ぬれのままリズラザが歩いている。

「今日はがんばりましたねえ」

「うん、そうだな」

　小さくため息が漏れてしまった。

「あのさ、川に寄って行こうか」

「そうですね」

　神かみ代しろとクレイは街に流れる川に向かった。

　堤防を越えて、神かみ代しろとクレイは河原に腰を下ろす。

《ん？》

　妙な雰囲気にベスが首を傾かしげている。

「確かに喜ばれたしよかったと思う」

「お小遣いももらいましたし」

「でも、これが本当に勇者に近づいているのだろうか」

　神かみ代しろとクレイは流れる川をじっと見つめた。仕事が終わったあと現実に戻ってしまった。強烈な日差しや冷たい水で一時だけ忘れたが、現実はいつでもそばにある。

　本当に進んでいるのか？　もがいているだけなのではないか？

　神かみ代しろはミルク瓶の中で溺れるネズミの話を思いだした。もがき続けているうちにミルクがバターになって助かるという内容だ。だが、自分たちは溺れるほうが先なのでは？

「ほら、魚がいる」

　隣に座ったリズラザが指をさしている。

「うん、いるな」

「知ってる？　石をうまく投げると水面を跳ねるの」

　リズラザが、ぼちゃんと川に石を投げた。

　……もしかしてこいつ、気を遣っているのだろうか。

　この怠け者の駄目エルフにも、気づかいという心が芽生えたのか？

「早く帰って、ご飯食べよ」

　……いや、腹が減っているだけか。

　なんだか体が重い。最初から疑問だった。他の冒険者に笑われるこの仕事をいくらこなしても、別の場所には行けないことはわかっていた。それでも無理やりはしゃいでごまかし、その反動で気分が重くなっている。

　しばらく三人で川の流れを見つめていると、背後に気配がした。

「どうしました？」

　振り向くとライアが立っていた。

「あっ、いや、別に……」

　神かみ代しろは思わず目を逸そらしてしまう。

《あの、今日は頑張ったんだけど、こんな感じだからあまり責めないほうが……》

　ベスがひそひそしている。落ち込む神かみ代しろたちを見かねて、ライアを連れてきたようだ。

「元気出してください」

　ライアがぽんと神かみ代しろの肩を叩たたいた。まだタックルの気まずさが残っており、セリフも棒読みでわざとらしかった。

「頑張って働いたから少し休んでたところです」

　神かみ代しろたちは立ち上がった。

「じゃあ、帰りましょうか」

　四人と一匹は一緒にアパートに戻ることにする。

「貧乏の闇は深いですが、希望という光で凌りよう駕ができると信じています」

　この人、単なる貧乏話をなんて壮大な感じで表現するのだろうか。

「でも、貧乏は底なしですよ」

「だから走り続けるしかないのです。笑われたっていいじゃないですか。私は今日を頑張った神かみ代しろさんたちが誇らしいです。そしてまた一歩勇者に近づきました」

　ライアは神かみ代しろが勇者になることを微み塵じんも疑っていない。

「クレイ、三人で手を繫つなごう」

「え、なんでです？」

　神かみ代しろは強引にクレイをライアとの間に割り込ませ、三人で手を繫つなぐ。

　せっかくライアが歩み寄ってくれたので仲直りしたかった。

「クレイさんは子供みたいですね」

「はあ……」

　クレイを間に挟んで、ライアはくすっと笑った。

「クレイ、そのままぐるっと宙返りするやつやってよ」

「なんの意味があるんですか、それ」

「いや、なんか雰囲気よくなるじゃん」

　神かみ代しろに言われ、クレイは子供のようにぐるっと回っている。

《わー、なんか親子みたいだねえ》

　ベスが適当に口をはさんだが、ライアは意外に楽しそうだ。

　やっぱりこの人の笑顔には救われる……。

　この人の笑顔を絶やさないためには頑張るしかない。そして一歩ずつ勇者に近づく。

「どうにかして仕事を手に入れないと」

　たとえ少しばかり悪いことをしてでも……。
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「エールいかがっすかー」

　次の日、神かみ代しろはコロッセオにいた。

　コロッセオでは模擬戦などが行われ、観客が大声を上げて興奮している。

　そんな中で神かみ代しろはエールの樽たるを担かついで売り子をしていた。

　今日のコロッセオの演目は控えめで、女性客が多かった。何やら式典が行われるらしい。そんなコロッセオでエールを売り歩くのが、ギルドから斡あつ旋せんされた仕事だった。

「ワインいかがですか？　グリフィンで空輸してきたワインですよー」

　ワインの売り子をしているクレイは、陶器のボトルなので重量的にはまだマシだ。

　神かみ代しろのエール樽だるは重く、さらにこの仕事をするにあたって条件があった。

「お姉さん、一杯もらえるかな？」

　コロッセオの階段を下りる神かみ代しろに声がかかった。

　その聞き覚えのある声は……。

　爽やかに微笑ほほえむ彼女は、鷹たかの軍団の勇者だった。神かみ代しろと同じ召喚者でありながら、この世界にいる十二人の勇者となった女性だ。彼女はシンプルなワンピース姿で座っている。

「……ん？　お姉さんに頼んでるのよ」

　勇者のミサキが神かみ代しろに首を傾かしげてみせた。

「あ、そっか」

　神かみ代しろは樽たるを降ろすと、陶器のカップにエールを注ぐ。

「お姉さん、綺麗ね。チップをあげちゃおうかな」

　ミサキが絡からんでくる。彼女にお姉さんと呼ばれる理由は、神かみ代しろが女装をしているからだ。このエール売りは基本的に女性だけに許される。元々は夫が戦死した女性への仕事の斡旋のためだが、今でも売り子などの仕事は女性がやるというルールが残っていた。そして仕事が欲しかった神かみ代しろはプライドを投げ捨てた。

「どうぞ。カップはデポジット制なので、あとで回収に来ますね」

　神かみ代しろはにこりと笑ってエールを注ぐ。

「こんな綺麗な人が入れてくれるなんてうれしいな」

　こいつ本当に神かみ代しろだと気づいていないようだ。

「私もあなたみたいに美しい人にエールを渡せるなんて、幸せです」

　神かみ代しろはエールを渡しながらミサキの手を握った。

「あ……」

　ミサキが顔を赤らめる。この勇者は女好きなのだ。

「あ、じゃねえよ」

　神かみ代しろは被かぶっていたウイッグをずらしてミサキを睨にらみつけた。

「わっ、あんた何やってるの！」

　カップを口にしたミサキがエールを噴きだした。

「お前みたいにエロいやつらにエールを売りつけるバイトだよ。ほら、チップをよこせ」

「あげるわけないでしょ」

　神かみ代しろの女装に騙だまされたミサキは悔しそうだ。ウイッグは古道具屋から安く譲ってもらい、クレイに頼んで簡単な化粧もしてもらった。そうまでしてこのバイトをしたのは、基本給のほかに歩合もあるからだ。運が良ければチップももらえる。

「お前こそ、ここで何してるんだよ」

「勇者の式典があるのよ」

　コロッセオに女性たちの歓声が響いた。

　見ると闘技場に誰かがいる。きらびやかな鎧よろいに身を包んでいる男は……勇者だ。

　神話の巨人をモチーフにした旗印。タイタンの軍団の勇者だ。

「今回の大規模交戦で、彼がサイクロプスを倒したとされてるの」

　ミサキがエールを吞のみながら言う。

「は？　本当にあいつが倒したのか？」
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　神かみ代しろは思わずミサキに詰め寄った。あの交戦で一つ目の魔物を倒したのは神かみ代しろのはずだ。

「……ちょっと、やめて」

　女装した神かみ代しろに詰め寄られ、ミサキは顔を赤くして押しのける。

「ほら、サイクロプスを斬った剣を持っていたから。サイクロプスの血を被かぶった剣は、魔を斬る剣として教会に奉納される」

　タイタンの勇者から剣が司祭に渡されている。

　あの剣、どこかで見たことがあるような……。

　そしてその剣の代わりに、タイタンの勇者は司祭から別の剣を渡された。

「あれは聖剣よ。魔王を傷つけたとされる剣」

　聖剣をひざまずいた勇者が受け取っている。女性たちの歓声と舞い散る花びら。

　それはとても華やかでまぶしい光景だった。

「……遠いな」

　神かみ代しろはそれを見つめながらつぶやいた。自分が目指すあの場所ははるか遠くにある。

　いや、くよくよしていても仕方がない。自分は一歩一歩進むしかない。このエールを売ることで勇者に近づくのならば、いくらでも売ってやる。

「ねえ勇者様、もう一杯エールをいかが？」

「頼むから気持ち悪い声を出さないで」

　たとえ勇者に媚こびを売ってでも金を稼いでやる……。







　だが、相変わらずギルドの仕事は雑用ばかりだった。

　コロッセオでエール売りを終えた後はバザーでの買い出し、シェアカーゴの世話、用水路の掃除……。

「とりあえず、これで依頼というか雑用は全部終わったな……」

「疲れましたね」

　神かみ代しろとクレイはトボトボと街を歩いていた。

「うん、疲れた」

　後ろをリズラザがついてくる。彼女は仕事を手伝おうとせず見ているだけだったが、やり切った感だけは出していた。

《なんかさあ、ギルドのほうが騒がしかったよ》

　パタパタとベスが飛んできた。

「お、活気が出てきた感じか？」

《いや、そうじゃなかったような》

　ベスが首を傾かしげているので、とりあえずギルドに向かう。もしかしたら冒険者らしい依頼が入っている可能性があった。

　少しだけ期待しながらギルドに行くと、確かに騒がしかった。

　久しぶりに多くの冒険者がいる。が、彼らの表情は優れない。

「どうしたんだ？」

　ギルドを覗のぞいてみると冒険者たちの声が聞こえた。

「なあ、仕事が少なすぎだろ」

「この街の依頼が少ないのはギルドの怠慢だろうが」

　怒鳴り声が響いていた。

　ついに冒険者の我慢が限界に達したようだ。

「大規模交戦で被害も出なかったし、仕事がないんです」

　冒険者たちに反論しているのはあの受付嬢だ。いつも荒々しい冒険者相手に仕事をしている彼女だったが、さすがに表情がこわばっている。

「仕事の総数も減っていますし、時期が悪いとしか言えません」

「割のいい警護の仕事はないのか？」

「騎士たちが帰ってきていて、そっちに回されてます」

「それでも持ってくるのがギルドの仕事だろうが」

　神かみ代しろとクレイは顔を見合わせる。ちょっとまずい雰囲気だった。

「ここってＡランクの冒険者チームがいたよな。仲裁してもらえないかな」

「ランクが高いチームは、紹介状で迷宮探索に行ってるみたいです」

　クレイが首を振る。そうか、今この街に残っているのはランクの低い冒険者なのだ。

　いつも神かみ代しろに厳しい受付嬢だが、なんだかかわいそうだ。他のギルド員も出払っているため、ひとりで冒険者たちの不満を受け止めている。

　……と、ギルドの建物の外から声が聞こえた。

「依頼を探してきました」

　ギルド員が戻ってきたようだ。「おおっ」と、中にいた冒険者たちも慌てて外に出ていく。

　残された受付嬢は安堵した様子でため息をついた。

「……頼まれた依頼、終わりましたよ」

　神かみ代しろが依頼書を差し出すと、彼女はニコッと笑った。

「お疲れ様」

　いつも厳しく怒ると暴言を吐く受付嬢だが、たまに会心の笑みを浮かべるので許してしまう。

「なんか大変ですね」と、クレイも心配げだ。

「本当ならもっと交戦が続くはずだったの。あっさり終わったから、物資も人員も余り気味なのよね」

「そうか、俺がサイクロプスを一撃で倒してしまったから……」

　受付嬢は神かみ代しろの言葉を信じず「はいはい」と、依頼書にハンコを押している。

「神かみ代しろさん、新しい依頼を受けましょうか？」

　ギルドの外では依頼の振り分けが始まっているらしい。

「急がなくてもいいよ」

　神かみ代しろの冒険者ランクは最低なのだ。基本的にギルドの依頼はランクの高い冒険者に優先権があるので、おいしい依頼は残らない。それでも一いち縷るの望みをかけて建物の外に出る。

「討伐の依頼がありますよ」

　女性のギルド員が声を張り上げている。まともな依頼だ。

「ドラゴン討伐です」

　……ん？　なんでいきなりそんな高レベルなんだ？

「ドラゴンを討伐する騎士の従者の役です」

「演劇かよ！」

　思わず突っ込んだが、同様に冒険者たちからブーイングが飛ぶ。

「こちらは神聖な儀式のお手伝いです。女神を模したお神み輿こしを担かついで三日三晩不眠不休で街を練り歩くというものです」

「冒険者のプライドを考えてほしいな」

「そのお祭りで出店を出すという依頼もあります」

「もう冒険者じゃなくていいだろ」

　神かみ代しろはため息をついた。

《このままじゃまずいね》

　様子をうかがっていたベスが言う。冒険者たちの不満が爆発しそうだ。

《ギルドのお姉さんも困ってるし》

　建物の中でも冒険者の怒号が聞こえる。

「あの人、真面目すぎるんだよな。ただ融通が利きかなくて、通常の愛あい想そは悪くて、口汚いときがあって、冒険者を消耗品のように扱うだけで、たまに優しいときがあるのにな……」

　やり場のない不満が彼女に向かうのは心苦しいところだ。

　問題は需要と供給のバランスが崩れすぎていることだ。

「おい、胴上げの兄ちゃん、なんか知恵を出せよ」

　冒険者たちがこちらに寄ってきた。神かみ代しろはギルドでライアを胴上げしてからそう呼ばれている。この異世界に初めて胴上げという文化を持ち込んだ人間なのだ。

「兄ちゃん、冒険者なのに異世界人なんだろ？」

「だったら、異世界無双しやがれってんだ」

　とてもガラの悪い冒険者たちが絡からんでくる。この世界は神かみ代しろのような召喚者が多く、この感じからするとこの世界で傍若無人にふるまったのだろう。

「でも、なんとかしたほうがいいですよ」

　悪い雰囲気を察したクレイが耳打ちする。神かみ代しろには召喚者というアドバンテージがある。それを利用してこの雰囲気をなんとかするしかない。そして自分自身の仕事も……。

「そうだ」

　神かみ代しろは草刈りの仕事をしたお婆ばあさんの言葉を思いだした。確かあのシステムも召喚者が導入したものだった。

「お、異世界人がなんか思いついたらしいぞ」

　どやどやと冒険者たちが集まってくる。無責任なやつらめ……。

「まあいい、俺が問題を解決してやるよ」

　神かみ代しろは集まった冒険者たちに向き直る。

「ストだ」

　神かみ代しろの言葉に冒険者たちが顔を見合わせる。

「ストライキ。つまり仕事をしないってことだ」

　召喚者たちが持ち込んだ文化をドワーフが盗用していたらしい。だが今こそ、そのシステムをここで使うべきだ。

「それをするにはみんなでまとまって裏うら切ぎり者ものを出さないことが必要だ」

「仕事をしないでどうするんだよ」

「なんだかんだで小さい仕事を受けるからいけないんだ。俺たちが仕事をしなければ困るのはギルドだ。大きな仕事を持ってくるまでの根こん競くらべだ」

　冒険者たちは首をひねっている。だが、これは勢いだ。彼らの不満をそのまま別にぶつける必要がある。

「仕事をしないということが抗議になる。俺たちはギルドの奴隷じゃないとの意思表示だ！」

　声を張り上げると、少しずつ反応が出る。

　冒険者たちも何かをしなければと考えていたようだ。

「そうだ戦うぞ！」

「働かない勇気！」

　冒険者たちのボルテージが上がっていく。

　そんな熱がさらに他の冒険者を呼び、ギルド前に人だかりができる。ランクなど関係なく、冒険者たちが一つにまとまった瞬間だった。

「ということで、ストライキ名簿と、俺たちの要望をまとめよう」

　神かみ代しろはストライキに参加する冒険者のサインを集めていく。

「戦え！」

「冒険者の権利を！」

　そんな間も声が響いている。

「いいんですかねえ」

　クレイにも協力してもらい、ストライキ名簿が完成した。

「よし、このまま街を練り歩くぞ！」

　神かみ代しろの掛け声で冒険者たちの行進が始まる。せっかくなので女神を模した神み輿こしを担かついで街を練り歩く。最初はばらばらだった冒険者たちが一つになっていく。

「俺たちは冒険者だ！」

　そんな様子を見て、街の人たちがおひねりを投げてくれる。

　その練り歩きは夜まで続き、溜たまりに溜たまった不満を解消したのか、冒険者たちは解散したあとは飲みに繰りだしていく。

《盛り上がったねえ》

　リズラザの肩に座るベスが言う。

《じゃあ、仕事をしないんだったら帰ろうか》

「いや、俺にはまだ仕事がある」

　冒険者たちの覚悟と要望をギルドに伝えなければいけない。

　神かみ代しろたちは名簿を持ってギルドの中に入っていく。

「何よ、私を悪者にして」

　経過を見ていた受付嬢はやはり警戒している。

「とりあえず冒険者たちの要望を伝えます。ここにサインのある冒険者たちは、ギルドが継続的にまともな仕事を持ってくるまで活動を拒否するということです」

　神かみ代しろははっきりと言った。これは冒険者たちの意思表示だ。

　神かみ代しろの横ではクレイが気まずそうにうつむいている。

「冒険者たちは雑用のような仕事はしません。冒険者の仕事とはもっと夢があって名誉があり、住人たちから必要とされ、さらに賃金の高さが必要だ。そしてギルドはそういった仕事を持ってくる義務があるはずだ」

《いいぞ、いいぞ》

　ベスは無責任にはやし立てている。

「だから、この水道橋横の冒険者たちは、このギルドが義務を果たすまでは働かない。まとまって権利を主張することをここに宣言する」

　神かみ代しろの宣言に、受付嬢はぐっと唇を嚙かんだ。今まで反乱が起こったことはなかったのだ。怒りを通り越して目に涙が滲にじんでいる。

「……と、冒険者たちが言っていますが、僕は違います」

《ん？》

「あの冒険者どもとは違い、僕はすべてギルドの方針に従います」

《こいつ、汚きたねえな！》

「ですから安心してください。これが裏うら切ぎり者ものリストです」

　神かみ代しろがリストを差し出すと、受付嬢はにこりと笑った。もちろんリストには神かみ代しろの名前は入っていない。

「君は偉い子だねえ」

「へへへ……」

　受付嬢に頭をなでられ、神かみ代しろはへらへらと笑った。

「じゃあ、特別に迷宮開拓の仕事をあげちゃおうかな」

「やった！」

　まともな仕事をゲットしてしまった。

「なんて恥知らずな……」

「最低な裏切り」

　クレイとリズラザの視線がとても冷たいがどうでもいい。

　多少の汚いことをやっても、頑張るとライアに誓ったのだ。

　この時点で神かみ代しろは異世界に労働組合を作り、すぐに組合員を切り捨て裏切った初めての人間となった。
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「今日は迷宮の仕事に行くことになったんですよ」

「すごいですね」

　管理人のライアが無邪気な笑顔で褒めてくれる。

　神かみ代しろの部屋で朝食を食べているところだ。最近は雑用をこなしたついでに食料をもらっているので豪勢だ。基本的にこの世界は食料は豊富で、貧乏でも餓うえることはない。

「新聞で聞いたけど、評判悪いよ」

　六号室のニートが茶ちや碗わんを穴から出したので、ご飯をよそってやった。

「お主、ギルドの犬とか言われとるらしいのお」

　ヴェルグが漬物をぼりぼりと食べている。

「冒険者とギルドの衝突は避けられたみたいですけど」

「敵がいるとまとまるから」

　クレイとリズラザが言う。何な故ぜか神かみ代しろの部屋で朝食をとるのが日課となっている。

「とにかく迷宮探索の権利をもらったらこっちのもんだよ。灯あかりも必要だから頼むぞ」

《えー、こいつと行動すると、私の評判まで悪くなりそうなんだよな》

　ベスがいやそうな顔をしている。妖精のくせに体面を気にするのか。

「ダンジョン。それは冒険者の華！　モンスターを倒し宝箱を手に入れるのだ」

　なんと言われようとも冒険者らしい仕事が手に入ったのだ。

《こいつ、浮かれてるなあ》

「一いつ攫かく千せん金きんのギャンブル。運が良ければ一気に勇者に近づける」

　神かみ代しろはご飯を食べ終え、いそいそと準備をする。

「頑張ってくださいね」

　ライアは朝ご飯を片付けながら応援してくれる。

「事故がないように祈っておくね」

　ニートまで心配してくれる。頼りないが何な故ぜだか安心する。

「お返しにさ、この箱を必ず完成させるからな」

　神かみ代しろは引きこもりのニートを入れて外出するための箱を作っていた。

「完成させなくていい」

「わしは会合に行ってくるからな」

　ヴェルグは街に持ち込んだ武器の配分の会議などをするようだ。なんだかいつも会合をしている気がするが、間違いなく飲み会だろう。

　迷宮まではカーゴのボンゴレに乗って行くことにする。

「交通費がでないのがなあ」

　用意を終えて、神かみ代しろはクレイと一階の厩きゆう舎しやに向かった。

「そんなものですよ。交通費は自腹が基本です」

　クレイがカーゴを走らす用意をしてくれている。

「今回は二人で行くから、リザは頼んだぞ」

　神かみ代しろはリズラザに向き直る。

　ギルドの雑用のような依頼もこなす必要があり、リズラザにやってもらうことになった。

「まかせて」

　意外にやる気がある。リズラザの仕事は交通量調査だ。

「これでカーゴと人の通行量を調べるんだからな」

　そろばんみたいな数取器をリズラザに渡してやった。

「あっちの通りだったな。数取器は珠たまを動かすやつで、こっちがカーゴで、こっちが人だって」

「うん、憶おぼえた」

「絶対に数を間違えるだろう、きりっとしすぎた返事だな」

　カーゴの用意も終わったので、みんなで通りまで歩いていく。水道橋を潜くぐり抜ぬける道が調査の場所だ。神かみ代しろは自作のベンチを適当なところで置き、リズラザを座らせる。

「お腹なかが減ったらこれを食べるんだぞ」

　神かみ代しろは葉っぱで包んだ弁当を渡してやる。

「うん」

「ちゃんと正確な数を計測するんだぞ」

「わかってるって」

　リズラザが少しイラっとした感じを出した。ここまで言えば大丈夫だろう。

「用意できましたよ」

「よし、じゃあ乗ろう」

　神かみ代しろはクレイと一緒にボンゴレに乗る。クレイが前に、ベスも神かみ代しろの肩につかまった。

「よし、じゃあ通行人第一号は俺たちだ」

　神かみ代しろは手綱を操り、リズラザの前を通り過ぎる。

　リズラザの手はまったく動いていない。

「数に入れろ！」

　神かみ代しろは振り返りながら、ありったけの声で叫んだ。

「いってらっしゃーい」

　通りまで出て手を振ってくれたのはライアだった。

　神かみ代しろたちは手を振り返し、迷宮に向けてカーゴを走らせる。

「よし、飛ばすぜ」

　神かみ代しろはカーゴを加速させる。




　　　　＊




「……いい感じにいかないな」

　神かみ代しろたちのカーゴは渋滞に巻き込まれていた。

「この時間は街の外に向かうカーゴが多いのです。運送カーゴも多いですし」

　カーゴが走れる道は決まっており、ずらっと並んだカーゴがのろのろと歩いている。

《高速道路使おうよ》

　水道橋を利用した高速道路があるらしい。

「料金が高いんですよね。街の道路整備の資金にすると料金を取っておきながら、その使いどころがわからないらしいです」

《十年後に無料にするって造ったのに、いまだに金取ってるしね》

「この世界でも利権か」

　そういう汚いシステムを、召喚者が持ち込んだのではないことを祈りたい。

「お、動きだした」

　少しずつ渋滞が解消されていき速度が上がっていく。今度こそ……。

「気をつけてくださいね。僕らは無保険ですから」

《高級カーゴに当てるとお金取られるよ》

「あと、煽あおり運転もありますから」

「しがらむなあ……」

　なかなか気持ちよく走れない。

　それでもベスのナビゲーションにより、空いている道を探しながら進み街の外に出る。

　とても風が気持ちいい。速度を出すと周囲の緑が流れていく。森の中では少し速度を落とす。見通しの悪いでこぼこした道だが、カーゴは軽々と走っていく。

「運転、うまいですね」

　前に座るクレイは楽しそうだ。

「あの気難しいエルフや管理人さんを乗りこなしてるからな」

《あー、言ってやろー》

　さらに走ると道が開け、冒険者が乗るカーゴが走っている。この辺りは交通量が多いらしい。

　ボンゴレがガーガー鳴いている。

「お腹なかが減ったみたいです」

「こいつ、燃費が悪いんだよな」

　しばらく進むと、多くのカーゴが停とまっているエリアが見えた。建物もある。

「なんだあれ？」

《あれはサービスエリアだね》

「ＳＡなんてシステムもあるのか」

　ボンゴレが不満をアピールするので少し休んでいくことにする。

　駐車場に停とめると、すぐにミゼットが寄ってくる。エサなどカーゴのケアをしてくれるが、金を払わねばならない。

「雑用で稼いだ金が……」

　神かみ代しろは銅貨をミゼットに渡してため息をつく。

「交通費みたいなものですからしょうがないですよ」

　クレイが慰める。乗合馬車などを使うにも金が要るので、仕方ない出費なのだ。

　トイレなどをすませて建物の中に入り、神かみ代しろは驚いた。

「すごいな」

　中には軽食を食べるコーナーがあり、その横には様々な物が売られている。干し肉や川魚の干物や漬物から甘味まで。

「このあたりの名物ですね」

《ジュースコーナーがあるから飲んでみようよ》

　ベスに促され、この辺りで取れる果物のジュースを飲んでみる。

「この果物おいしいな」

《売ってるからさ、お土産で買って帰ろうよ》

　試食もあったので、神かみ代しろたちはいろいろな食べ物を試食していく。

「サウナもあるのか」

　運転者を癒いやすためのいろいろな設備がそろっている。

《交通情報オウムがいるよ》

「もー、行きますよ」

　クレイに声をかけられ我に返る。気づくと結構な時間が経たっていた。

「まずいな、いつまでもここにいてしまう」

　ここは悪魔のエリアだ……。

　神かみ代しろたちは迷宮を目指して、サービスエリアから出発する。休息したボンゴレも元気になり速度を上げる。しばらく道なりに走ると交通量が増えてきた。

「けっこう人がいるな」

　神かみ代しろはカーゴの速度を落とす。踏み固められた道沿いに店が並んでいる。

「駐車場はこっちが安いよー」

　ミゼットが呼び込みをしている。武器屋や買取所、そして飲み屋が並んでいる。

「迷宮に入るなら保険が必要だよ」

「マップはこの店のものが正確だよ」

　すごい活気だ。大きな迷宮がある証拠だ。……こんな場所があったとは。

　なんだかゲームっぽくていい。自分が求めていたのはこの雰囲気だ。

　迷宮入り口と書かれた看板が見えたので、神かみ代しろはカーゴを止めた。

　キラキラ光る鎧よろいを身に着けた冒険者たちが入っていく。この迷宮は整った装備の冒険者が多い。それほどに難易度が高いということか。

「え、高い……」

　神かみ代しろは看板を見て目を丸くする。記載されていた入場料はとても払えたものじゃなかった。

　なんで迷宮に入るだけでこんなに金を取られるのか？

「ここは、お金持ちご用よう達たしの迷宮なんです」クレイが説明してくれる。「迷宮探索の実績になりますから、お金持ちの冒険者や貴族の子供が箔はくづけのために来ることが多いのです。保険もあって、救助隊も治療所も完備してますからね」

　さらに迷宮最深部まで到達すると、踏破証明書などがもらえるらしい。そういった証明書は冒険者のランクアップや就職で有利になるようだ。

「そうでなきゃ金属の鎧よろいを着ませんよ。重い鎧よろいが役立つのは平地かコロッセオぐらいです」

「お宝目当てじゃないのか？」

「宝箱もあるみたいです。でも、実は迷宮管理側が配置してるとの噂うわさが」

「潮干狩りのアサリのようなものか」

「迷宮の中にも雑貨屋や薬屋があったりして安全です。でも高いですけどね」

「富ふ士じ山さんの自販機のようなものか」

《そんなものだよ。安全で楽しい迷宮は》

「でも、こんなに高いとは」

「ちなみに僕らが行く迷宮は、ここじゃないから大丈夫ですよ」

　クレイが地図を見ながら言う。

「そうだよな。さすがにここは場違いだよな」

　それなりに楽しそうだが、これはブルジョアの遊戯だ。

「まず、迷宮探検と迷宮開拓は違いますからね。僕らが依頼されたのは開拓のほうです」

　クレイが手綱を引いてカーゴを走らせる。

「何が違うんだ？」

「探検はある程度マッピングされた迷宮を攻略します。どんなモンスターがいてどんな植生があるのか調べながら進むのです。さらに冒険者が増えると副次的にモンスターも寄ってきますので、武装が必要となるわけですね」

　クレイは物知りだ。さすが勇者の従者を目指しているだけはある。

「樹海迷宮は徐々に拡大していきます。迷宮も知性があり冒険者を呼び込むことに利益があるのです。排せつ物や死体が得られますからね」

「栄養を求めてるのか」

《栄養というより情報だね。知性がある迷宮は進化しなきゃいけないから、死体や排せつ物から情報を得る必要があるということ。この世界では魔力というのだけどね》

　この世界は情報が魔力となる。物質的な情報から人間の思念まで。

「そして初期の迷宮を調べるのが、開拓者と呼ばれます。重要な仕事なんですが、いろいろと大変らしいです」

　何やらクレイの表情が優れない。

「いやいや、どっちも迷宮じゃん。探検して稼いでお酒吞のんでって、異世界してるなあ」

《酒は働かなくても吞のんでるけどな》

　ベスに突っ込まれながらもカーゴを走らせると、どんどんと薄暗くなっていく。すでに店も冒険者の姿も見当たらない。道も細い獣道のようだ。

「なあ、本当に大丈夫なのか」

《記憶ではね》

「その記憶、ちゃんとバージョンアップしてる？」

《カーナビ扱いするんじゃないよ》

「こんなものですよ。開拓者が入る迷宮は」

　なんだろうか、わくわくしていた気持ちがどんどん萎えてくる。

《あ、見えたよ！》

　視界に入ったのは大きな樹きにへばりつくような木造の建物だった。

「カーレ迷宮の入り口です」

　本当に迷宮なのか？　ただの樹海にしか見えないのだが。

　止めたカーゴから降り、クレイも抱きかかえて降ろしてやる。ずっと密着して走ってきたのでお互いに汗だくだった。ここにたどり着くだけで疲れてしまった。

「カーゴで遠出すると、降りても揺れてる感じになるよな」

「あるあるですね」

　クレイがそばの木にカーゴを繫つないでいる。

「とにかくしょぼくても迷宮は迷宮だ」

　神かみ代しろは気合を入れた。冒険者の免許も取ったし、ついに思い描いていた冒険が始まる。

「そんな装備じゃ駄目ですよ」

　振り向くと、倉庫のような建物からミゼットが出てきた。この迷宮の守衛だろうか。

「でも、けっこういい剣なんだよ」

　神かみ代しろは銅の剣を振ってみる。

「剣なんて使うことないですよ」

　ミゼットは呆あきれたように首を振る。

「僕たち装備がこれだから、レンタルできるのかな？」

　クレイが紹介状を渡しながら話し合う姿を見て、神かみ代しろは少しだけ嫌な予感がした。

「とりあえず、補償料をいただければ道具はお貸しします」

　ミゼットが建物の扉を開けた。

　中を覗のぞいて神かみ代しろは顔をしかめた。やはり倉庫だ。

　大量の杭くいのようなもの、巨大なハンマー、測量の道具の類などが山積みになっている。

「鎧よろいとか武器とかレンタルできるんじゃないの？」

「重い鎧よろいを装備するくらいなら、杭くいを多く持っていってもらったほうがいいです」

　ミゼットの説明を聞くとこうだった。

　樹海迷宮は生命力あふれる木々により、日々その姿を変えてしまう。なので序盤は目印を作る必要がある。──そこで杭くいだ。

　杭くいには蛍光塗料が混ざっており、夜になるとうっすらと光る。マッピングの基本の目印だという。開拓者はそれを打っていくのが基本らしい。

「ここまでは打っているので、この先をお願いします」

　ミゼットが渡してくれた地図には、等間隔で杭くいを打った形跡がある。

　こんなに地道な作業なのか……。

《楽な仕事なんてないんだよ》

　ベスに諭されながら準備を始める。とにかく大量の杭くいを運ばねばならない。

　レンタルされたザックに杭くいを詰め込むが、それだけでずしりと重い。

「打った分だけ評価されます。ただ、あとからズレがあったりするとペナルティがあるので気をつけてくださいね」

「いちいち杭くいを取りに帰れないから、運べるだけ運びたいけど……」

　近い場所はすでに杭くいが打たれている。杭くいを打つハンマーも重い。正確に打つには測量の道具も必要だ。さらにロープや最低限のキャンプの道具……。

《すごい格好だね》

　先ほどの迷宮の冒険者とはまったく違った。大量の杭くいを背負い、手にはハンマーとコンパス、肩にはロープと獣けもの除よけの鈴、腰には草刈り鎌と鉈なた。

「俺たちはどこに行こうとしている……」

「迷宮ですよ」

　冷静に突っ込むクレイも、大きな荷物を背負っている。

「それじゃあ、頑張ってください」

　ミゼットに見送られて、神かみ代しろたちは迷宮に足を踏み入れる。

《とにかくまずは進まないとだねえ》

　ベスがパタパタと飛んでいく。杭くい打うちがされていないエリアまで進むのに一苦労だ。

　荷物がズシリと重く、一歩踏み出すたびに汗が垂れ落ちる。

　足場も悪く、蔦つたなどを鉈なたで切りながら進むので行軍が遅くなる。

「とにかく迷うことだけは避けないと」

　こんな場所で迷子になったら終わりだ。

「杭くいがありました」

「これがナンバー１か。けっこう遠かったな」

　大きな樹きの幹に杭くいが打たれているのが見えた。杭くいには番号が振ってあり、マップのどこの位置にいるかわかるシステムだ。

「できるだけ目立つものがある場所に杭くいを打ちたいですよね。そうすればのちの冒険者たちも安全に冒険ができますから」

　クレイは開拓に前向きだ。そうだ、これは未来の冒険者のためだ。

《この木の実、珍しいね。売れるかもよ》

　ベスが紫色の果実を指さしているが、そんな余裕はなかった。植生などの調査は、開拓が終わった後で調査員に任せるしかない。

　神かみ代しろは肩に食い込む荷物に耐えながら地図を確認する。

「もうすぐ杭くいがあるはずだ。ジョニーって書いてあるけど？」

「ユニークポイントと呼ばれる杭くいの通称でしょう。近くに目立つものがある杭くいはユニークポイントとなるのです」

　クレイも汗だくだった。

「ジョニーで少し休もう。もう足ががくがくだ」

「そうですね。早くジョニーを見つけましょう」

　力を振り絞って進むと太陽の光を反射する杭くいが見えた。岩に杭くいが突き刺さっている。

「これがジョニーか……」

　岩の下には冒険者の者だろう白骨があった。

「もう少し進んでから休もう」

　神かみ代しろたちはジョニーに手を合わせ、歯を食いしばってその場を後にする。
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　夜になっていた。

　目の前で小さな焚たき火びがめらめらと燃えている。

　背中には巨大な樹木があり、打たれた杭くいがぼんやりと光っていた。

　これはマップに書かれた最後の杭くいだ。

　やっと仕事ができるスタート地点までたどり着いたのだ。

「なんか思ったのと違うな」

　神かみ代しろは適当に作ったスープを飲みながらため息をついた。

　汚れるし地味だし杭くいがとてつもなく重い。これはファンタジーじゃないと思う。

「モンスターがいないだけましですよ。人間が入らないから植生も乏しく、動物も少ないです」

　樹海迷宮は、どれだけ人間の求めるものを生みだせるかによって運命が変わる。

「地中の金を吸い上げ木の実にするという植物が誕生したことがありまして、その樹海迷宮は一気に有名になりました」

　神かみ代しろとクレイは寄り添うように座っていた。

　危険なモンスターがいないだろうとはいえ、樹海の闇は恐ろしい。

「迷宮を名乗れるルールとかあるのかな」

《迷宮の樹きだよ。知能を持った樹きで何百年もかけて成長して周囲を迷宮化していくの。つまり迷宮の樹きの数だけ樹海迷宮があるってこと》

「何百年、か」

《ちゃんとした迷宮に成長するには千年かかるっていうけどね》

　それは気の遠くなる話だった。

「樹海迷宮は攻略に労力がいります。古代遺跡など見つかれば、危険もありますけど一気に稼げるんですがねえ」

「でも遺跡は宝を取りつくしたら終わりだしなあ」

「そうです。だからこそ樹海迷宮は神聖なんです。女神の恩恵を受けた神聖な迷宮です。いつか新しい樹海迷宮を発見したいなあ」

「発見したらさ、自分の名前とかつけられるの？」

「そうですよ、この迷宮のカーレも冒険者の名前ですから」

　名を残せるというのはいいことだ。

　自分も異世界に来たからには名前を残したい。だが、未発見の迷宮などあるのだろうか。

「カーレって人は何をしてるんだろ」

《カーレは有名な花の冒険者だよ。珍しい花を求めて樹海を冒険したの。でもこの迷宮を探索して戻ってこなかったって》

「ベスは、いろいろと知ってるな」

《ギルドのそばの飲み屋で働いてたことがあったからねえ》

　神かみ代しろは真っ暗な樹海を見つめた。

　花の冒険者と呼ばれたカーレはこの迷宮で死んだのだろう。花を求める彼の心はどこに行ったのだろうか。この世界では情報が魔力として具現化するというが……。

　クレイの寝息が聞こえた。神かみ代しろはそっと小さな体を支えてやった。







　迷宮開拓は次の日の朝から始まった。

「この樹きがいいでしょう。数百年は残るでしょうし」

　クレイが指定した樹きの幹に杭くいを打ち込む。

　巨大な樹きの樹皮は硬く、何回もハンマーを振らねばならなかった。

　適当な仕事をするわけにはいかない。紹介してくれたギルドの受付嬢の顔をつぶすことになってしまう。期待を裏切るわけにはいかなかった。

　さらに進むと起伏が激しくなる。崖をロープで下ったり、洞窟のような穴の前に杭くいを打ち込み、中も確認する。つらい、ただただ、つらい……。

　杭くいを打ち込むのは樹海に何もないからだ。ほとんど同じ景色がずっと続いている。

　……こんな場所を冒険する人間がいるだろうか。

　そんなことを思った。杭くいを打ってマップを作ったところで意味があるのか？

「少し休みましょうか」

　疲弊する神かみ代しろをクレイが気づかってくれる。水が豊富なのが救いだ。樹海の木々の呼吸が霧となり雨になって降り注ぐので小川が多い。神かみ代しろはそんな小川に足をつけて休憩する。

「冷て……」

　樹海を流れる小川の水はきれいだ。

「まめだらけになっちゃいましたね」

　隣に座るクレイが神かみ代しろの手の治療をしてくれる。刺さったとげを抜いたりかいがいしい。

「クレイは優しいな」

「僕は勇者の従者を目指してますからね。……それに、せっかくだからこの迷宮を優しいものにしたいんです」

「どういう意味？」

「樹海迷宮は冒険者の望みを具現化します。だから殺伐とするよりも優しければいいなって。まあ、湖に一滴垂らすほども変わらないでしょうけど」

　あまりにかわいらしいことを言うので、思わずクレイを抱きしめてしまう。

「もう、なんですか」

「俺も優しい迷宮にしようって思って」

「もお……」

「せっかくだからここで水浴びしようか。ちょっとエロい迷宮になるかもしれないし」

「なに変なこと言ってるんですか。もう、馬鹿だなあ」

　クレイが真っ赤な顔をして立ち上がる。

「行きますよ」

　クレイがベーっと舌を出し、荷物を背負って先に進んでしまう。

《エロい雰囲気だしてたって言ってやろ》

「管理人さんの犬め」

　へらへらするベスに吐き捨て、神かみ代しろも荷物を背負しよって立たちあがる。

　少し休んだからか気持ちが軽い。いや、荷物も軽くなっているのだ。一本ずつでも確実に杭くいは減っている。そうだ、せっかく開拓するなら前向きにやったほうがいい。

「この滝の岩に杭くいを打っておきましょう」

　小川沿いに進むと滝になっていた。そこにハンマーで杭くいを打ち込む。

　だが、今までのダメージが溜たまったのか、ハンマーの柄がぼきりと折れてしまった。

　しかたないので神かみ代しろの銅の剣を使ってガンガンと杭くいを叩たたいた。

「この滝を下るのは危険なので迂う回かいしましょう」

　神かみ代しろたちが作ったマップが広がっていく。放置されていたカーレの迷宮が開拓されていく。この疲労や苦しさの情報も魔力となってこの迷宮に吸収される……。

《ここに打つ杭くい『真っ赤なキノコ』にしようよ》

「キノコじゃ駄目だろ」

《せっかくだからジョニーみたいなユニークポイントを作りたいんだけどなあ》

　……こいつ、杭くい打うちにやりがいを感じはじめてやがる。

　銅の剣をハンマー代わりに使っていると、ついにバキっと剣が折れてしまった。

《あーあ》

「うわあ、俺の命を救ってくれた名剣が……」

「乱暴に使うからですよ」

　クレイは折れた剣先を拾うと、葉っぱに包んで渡してくれた。鍛冶屋に持っていけば打ち直してもらえるらしい。

「まあ、買ったほうが安いですけどね」

「硬いものばっかり斬らして悪かったな」

　せめて戦いで折ってやりたかったと、神かみ代しろは折れた剣を大切にザックにしまう。

「……ん？」

　あれだけあった杭くいがほとんどなくなっている。

「あとこれだけだ」

　ザックを調べてみると、残りの杭くいは五本しかなかった。

「五本か。……せっかくだからまっすぐ進んでいいかな」

　マッピングなので、できるだけ広範囲にまんべんなく打ってきた。だけど最後ぐらいは自由に杭くいを打ちたいと思った。

「いいですよ」

　クレイがうなずく。こうなったら杭くい五本分の距離をまっすぐに突き進んでやる。

「ベスの言うようにユニークポイントを作りたいけど、そう簡単にはいかないか」

　樹海の枝や蔓つるを鉈なたで切りながら突き進む。

「距離的にここですかね」

　クレイに言われた場所に、壊れたハンマーで強引に杭くいを打つ。

　終わりまでのカウントダウンだ。

　さらに進んで二本目、三本目……。

　四本目を打ったときには手がまめだらけだ。

「これで終わりだ」

　神かみ代しろは最後の杭くいを握りしめながら進む。茂みをかき分け斜面を上って突き進む。

　突然視界が開けた。

「わあ……」

　クレイが声を漏らす。目の前に見えたのはカラフルな花だった。

　ピンクや赤が乱れるローズガーデンだ……。

　神かみ代しろたちはしばらく呆ぼう然ぜんとその光景を見つめた。

　こんな迷宮の深部に、なんでこのような場所があるのだろうか。

　神かみ代しろは花の中を進んであるものを見つけた。

「これは……」

　バラのような花に覆われる白骨化した死体があった。錆さびた鉈なたなども落ちている。

「カーレだ」

　この迷宮を発見し、名前をつけた冒険者はここで死んだ。

　そして花を求め続けた彼の心は、魔力としてこの場所に残った。そしてその魔力がこの場所に花を咲かせたのだ。

　この花畑が広がれば、この迷宮にも冒険者が来るかもしれない。

　花を求める冒険者たちが集まり、その情報が魔力となりさらに花が咲く……。

「杭くいを打とう」

　神かみ代しろは最後の一本を手に取る。

　地図に最後に記されたのは『カーレ』というユニークポイントだった。
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「久しぶりに水道橋を見た気がする」

「そうですね」

　カーゴを走らせるとレンガ造りの水道橋が見えた。たった三日ぶりだがとても懐なつかしい。

　水道橋の下を潜くぐり抜ぬけたとき、カチッと音が聞こえた。

　見るとリズラザが数取器を動かしたところだった。

「まだやってたのか！」

　疲れていたが、さすがに神かみ代しろは大声で突っ込んだ。

「うわ、ボロボロ」

　リズラザが神かみ代しろたちの惨状を見て顔をしかめる。

「いやいや、俺たちのほうが驚いたよ」

　神かみ代しろがカーゴを止めると、ベスがパタパタと飛んでいく。

《交通量なんて適当でよかったのに》

「意外にやりがいを感じた」

《リザはスロースターターだからね》

　スロースタートという言葉で甘やかしていいのかと思ったが、とりあえずこれで二つの仕事を終えたことになる。

「報告はあとでいいか。とりあえずアパートで休みたいよ」

　神かみ代しろはカーゴから降りてため息をつく。

「おかえり」

「うん、ただいま」

　神かみ代しろはリズラザに近寄り、迷宮で採ってきた花を見せた。

「綺き麗れいだろ。ちょっとしおれかけだけど」

「うん」

「リザに似合うと思ってさ」

「…………」

「それでリザの頭で育てようって持って帰ってきたんだ」

「やめて。本当に繁殖するから」

　リズラザが首を振る。髪を縛るために植物の蔓つるを利用してたのだが、魔力によっていつの間にか花が咲いたらしい。素晴らしい土壌ではないか。

　だが本当に嫌がるので、あきらめてみんなでアパートに戻る。

「剣、折れちゃったの？」

　リズラザが腰に差した剣に目をやる。

「うん、歴戦の名剣もついに力尽きてしまった」

《ハンマー代わりにしてたからだけどね》

「なんかさ、ずっと硬いものばかり斬ってたから、最後に柔らかいものを斬らせてあげたいんだよなあ」

「ふーん」

　リズラザの頭の花が開いている。表情のないエルフだが、頭の花とリズラザの感情が比例している気がする。ベスと再会して気分がいいのだろうか。

「ああ、安心するなあ」

　水道橋沿いに歩くとボロボロのアパートが見えた。もう神かみ代しろはあのアパートを自分の帰る場所として認識している。だからこんなにも心と体が落ち着くのだ。

　アパートに戻るとクレイは厩きゆう舎しやでカーゴの世話を始める。

　神かみ代しろはとりあえず荷物を整理しようと自分の部屋に向かった。ぎしぎしと音を立てる階段も懐なつかしい。鍵などかけていない五号室の扉を開いて中に入る。

「おかえり」

　挨拶してくれたのは下半身だった。

　相変わらず、風通しのいいこの部屋に下半身を放り出してだらけている。

「怠け者のエルフも働いているというのに」

　神かみ代しろは道具を整理してから、最後に折れた銅の剣を手に取る。

「俺の友人であり守護者であった剣。最後に柔らかいものを……」

　神かみ代しろは下着丸出しのニートのお尻を、折れた剣でペンペン叩たたいた。

「やめて」

「これは剣のためだ。剣の魂よ安らかであれ」

　剣がすぽっとニートのお尻の割れ目にはまった。
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「やめなさい、不敬だよ！」

「動くと本当にお尻が割れちゃうぞ」

　そう言うと、抵抗する動きがぴたりと止まる。

「仕事をしなかったんだから、これくらいしてやってくれ」

　魔物や杭くいにぶつけた剣もこれで満足だろう。何回か枕にしたことがあったが、この六号室のニートのお尻は異様に柔らかいのだ。たとえるなら、優しい森に包まれているような……。

「私を凌りよう辱じよくした剣は呪われるから」

「働けとは言わないから、悔しかったら出てこいよ。もうすぐ箱も完成するし」

「私が外に出ることはない」

「どうしたら出るんだ？」

「世界が逆転するぐらいじゃないと外に出ない。天と地がひっくり返るか、あなたが女になったりって」

　ニートがわけのわからないことを言って抵抗していると、扉がバンと開いた。

「もう、何をやっているのですか」

　顔を出したライアは、呆あきれつつも神かみ代しろを見てうれしそうに微笑ほほえんだ。

「無事に帰ってきました。……これ、おみやげです」

　神かみ代しろは迷宮で採取してきた花を渡した。

「花ではごまかされません。……といいつつも綺き麗れいですね」

　ライアは花を受け取ってうれしそうだ。

「管理人さんに似合う花を探して迷宮をさまよってました」

《偶然見つけた花だけどね》

「空き瓶に入れて飾りましょうか」

「じゃあ、瓶を空ける必要があるのう！」

　ドタドタと入って来たのはヴェルグだ。花を飾るのに適さない武骨な瓶を何本も抱えている。

《ＳＡで買ってきた干物を焼こうよ》

　ベスとリズラザはすでに自分の部屋のようにくつろいでいる。カーゴの世話を終えたクレイも来て、いつものように飲み会が始まった。

「ほら、ありがとうな。これで剣も成じよう仏ぶつしたから」

　剣をお尻から抜いてやり、エールの入ったカップを渡してやった。

「私を斬った剣は呪われるんだから」

　ニートはふてくされながら、みんなと乾杯する。

「ああ、なんかいいなあ」

　神かみ代しろはエールを吞のみながら窓からの景色を見る。迷宮開拓は視界に莫ばく大だいな情報が飛び込んできた。だが、この窓の景色は優しい。いつもと同じ情報はとても落ち着く。

「カーレ迷宮は大きくなりますかねえ」

　クレイは迷宮に思いをはせている。

「花じゃ難しいかもな。隣にでかいのがあるし。……あ、そうだ。捜索願の出ている冒険者を見つけたから、記念品をもらったんだよな」

　あのエンタメ的迷宮でカーレ捜索の依頼があったのだ。カーレ迷宮と隣接しているため、どちらの迷宮で死んだのかわかっていなかったらしい。

「ほら、この記念ワイン」

　陶器でなくガラス瓶の高価なワインを袋から取り出す。

《お金がよかったよね》

「おお、でかしたぞ！」

　記念品といっているのに、当然のようにヴェルグに奪い取られてしまう。

《あの迷宮はいい感じだったねえ》

「でも、入場料が高すぎだろ。結局さあ、先に見つけたやつが有利なんだよ」

「そんなものじゃぞ。金鉱も見つけたドワーフのものじゃ」

　ヴェルグが記念ワインを吞のんでいる。

「迷宮は簡単には見つからないですけど」

　確かに迷宮がごろごろ見つかるわけがない。

「地道にやるしかないよ」

　しっかりと交通量調査の仕事をやり終えたリズラザは得意げだ。

「ただ、ギルドのほうも変な感じになっているようですよ。冒険者とギルドの溝ができたままといいますか」

　ライアが言う。やはり仕事の供給が少なく、冒険者たちはギルドに対してフラストレーションを溜ためている状況が続いている。

《誰かさんがかき回すから。……この記念ワインおいしいね》

　ベスが花びらの上に垂らしたワインを舐なめている。

「おう、うまいのお」

　のんきな住人たちをよそに、神かみ代しろは真面目に考える。

　どうにかしてこの街の冒険者たちの問題を解決してやれないか。たとえ迷宮探索の仕事があったとしても、遠ければ利益は少ない。

　このままでは冒険者たちは仕事がなく、ギルドの受付嬢も恨まれるだけだ。

「昔もこんなうまい酒を吞のんだのお。ゴールドラッシュで景気のいい時代のことじゃ」

　ドワーフは酔うと昔話をする傾向がある。

「穴を掘りまくって、この街でも遺跡を見つけたことがあるんじゃ。だが金を掘ることで手いっぱいで塞いでそのままじゃったなあ……」

「……ん？」

　神かみ代しろはヴェルグに向き直った。

「遺跡があったのか？」

「掘り当てたような気がするんじゃが、どこだったかのお」

「ほら、これ吞のんでいいから思いだせ」

　神かみ代しろは記念ワインを注いで問いつめる。もしもこの街に未発掘の迷宮があれば問題は解決する。ギルドが遺跡の管理をすれば、冒険者たちの仕事も潤うのではないか。

　近くにあれば満員馬車で通勤する必要もない。仕事の奪い合いも起こらず、雑用をする必要もない。他の街から冒険者も来て活気がでるはずだ。

　そうだ、迷宮さえあれば……。
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　神かみ代しろたちは次の日から動き始めた。

「ここかな？」

「大きな石を置いたって言ってましたけど、これかもしれませんね」

　目の前には軽自動車ぐらいの大きさの石がある。

　神かみ代しろたちはヴェルグが言っていた遺跡迷宮を探しに来たのだ。あれからヴェルグにさらに酒を吞のませて聞きだした。

　周辺を歩き回って調査したところ、ここが一番証言にぴたりとくる。この辺りは、もともと水道橋を通す候補地になっていたらしく、空き地のような場所が広がっている。

「とりあえず掘ってみるか」

　ヴェルグの部屋にあったスコップを使い、クレイと一緒に掘っていく。

　未発見の遺跡が出れば、国からも補助金が出る。遺跡探索自体が金になり、冒険者たちの仕事も増えるはず。この穴掘りはその第一歩だ。

　神かみ代しろとクレイは気合を入れてザクザクと穴を掘る。

「意外に柔らかいな。もしかしたらここかも」

「はい、埋めた感じがありますよね」

　汗をかきながら穴を掘っていると、男たちが寄ってきた。

「お前ら何やってるんだよ」

　暇を持て余した冒険者たちだった。いまだにストを続けているのだ。

「今度の仕事は穴掘りか？」

「ギルドの犬野郎が」

　とげのある言葉が遠慮なく投げつけられる。冒険者を裏切り自分だけ仕事を手に入れたことに怒っている。しばらく無視していたが、さらに罵声を投げつけられたので言い返した。

「お前たちのために穴を掘ってるんだぞ」

　その言葉に冒険者たちは顔を見合わせる。

「穴掘りが俺たちのためだって？」

「お前がこのまま埋まるってんなら役に立つがな」

　……この暇人め、誰のためにやっていると思ってる。

「俺たちは遺跡迷宮を探してる。この街のギルドと冒険者のためにだ」

　この汗は他人のためにかいている。だが、冒険者たちは呆あきれたように大笑いするだけだ。

「こいつ、ついに頭がおかしくなりやがった」

「さすが異世界人の考えることは違うな」

　神かみ代しろを馬鹿にして気が済んだのか、しばらくすると彼らはいなくなった。

「くそっ、俺とクレイを馬鹿にしやがって」

《いや、原因は君だと思うけどねえ》

　いつの間にかベスとリズラザの姿があった。様子を見に来ただけらしく、リズラザは近くに座ったまま手伝おうとはしない。

「でも、俺は思う。勇者のような英雄はさ、最初は認められないんだ」

「僕はいいことだと思います」クレイの視線は穏やかだ。「神かみ代しろさんは見返りを求めず冒険者のために頑張ってます。きっと、そんな優しい人が勇者になるのだと思うんです」

「うん、そうだ。そして遺跡を見つけてあの冒険者たちを見返してやろう。あいつらを土下座させて、ギルドのお姉さんに褒められ、迷宮の入場料で暮らしてやる」

《こいつ、欲望まみれじゃん》

　神かみ代しろはベスを無視して穴を掘り進める。

　ときおり人工的に切りだされた石や、陶器の欠片かけらなどが出てくる。

「なんだかありそうだな」

「そうですね」

　神かみ代しろたちは広大な樹海迷宮で花畑を見つけたのだ。穴を掘って遺跡を見つけるぐらいたやすい。異世界に来た神かみ代しろには女神の祝福がある。

　穴掘りは長期戦の様相を呈してきた。

　冒険者の罵声を受け、石やカーゴの糞ふんを投げつけられても神かみ代しろたちは掘り進める。

　穴掘りは二日目に突入し、さらに三日目……。

　穴を掘り続け、冒険者たちも変化してきた。

「こいつら本気なのか」

「確かに地下に何があるかわからないからな」

「異世界人が俺たちのためにやっているのは確かだからな」

　罵声を浴びせる人間はいなくなっていた。手伝いはしなかったが、ほんの少しずつ理解されてきた。遺跡があるかは疑わしいが、神かみ代しろが本気であることは伝わった。

「水、飲む？」

　リズラザは手伝わないものの、水筒を差しだしたりとフォローしてくれる。

　穴掘りは五日目に突入し、いつの間にか穴は神かみ代しろの身長よりも深くなった。

《それでさ、そろそろ危ないよ》

　ベスの警告は冒険者とギルドの関係だった。

《ストが続いてるけど、ギルドも大きな仕事を持ってこれない》

　冒険者のフラストレーションが溜まり一触即発状態だ。

　せめて怒りがこちらに向かえばよかったのだが……。

「時間がないな」

　解決するには遺跡しかない。この街に迷宮を出現させるのだ。

「俺のためじゃない、みんなのために頑張ろう」

　神かみ代しろは穴を掘り続ける。

「そしてカミシロ遺跡と名前をつけてやる」

《こいつ、絶対に自分のためだ》

　せっかく異世界に来たのだから名前を残してやる。これからこの穴を神かみ代しろとみんなに呼ばせてやる……。と考えていたそのとき、ガキンとスコップに衝撃があった。石に当たったのか？

「なんだか人工物っぽいです」

　クレイが土を払って確認している。

「ついにきたか……」

　神かみ代しろたちは慎重にその周辺を掘り進める。切りだした石を並べたような何かがある。

「大きいぞ。明らかに遺跡だ」

「入り口はどこでしょうか」

　神かみ代しろとクレイは汗だくのまま興奮していた。五日間の穴掘りが報われた瞬間だ。

「石畳の道みたいだな」

　それもＵ字じ型がたのハーフパイプのような形状だ。なんだこれは……。

《それ、水道じゃない？》

　ベスの声に顔をしかめる。

「水道って、水道橋ならあっちだろ」

　この街には大きな水道橋があるじゃないか。

《あの水道橋ができたのは何十年か前で、私の記憶によるとその前はこの辺りに水道があったんだよねえ》

「モンスターとかで地上げをしたとかの話のやつか」

　なんということだ、これは昔の水道跡だったというのか……。

「おう、よくここまで掘ったのお」

　声がしたほうを向くとヴェルグが酒を吞のみながら座っていた。

「掘ったのおじゃないよ。遺跡があったはずだろ」

「記憶はあるんだがのお。金の鉱山開発で穴を掘りまくってたからのお」

《この辺りって鉱山あったっけ？》

「ドワーフが掘った鉱山は、隣町まで」

　ベスとリズラザも昔を思い出している。

「そうじゃ。この辺に来る頃には金も出なくなったんじゃった。それでこの街で組合を作って暮らした感じだったかのお」

「じゃあ遺跡は……」

「別の街だったかのお」

　神かみ代しろは啞あ然ぜんとした。この酔っ払いのたわごとを信じるんじゃなかった。五日間のこの苦労はなんだったのか……。

「おっさん、もっと早く思いだしてよ」

「穴を掘ってる姿を見ると、なんだか懐なつかしくなってなあ」

　酒を吞のみながら穴掘りを優しげに見つめていたのは、感傷に浸っていたからか。

　穴を掘って見つかったのが昔の水道だとわかれば、冒険者たちの批判を受けるだろう。そしてギルドと冒険者の関係も改善しない。

　方法はないものか……。何よりこの穴をどうすればいい？
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「お姉さん」

　ギルドに入った神かみ代しろは受付嬢に呼びかけた。

「なあに？」

　受付嬢の表情は硬い。ストライキ続行中のギルドの中は彼女一人しかいなかった。冒険者との関係は険悪だが、雑用などの依頼をこなしていた神かみ代しろには心を許してくれているはずだ。

「ギルドと冒険者の間に俺が入ることになりました」

「ストライキは？」

「終わらせようと思います」

「でも……」

「それで和解の場所を用意してますので、ギルド代表として参加してください」

　神かみ代しろは受付嬢を誘いだす。

　彼女の他には誰もいない。ギルドは開店休業状態だ。

　冒険者とギルドのためにもストライキを終わらせる必要がある。だが、それにはけじめが必要だ。冒険者たちが納得する何かが。

「こっちです」

　神かみ代しろは受付嬢と道を歩く。

「冒険者への説得は俺に任せてください。俺は召喚者だけど、だからこそ客観的な感じで説得できると思うんです」

　少し警戒している受付嬢に語りかける。

　しばらく歩くと彼女がポツリと口を開いた。

「私、あまり召喚者のことが好きじゃなかったの」

　受付嬢がグリーンの瞳を向けた。

「百年以上も前からこっちの世界に来て、同時に文化や技術まで持ち込まれた。私たちはその恩恵を受けたけど、それでいいのかって思っていた。他の世界の上澄みだけもらうようなことが許されるのか……」

　この世界の多くの文化や技術は、召喚者がねじ込んだものだ。この会話の共通語もそうだ。この世界の人々にとっては侵略とも受け止められるかもしれない。

「俺は思います。それらと一緒に、優しさとかプラスの情報を持ち込めたらなって」

　向かった先は水道橋の近くの空き地だ。

　そこには冒険者たちが待っている。

「いつもギルドのお仕事お疲れ様です」

　管理人さんが『ギルドのお姉さんの苦労をいたわる会』と書かれた旗を振っている。

　少し緊張している様子のクレイとリズラザの姿もある。

《ギルドと冒険者の関係改善を祝って》

　ベスがパタパタ飛びながら花びらを散らしている。

「これって……」

　受付嬢が困惑している。

「これでストライキを終えようと思います」

「でも、彼らが納得するかな？」

　冒険者たちの姿もあるが、彼らの表情は一様に硬い。というか困惑している。

「俺は納得させる方法を考えました。だから何があってもあいつらに手を出させません。そして俺が説得しますから、勇気を出して前に進んでください。俺を信じて……」

　神かみ代しろがはっきり言うと、受付嬢は微笑ほほえんだ。

「神かみ代しろ君」

　それはこの世界に来て初めて彼女に名前を呼ばれた瞬間だった。ランク最底辺の冒険者の名前を覚えてくれたのだ。

「君が頑張ってるのは知ってる。樹海迷宮開拓だってしっかりやってくれたし、雑用のような依頼もこなしてくれた。あなたは困っている人を助けてくれる冒険者よ」

「受付のお姉さん……」

「召喚者は嫌いだけど、あなたは違う」

　そして受付嬢は冒険者たちに語りかける。

「職員が頑張って仕事を見つけてきたの。上に掛け合って素材も正規の値段で買い取ってくれるって。だからもう一度力を貸してください」

　その言葉に、冒険者たちが顔を見合わせ驚いている。

「あ、ちょっと、待って……」

　仕事を取ってきたなら、けじめをつける必要はないじゃないか。と、神かみ代しろは慌てて受付嬢を止めようとする。……だが遅かった。受付嬢は冒険者たちに駆け寄っていった。

　彼女が冒険者たちの輪の中に入ろうとした瞬間。

　──落ちた。

　神かみ代しろとクレイが掘った穴にどすっと落ちて消えた。

　木の枝と葉っぱで穴を隠し、落とし穴にしていたのだ。

「え、え？　消えた！」

　落とし穴を知らされていなかったライアだけが驚いている。

《あーあ》

　ベスがパタパタと飛んで穴の中を覗のぞき込んでいる。

「……こ、これ、なに？」

　穴の中で泥だらけの受付嬢が呆ぼう然ぜんとしている。

　こうなったら最初の計画どおりにやるしかなかった。落ちた以上はもう引き返せない。

「これが俺たち冒険者の総意だ、バーカ」

　神かみ代しろは穴の中の受付嬢に叫んだ。

「生意気なギルドの受付をはめるために、俺たち冒険者で掘った穴なんだよ」

　神かみ代しろが言うと、周囲の冒険者が真っ青になる。

「いや、俺たちはここに呼ばれただけで……」

「異世界人って頭がおかしいのか？」

「こいつ、なんなんだよ」

　冒険者たちは目の前の光景にドン引きしていた。

「どうだみんな、気が晴れただろ！」

　神かみ代しろは周囲の冒険者に叫んだが返答はなかった。大男たちは小さくなって脅おびえている。

「これをけじめとして、ストライキを解消してやるからありがたく思えよな」

　穴の中の受付嬢は、神かみ代しろを呪い殺そうとするほどの視線を返した。

「あんたらも、これで許してやるってことで異存はないよな」

　神かみ代しろは冒険者たちに向き直る。

「異存はないっす」

「異世界人はすげえな」

　惨みじめな受付嬢を前に、冒険者たちはうなずくしかなかった。

　神かみ代しろはこの異世界に落とし穴サプライズを持ち込んだ最初のひとりとなった。

　空き地の穴はその後も残り『カミシロ』と名づけられた。
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　神かみ代しろは芝生の絨じゆう毯たんに寝転んでいた。

『水道橋ギルドのストライキが終わり、仕事が順調に再開されています』

『王室の三女、アイシス様の直属の近この衛え騎き士し団だんが結成されたもよう』

『カーレ迷宮で新種の花が発見されました』

　新聞オウムたちの声が聞こえる。

　カーレにも冒険者が入ったようだ。自分の杭くい打うちが役に立ったようでうれしい。

「カーレから持ってきた花、無事に育ってるな」

「そうですね」

　神かみ代しろとクレイはうつぶせになりながらターコイズブルーの花を見つめた。樹海の土壌から離して成長するか心配だったが、ここなら問題ないようだ。

「私の部屋に勝手に植えないで」

　ここは不満そうなリズラザの部屋だ。神かみ代しろの隣の四号室は植物で埋め尽くされている。

《エルフの魔力があるから成長しやすいんだね》

　ベスがせっせと受粉している。

「この部屋、ちょうどいい感じになってるんだよな。あそこの屋根に穴が開いてて、水が蔦つたを伝ってここに流れて、最後には一階の厩きゆう舎しやのカーゴの飲み水になる。なんかリザの部屋ってことを忘れるほどだな。……っていうか、俺、女の子の部屋に入ったのここが初めてだ」

　なんてことだ、特になんの感慨もなく初めてを経験してしまった。

「なんで残念そうなの」

　リズラザがむっとしている。

　神かみ代しろたちがこの部屋にいるのは仕事がないからだ。

　受付嬢を怒らせたため、神かみ代しろはギルドの仕事をもらえなくなった。仕事もせずふらふらしているとライアのお説教があるので、ここで時間をつぶしていた。

「やっぱりやりすぎだと思ったんですよ。穴をなんとかするまで仕事をくれないって言ってましたよ」

「埋めるにも理由がいるよなあ」

　カミシロと名づけられた穴は、今では待ち合わせスポットとなっていた。

《でもさあ、冒険者とギルドは仲直りしてたよね》

「なんだかんだで俺のおかげだよな」

　それなのに、なんで自分は隠れるように時間をつぶしているのか。

「でも、俺が犠牲になることでみんなが幸せになるんならいいんだ。ギルドのお姉さんや冒険者のためにあえて悪者になったんだ。みんなのために……」

　神かみ代しろは窓枠にいるオウムを見た。

「……覚えたか？　パンをやるから今の俺の言葉を流してくれ」

「ずるいことしちゃ駄目です」

　クレイがオウムにパンくずをやって追い払い、ため息をつく。

「このままだと、家賃どころかローンも払えません」

「誰かこのおんぼろアパートを買い取ってくれないかな」

「そんな白馬の騎士様はいませんよ」

「ごめんな。クレイには穴掘りまで手伝わせちゃって」

　神かみ代しろが謝ると、クレイは首を振る。

「本当は神かみ代しろさんがみんなのためにやったのわかってます」

「この絶望の中、クレイがいてくれてよかった」

「僕は勇者の従者として、ずっと神かみ代しろさんのそばにいます」

　神かみ代しろが芝生に寝転がりながら抱きしめると、クレイは足をバタバタさせて抵抗する。このちょろくて騙だまされやすいミゼットだけが神かみ代しろの味方だ。

「もう、苦しい！」

「私の部屋でいちゃつかないで」

　そんなやり取りをしていると、外からカーゴのいななきが聞こえた。

《白馬の騎士が来てるよ》

「白馬の騎士だと？」

　首を傾かしげながら窓から見ると、そこには白いカーゴにまたがった勇者がいた。
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「このアパートを、あなたごと買い取らせてください」

　鷹たかの軍団の勇者のミサキが、ライアの手を握っている。

　この水道橋周辺は鷹たかの軍団のエリアじゃないくせに、なんでここにいるのか。

「ふざけんなよ、ここは俺たちの大切なアパートなんだよ」

　玄関から走りでた神かみ代しろは、ライアとミサキの間に割り込んだ。

「そもそも、管理人さんはアパート管理をしているだけだぞ」

　そう言いつつ、神かみ代しろはこのアパートの大家に会ったことがなかった。

「仕事を変える気はありませんか？　アパートの代わりに私の管理を」

　ミサキはキラキラとした目をライアに向けている。

「あの、私はこのお仕事が好きなので」

　困惑するライアはきっぱりと断った。

「そうだってよ。俺たちの絆きずなは金じゃ壊せないんだ」

　振り向くと、クレイはミサキのカーゴのケアをしていた。リズラザはベスと一緒に「勇者様に幸あれ」などと祈っている。そして当然のようにミサキから銀貨を受け取っていた。

「何しに来たんだよ」

　神かみ代しろはミサキに吐き捨てる。こいつはまた嫌がらせに来たのか。

「ねえ、仕事がないんだってね」

「ないわけないだろ。今日はたまたま休養日ってだけだ」

「冒険者たちを煽あおってストライキして、そのうえ自分だけ裏切って、さらにギルドの職員に落とし穴ドッキリを仕掛けて干されてるんでしょ」

　それを聞いたライアが、神かみ代しろに冷たい視線を向けている。

　こいつ、なんでこんなに詳しいのだ……。

「だから仕事を紹介してあげようと思って」

「親戚のおじさんみたいなこと言うんじゃねえよ」

　神かみ代しろはきっぱりと断った。この女に借りを作ってはいけない。

「そっかあ、それは残念だなあ」

　ミサキはわざとらしくため息をつく。

「君以外は女の子っていう職場だったのに」

「……待て、待て。一応話だけ聞くからさ」

　神かみ代しろはカーゴに乗ろうとしたミサキを呼び止める。せっかくなので話だけは聞いてやろう。

「ほら、ここに座れって。暇すぎて俺たちが作ったベンチに」

　ミサキを強引にベンチに座らせる。

「このベンチいい感じだね。水道橋も見えるし、その向こうに世せ界かい樹じゆも」

「そうだな。で、仕事の話は？」

　なんでもいいから仕事が欲しい。ギルドと冒険者たちから敬遠されているこの状態では、身動きが取れなかった。

「カリオペの戦いを覚えてる？」

　カリオペ。それは神木のあるあの街だ。あの街での出来事はとても思い出深い。

「管理人さんがすごい怪け我がしたんですよね」

「本当に死ぬかと思いましたけど、もう傷も残ってません」

　瀕ひん死しになったライアだが、今では笑い話になっている。

「サイクロプスが大きかったですよね」

「犬みたいな魔物がいっぱいいた」

　クレイとリズラザも語っている。

「リザがさあ、魔法を使えると思わなかったよ」

「この街に戻ったら、また忘れちゃった」

《フルーツ類がおいしかったよね》

「そうそう、糖度が高い果物が多かった」

「ちょっと待って。思い出話に花が咲きすぎでしょ」ミサキが口をはさんだ。「ていうかさあ、その話をもう少し詳しく聞いていい？」

「武勇伝を聞きたいのか？　……金のなかった俺たちは、アパートのメンバーで歌劇団を組んでおひねりで旅費を捻出したんだ」

「そこから聞かなきゃいけない？」

「そして、みんなで力を合わせてサイクロプスを倒した」

「話が飛びすぎじゃない？　ていうか、本当に戦ったの？」

「まあ、俺たちの中ではそうなってるな」

　誰も信じてくれないのでアパートの住人の胸の中にしまっていることだ。ただ、時間が経たつと自分でも疑問に思う。あまりに必死すぎて記憶があやふやなのだ。冷静に考えてみればあんな巨人を倒せるわけがないような気もする。

「サイクロプスはよくわからないまま、タイタンの軍団の勇者が倒したことになっているのよね。サイクロプスを斬った剣を持っていたからね」

「俺が斬ったんじゃなかったのか……」

《きっと夢だったんじゃない？　よく考えたら君が倒せるわけないじゃん》

　ベスが神かみ代しろの肩に座る。その場にいたくせに憶おぼえてないのか。

「お前さあ、いけーみたいに叫んでなかったか？」

《うーん、そうだったかな？》

「でも、証拠がある。サイクロプスを斬った聖なる剣を持ってる」

　レプリカだが、このアパートに持ち帰ってきたのだ。

《あれ、ヴェルグが売って酒に換えてたよ》

「あの野郎……」

　レプリカとはいえ聖剣を売るとは罰当たりなドワーフめ。おそらくその剣が回りまわってタイタンの勇者のもとへ行ったのだろう。

「私は信じてもいい」

　意外な言葉はミサキだった。

「サイクロプスを倒したのは、どう考えても能力のギフトをもらった存在だからね。そのうえで仕事の紹介をしたいの。……それで、アイシス様って知ってる？」

　ミサキが口にしたその名前は知っていた。

「王室の三女だろ。婚約が破談したとかの」

　このアパートにはゴシップ専門のオウムも来るのだ。

「話を聞くと相当なおてんばらしいですよね」

「婚約が破談するとか、見た目があれなのかな？」

　クレイと神かみ代しろが会話する横で、ミサキはとても複雑な表情をしていた。

「この前の大規模交戦では、アイシス様が騎士を引き連れカリオペに突入して街を守ったの。それで騎士や市民から人気が出てる」

　……だから助かったのだ。オークやゴブリンたちがせん滅されたおかげで、神かみ代しろたちは怪け我がしたライアを連れて逃げることができた。

「やっぱり異世界だな。位が高いほど強いんだな」

「いやいや、そんなわけないでしょ。アイシス様はただの女の子で、他種族との融和派なの。人間だけでなくエルフやミゼット、ドワーフやノームなどと手を取り合っていこうと」

「へえ、いいお姫様だな」

　せっかく異世界に来たのだから、お姫様を守るような仕事をしたいと思った。

「それで今は融和派のシンボルみたいになってる」

　話を聞くと、アイシスは今後は他種族との外交の仕事が増えるとのことだ。

　ただし、それをよく思っていない保守派の人間が帝国に多い。

「戦争が一段落したら、内部抗争か」

「そんなものでしょ。どっちの世界も同じってことよ」

　神かみ代しろとミサキはため息をつく。

「それで今後は遠征外交もあるし、何よりも敵が増えた。そこでアイシス様を守る騎士団が結成されることになったの」

　姫を守る騎士団。つまり姫騎士団。

「ミサキさんが入るんですね」

　ライアが言ったが、ミサキは首を振った。

「私は鷹たかの勇者なので入れません。でも、その代わりに推薦ができるんです」

　ミサキの視線は神かみ代しろに向けられていた。

「私は、あなたを推薦したい」
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「すごいじゃないですか。お姫様の護衛ですよ」

《お姫様のために死んで来い》

　ライアとベスがはしゃいでいる。

「この格好でお姫様を守れというのか」

　部屋で着替えてきた神かみ代しろは憤慨していた。コロッセオでエールを売ったこの格好で姫を守れというのか。

「お前さあ、馬鹿にしてるだろ」

　神かみ代しろはベンチに座るミサキを睨にらむ。

「しょうがないじゃない。騎士団は女性しか入れないんだから」

「絶対にバレるって」

「いや、意外にいけると思うよ。だからこの話を持ってきたんだし」

　確かにミサキはコロッセオで騙だまされていたが、コロッセオの酔っ払い相手にエールを売るのとは違うだろ……。と、そんなことを思っていると、ミサキが真面目な顔をした。

「悔しいけど君の力が必要なの。どうしてもアイシス様を守りたいから」

「そ、そっか、そこまで俺の力を……」

　やはり神かみ代しろの能力は世界に必要とされている。わかる人間にはわかるのだろう。それならば騎士団に入ってお姫様を守ってやるのもやぶさかではない。

「……ということで、二人きりになれますね」

　振り向くと、ベンチでミサキがライアとお茶を飲んでいた。

「おい、やっぱり俺はアパートに残る」

「冗談だって」

　ライアを口説く顔は本気だった気がする。そもそも本当にこの女を信用できるのか？　別の目的があったら神かみ代しろは危険だ。

「なあ、本音で語れよ。どの程度俺の力が必要なんだ？」

「うーん、正直に言うと、いないよりはマシ、みたいな感じなのだけど」

「はい、今俺はやる気を失った」

「本音で語るなら、私は魔法使いになりたかったの。誰にも言ったことがないけどね」

　立ち上がったミサキはくすっと笑う。

「そしてテレビの魔法少女よりも年上になってあきらめた。でも、今になって魔法のある世界に来られたのは、神様が子供のころの願いをかなえてくれたのかなあって思う。だから、あこがれた魔法少女のように正しい人々を助けたい。それは心から思う」

　そんな彼女の言葉にどきりとした。

　神かみ代しろはその純真な表情を、少しは信じてもいい気がした。

「俺はさ、誰にも言ったことがないけど、宇宙飛行士になりたかった」

「いや、そういった会話がしたかったんじゃないの」

「まあ、でもわかったよ。ただなあ……」

　現実的に男が入ってバレないかが問題だ。女性の騎士団に入るというシチュエーションは素晴らしい。だが、バレたときのことが恐ろしい。

「アイシス様と騎士団の隊長には理由を話しておくから安心して。あと、フォローしてくれる仲間が必要だけど……」

　ミサキはクレイとリズラザに向きなおる。

「二人も手伝ってもらえないかな。融和派のアイシス様の近この衛え騎き士し団だんだから、ミゼットやエルフが入るべきだと思うの」

　二人が騎士団に入るというのか。味方が増えるというか、心配事が増えるというか……。

「僕は男の子ですけどね」

「クレイは男の子だけどかわいいから大丈夫だろ」

　神かみ代しろはクレイの頭をなでてやる。問題はエルフのほうだ。

「まず団体行動が苦手だよな」

「頑張ってみる」

　何な故ぜだか意外にリズラザがやる気を見せている。

「お母さんの遺言だから」

　……世界のために働けというお言葉か。

「『コネは大切にしろ』って」

「現実的で適切だな」

　ということで、神かみ代しろとクレイとリズラザの入団が決まった。

「生活用品とかは支給されるから」

　とのミサキの言葉を信用して、そのまま騎士団に行くことになった。

「行ってらっしゃい」

　いつものようにライアが手を振って見送ってくれる。

《お国のために働いてこいよ》

　しれっとベスが見送ろうとしたので捕まえる。

「行ってきます」

　神かみ代しろたちはライアに手を振ってアパートをあとにする。

「そうなんだよな。王室って意外に近いんだよな」

　ここから歩いて行ける場所に聖域は存在する。

「そういや、剣を持ってきたけど、折れたままだった」

「打ちなおして、あとで届けてあげるから」

　折れた銅の剣を渡すと、ミサキがそれをじっと見つめている。

「なんか魔力を感じる剣ね」

「魔物を斬ったのと関係あるのかな」

「それはあるかも。強いものを斬ると魔力を帯びてくるみたい。それは物理的なものじゃなくって、倒したという情報が魔力になる」

「魔王を斬った剣みたいなやつか」

「うん。それは剣じゃなくても技とかにも魔力は付与される」

「たとえばバックドロップで魔王にダメージ与えたら、その技が強くなるとか」

「あり得るね。魔力は情報だから」

　ミサキは折れた銅の剣をしまっている。思い入れのある剣なので、できれば直して使いたいところだった。

「なんかいいよなあ、女性だけの騎士団って。花園って感じだ」

　歩きながらもにやにやとしてしまう。

《君ってさあ、女子の集団の実態とか知らないでしょ》

「人間の女の子の中に入るなんて、僕はなんか心配です」

　クレイはミサキのカーゴを引きながら心配そうだ。

「なんとかなるよ」

　無駄に自信だけはあるリズラザが一番心配だ。このエルフが集団生活をできるのか。

「会話とかはさ『かわいー』みたいに言ってれば大丈夫だよ。女の子が話すことなんて、恋愛と占いとファッションだけだから」

「かわいいってたとえばどんな感じですか？」

　クレイが興味を持っている。

「タピオカ。ナタデココ。ラタトゥイユ」

「かわいいかも」

　それが何であるか知らないリズラザにウケている。

「アヒージョ！　ショコラティエ！　グラノーラ！」

「なんですか、それ」

《あはは、馬鹿っぽい》

　みんなで笑い転げる横で、ミサキだけは冷たい表情をしていた。

「本当に大丈夫かな……」
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「私が近この衛え騎き士し団だんの隊長を任されたシェリーだ」

　創設されたばかりの近この衛え騎き士し団だんの隊長の部屋だった。

「はい」

　神かみ代しろたちは直立していた。

「鷹たかの勇者から話は聞いている」

　目の前にいる片手でリンゴを握りつぶしそうな女性が隊長なのだ。

　目つきも鋭く、隙を見せたら首を折られそうな殺気を飛ばしている。

「やっぱり、男は無理ですよねえ」

「こんな華きや奢しやだったら、まったく問題ないわよ」

　隊長に背中を叩たたかれ、神かみ代しろは意識を失いそうになった。かわいらしい声と筋肉のギャップがすごい。

「それに人材が足りてないからね」

「やっぱり、この世界も人手不足なんですねえ」

「信用できる人材がね」

　なんだか含みがある言葉だ。

「俺たちは信用できるんです？」

「鷹たかの勇者の推薦だし、何よりも評判がいいわ」

　神かみ代しろたちは顔を見合わせる。自分たちの仕事が評価されたのだと思った。カリオペを守り迷宮開拓をした成果だ。ギルドも自分たちを買ってくれていた。

「冒険者とギルドの評判は最低だったけど、街の住人の評判がよかったわよ」

「ああ、雑用のほうか」

　評価されたのは街の老人たちの雑用だった。

「私は瞬発力よりも持続力を評価するわ」

　彼女の目は優しかった。

「そして私の憂いは外部からの敵はもちろん、内部にもある」

「スパイってことでしょうか？」

「それなら話は簡単なのだけど。問題は女性だけの軍団であること」

　神かみ代しろたちは顔を見合わせる。言っている意味がよくわからなかった。

「それで今日のスケジュールだけど、さっそく実務に入ってもらいたいの」

　創設されたばかりで、日々騎士見習いが集まっているようだ。

　そして神かみ代しろの近この衛え騎き士しとしての生活が始まった。







　お姫様を守る盾となる近この衛え騎き士し団だん。

「でも、思ったのと違うな……」

　神かみ代しろたちは騎士団として働き始めていた。そしてその仕事は実戦ではなく事務ワークだ。

「遠征の費用の書類は？」

「武器の注文票を書いておいて！」

　バスケットコートほどの広さの室内で、近この衛え騎き士し団だんの女性騎士たちの声が響いている。

　働いている女性たちは五十人ほどだ。近この衛え騎き士し団だん全体の人数はもっと多いが、残りはアイシス姫の護衛についているのだろう。

　神かみ代しろもさっそく護衛かと思ったが、新人がそんな重要な役目を与えられるほど甘くはなかった。さらに神かみ代しろは派遣扱いで、事務ワークはおろか、ごみ捨てや掃除の雑用だった。

　基本的に新人は仕事がない。

「ちょっと、ぼさっとしてないで」

　突っ立っていた神かみ代しろは、先輩騎士に怒られる。

「あの、何か手伝いましょうか？」

「仕事は自分で探しなさい」

　このように体育会系な感じの仕事場だ。神かみ代しろとクレイは肩身の狭い思いをしながら突っ立つ。

　リズラザは、自分の部屋のように窓枠に腰を掛けて外を見ていた。仕事がないという苦しさなどまったく感じてないマイペースなエルフがうらやましい。

　さらに騎士たちの雰囲気はぎすぎすしている。

「誰よ、私のフルーツ食べたのは」

　部屋の端に備え付けてある保冷庫を開けた騎士が怒っている。

「食べられたくなかったら名前を書いておきなさいよ」

「ていうか、食べかけ入れないで」

　保冷庫の中には氷が入っており、共用の冷蔵庫になっているらしい。

「冷蔵庫、いいね」

　窓枠に座るリズラザがつぶやいた。

「あんなぎすぎすした感じになるならいらないだろ」

　神かみ代しろは突っ立ったまま返事する。神かみ代しろたちには席が与えられていなかった。

　騎士団に入って三日目となったが、すでに居場所がない……。

　騎士たちには席が与えられているが、お菓子をぼりぼり食べながら仕事をしている。鎧よろいは脱いでサンダルをはき、ひざ掛けを常用する近この衛え騎き士し団だんたち。机の横には革のブーツが脱ぎ捨てられている。鉄が貼られ頑丈さを優先するブーツは通気性が悪く、なんだか臭いそうだ……。

　神かみ代しろは花園などとはしゃいでいたことを後悔し始めていた。

「仕事ないのはつらいですね」

「視線がこんなにも痛いとは」

　先輩や同僚たちの視線がつらい。自分たちはこんなに忙しいのに、お前たちは何をさぼっているのだという無言の圧力。この自分の無能さを再確認する時間がとても苦しい。

　こんなことなら危険なモンスターと戦ったほうがましだ……。

　そんなことを考えていると、やっとお昼になった。

「時間が経たつのが遅かったな」

「昨日も長かったですよね」

　昼を知らせるインコの鳴き声を聞きながらクレイがうなずく。

《やっとご飯の時間？》

　窓からパタパタとベスが飛んでくる。

「お前、自由でずるいぞ」

《なんか社内ニートを見てる感じで、やるせなくなっちゃって》

「なんかあいつの気持ちがわかったな」

　アパートに戻ったら六号室のニートにも優しくしてやろう。誰よりもつらいのはきっとあいつ自身なのだから。……と、部屋の中を見回すと、すでに誰もいなかった。

《誰もお昼を誘ってくれないんだね》

　この妖精は容赦なく人の心を傷つける。

　見ると騎士たちはいくつかのグループになって飯を食べに行く。新人がどこでランチを食べていいか迷わないよう、先輩騎士たちが誘ってくれている。

　派遣の神かみ代しろたちは仲間に入れないが、基本的に優しい先輩が多いのだろう。

　そのとき、神かみ代しろはぞくりとしたものを感じた。

　見ると新人たちは三つのグループに分かれている。どこにお昼を食べに行くか。それだけのことだが、なんだかとても重大であることのような……。

　ふと思った。これはたんなる昼ご飯じゃないのでは？　近この衛え騎き士しには三人の部隊長がいて、その三人がそれぞれ別の場所に昼ご飯を誘い、三つのグループとなったのだ。

　……派閥だ。

　三人は自分の派閥に新人を取り込もうとしている。

　新設されたばかりのこの騎士団で、すでに派閥ができているのだ。

　当然だ。女性が三人集まれば派閥ができると言われるが、それはこの世界でも同じなのだ。そんな女性の人間関係は、そのままこの異世界に根付いている。

　神かみ代しろは思いだした。神かみ代しろの同期の騎士たちは、誰の庇ひ護ご下かに入るか決め、自分からグループに入っていった。

　しかし、今さら神かみ代しろたちはグループに入れるのか？

　入るとしたら誰を選ぶべきか……。

　そんなことを考えているうちに、皆はランチに行ってしまった。

《こういうのってさ、みんなにいい顔しようとせずに、きっぱり選ぶべきなんだよね。八方美人が一番嫌われるんだから》

「まっとうすぎる意見だ。だから俺たちって仕事がなかったんだな」

　そのグループに所属していないと仕事をもらえないのだ。他の新人たちがなんだかんだと仕事をしているのは、グループの先輩から回してもらっているからだ。

　女装して妖精に説教されるこの状況がとても悲しい。

「とにかく食べに行こう」

　孤立したことを気しないリズラザに促され三人は外に向かう。

《食堂があったよね》

　ベスが食堂のある建物を指さすが、神かみ代しろは首を振った。

「俺たち派遣は使っちゃ駄目なんだよ」

　昨日まで食堂を使っていたが、先輩騎士たちに注意されたのだ。

「働いてないのにお腹なかは減るのねって、言われましたよね」

　クレイがしょぼんとしている。働かなくたって腹が減るのは当然だ。派遣の下したっ端ぱで役立たずだろうが、生きているだけでカロリーは消費する。

「外で食べるしかないんだよな」

　少しばかり昼ご飯の補助が出ることがうれしかった。

　歩きながら思う。このままアパートに帰りたい。寄宿舎暮らしなのでライアの顔を見てない。

　泣き虫で小言が多い人だが、神かみ代しろたちをすべて受け止めてくれた優しい管理人。

「頑張りましょう」

　クレイも同じことを思っていたらしく寂しそうだ。

《都会だねえ》

　ベスはマイペースで飛んでいる。この周辺は城下エリアなので栄えている。経済的にも重要なエリアで、オフィスビルのような石造りの建物が並び、全体的におしゃれだ。

「並んでるね」

　リズラザが指さしたお店には行列ができている。

「ちょっと高そうだな。並ぶ時間もないし」

　このエリアで働いている人間は身なりがきちんとしている。鎧よろい姿すがたの冒険者などひとりもいない。

「女の子が入れそうな店がいいですね」

「肉系がいいな」

　クレイとリズラザが店を探すが、なかなか見つからない。

　基本的に値段が高く、おしゃれすぎる店はとても入りづらい。

「水道橋近くは店がごちゃごちゃしているのになあ」

「あそこはドワーフやミゼットも絡からんで、どこが誰の土地だかもわかってないですからねえ。こっちは城下なので整理されてますが」

　早く食べないと昼休みが終わってしまう。

《あの子たちについていったら？》

　ベスが石畳を歩く女性たちを指さした。藍染のワンピース姿の女の子たちだ。

《銀行の受付の女の子の制服だよ》

　ベスは周辺を探検していたようだ。

「そうだな、ここで働いてる女の子たちの真ま似ねをしよう」

　郷に入っては郷に従えだ。神かみ代しろたちも今や城下エリアで働く人間だ。

　銀行の女の子たちが向かったのは公園だった。公園横にはカーゴがたくさん停とまっている。

「キッチンカーか」

　カーゴに屋台のようなものが繫つながっている。

　簡単な料理を出し、この公園で食べていくようだ。いろいろな出店があり、どれもおしゃれで客のほとんどが女の子だ。

「なんか都心で働く女子って感じでいいなあ」

　公園のベンチで女の子たちがご飯を食べている。とても平和な光景だ。

　神かみ代しろたちは並ぶキッチンカーのメニューを確認する。

「なんか、どれもおしゃれですね」

　クレイの言うとおり、びっくりするほどおしゃれで量が少ない。

　彩いろどりもよくヘルシーだが、とてつもなくカロリーが低い。野菜中心のメニューだ。

《最近はヘルシーメニューが流行はやってるって言ってたなあ》

　週刊誌オウムとよく話しているベスが言う。召喚者の連中はなんてくだらない文化までこの世界に持ち込んだのだ。

「おしゃれも大変ですねえ」

　クレイがベンチでサラダを食べる女の子たちを見つめている。

「平和な光景なんかじゃなかったな」

　この公園にも女同士の戦いがあるのだ。おしゃれでヘルシーなご飯を食べている私をアピールするという静かな戦い。

「とにかく買お」

　リズラザに急せかされ、適当に並んだキッチンカーのご飯を買う。

　三人でベンチに座って膝の上でランチボックスを広げる。

　葉っぱのランチボックスの中はサラダだった。

「みんなこれで働けるんですかねえ」

「空腹よりもおしゃれなんだよ」

　神かみ代しろはぱりぱりとサラダランチを食べる。

「野菜か」

　エルフのくせにサラダに不満をもつリズラザだ。

　ベンチに座りながらついため息を漏らしてしまう。こんなことをしてお姫様を守れるのだろうか。突っ立っているだけしか仕事がないならアパートに戻ったほうがいいのではないか？

　あのアパートは何もしない自分を受け入れてくれる……。

　……駄目だ。

　神かみ代しろは首を振った。いつまでも管理人さんに甘えていてはいけない。

　勇者を目指すと決めたのならば、ここで逃げてはいけない。部屋でだらだらしているよりは勇者に近づけるはずだ。

「戻ろうか」

　神かみ代しろはデザートのリンゴを食べるとベンチから立ち上がった。

　勇者を目指す前に、まずは午後は頑張ってみようと決意した。







　だが昼ご飯から戻った神かみ代しろたちを迎えたのは、先輩騎士たちの叱しつ咤ただった。

「派遣は早めに戻ってきて当然でしょ」

　そんなことを言われてしまうが、午後も仕事がなかった。

　騎士たちは遠征のルートや経費の計算など忙しそうに仕事をしている。

「お茶淹いれて！」

　先輩騎士の声が聞こえた。

「はーい、わかりました」

　軽快に返答をしたのは、神かみ代しろと同期の新人たちだ。

　彼女たちは給湯室へと走っていく。元気で明るい彼女たちが救いだ。

　……いや、そんな彼女たちに癒いやされている場合ではない。

「俺たちも手伝おう」

　仕事がなければ自分で見つけるしかない。

　神かみ代しろたち三人は給湯室に向かった。もしかしたら新人同士で仲良くできるかもしれない。

「なんかごめんな、こんな感じになって」

「平気ですよ。こんな地味な仕事こそ重要なんです。雰囲気は悪いですが、それは騎士たちにやる気があるからでしょうね」

　クレイはあまりに前向きだ。

　給湯室の前に行くと、中から低い声が聞こえた。

「お茶淹いれるために騎士団入ったんじゃないっつーの」

「むかつくから雑巾のしぼり汁入れようか」

　中から騎士たちの声が聞こえた。

　三人は顔を見合わせる。先ほどかわいらしい返事をしていた彼女たちと同一人物なのか。

「戻ろう」

　リズラザは聞かなかったことにするつもりだ。

「いや、待て」

　自分たちはアイシス姫を守る近この衛え騎き士しだ。そのためには小さな憂慮も消さねばならない。騎士団内のぎすぎすした雰囲気は間違いなくマイナスだ。

「俺たちが潤滑油になる。集団で一番必要とされる油だ」

　それしかなかった。他人が嫌がる仕事をやるしかない。

「お茶なら、私たちがやるよ」

　神かみ代しろは大きな声を出して給湯室に入っていった。こういうときは笑顔が重要だ。

　一瞬はっとした表情になった新人騎士たちだったが、神かみ代しろたちに気づくと安あん堵どする。

「でも、私たちが頼まれたから……」

「いいから、いいから」

　神かみ代しろは給湯室から新人騎士たちを押し出した。こうなったら強引にでも仕事をやるしかない。

　給湯室には小さなかまどがある。当然のようにガスはない。

「でも、もうお湯は沸いてますね」

　新人騎士たちが火を熾おこしてくれていたようだ。

「これがお茶の葉っぱか」

　リズラザが木の箱を確認している。

「これが急須だな。これに入れてくれ」

　リズラザに急須を渡す。よく見るデザインなのは、やはり召喚者の影響だろう。お茶の葉の香りも日本茶のようでなじみがある。

「湯ゆ吞のみは……」

　湯ゆ吞のみが棚に置いてあるが、それぞれデザインが違うのが気になった。

「マイ湯ゆ吞のみか」

　神かみ代しろははっと気づいた。先輩騎士たちは自分の湯ゆ吞のみを持っているのだ。

　ということは、それぞれの先輩の湯ゆ吞のみにお茶を淹いれねばならないのか？　それよりも誰がどの湯ゆ吞のみなのかわからないのがまずい。

「大丈夫です。昨日で覚えましたから」

　救世主はクレイだった。昨日も神かみ代しろたちは仕事を与えられず突っ立っていたのだが、クレイはしっかりと観察していたのだ。

「さすがクレイだ。リザ、お茶は……わっ」

「すごいことになった」

　急須からお茶があふれている。

「お茶っぱを入れすぎたな。お湯で膨らむから」

　知らずに山盛りに入れてしまったようだ。

「量はこのくらいでいいんだ。そして少し蒸らしたほうがいい」

　東京のひとり暮らし時代のアルバイトで、お茶の淹いれ方は学んでいた。

「湯ゆ吞のみがいっぱいあるときは、少しずつ回し注いで濃さを均一にする」

「雑巾のしぼり汁は？」

「それは入れなくていい」

　神かみ代しろはリズラザに首を振り、湯ゆ吞のみをお盆にのせる。

　先輩騎士は二十人ほどだ。お茶を頼んだ先輩だけに淹いれるのはまずいと神かみ代しろは察して、全員に配る。クレイはしっかりとマイ湯ゆ吞のみを覚えていたらしく、トラブルなく配り終える。

　事務ワークをしていた新人たちにも、備えつけの湯ゆ吞のみでお茶を入れてやった。

「ふう……」

　全員分淹いれるだけでも一仕事だ。戻って給湯室の掃除もする。

「こっちは雑巾で、こっちは布巾な。布巾で床を拭いちゃだめだ」

「細かいな。どうせ洗うのに」

　厳しい神かみ代しろにリズラザがむっとしている。

「お茶っぱいっぱい使いましたね」

「それ、捨てるのやめよう」

　お茶っぱを捨てようとしたクレイを止める。

「出がらしのお茶っぱで掃除ができるから」

　神かみ代しろは床にお茶がらをばらまき箒ほうきではいていく。水気を含んだお茶がらが細かい埃ほこりを吸着するのだ。

「埃ほこりもたたないし、ほのかにお茶の香りが漂っていいだろ」

「ちょっと貧乏っぽい」

　リズラザに首を傾かしげられながらも、そのやりかたで給湯室をきれいにし、さらに仕事場の掃除も始めた。いったん掃除を始めると細かい汚れが気になり徹底的にやる。そして飲み終わった湯ゆ吞のみを回収して洗い、汚れた水は外の花壇にばらまき、新しい水を水場から汲くんでくる。

「意外に仕事があるな……」

　ほぼ雑用だったが、仕事がないよりはましだった。

　その後も積極的に神かみ代しろたちは雑務を手伝う。

　まずは伝書鳩ばとが飛んで来たら、誰よりも早く取ることを心がける。

「西の森にモンスターが出現したようです」

　神かみ代しろが伝えると、先輩騎士たちが悲鳴を上げる。

「またルート変更しなきゃいけないじゃないの」

「誰かコピーを！」

　もちろんコピー機はないので、クレイが頑張って写しを書く。

「これを送って」

　神かみ代しろは報告書を受け取り鳩はとと共に飛ばす。

　通信コーナーには電報オウムもいた。

「管理人さん、そして六号室のニートへ。仕事は思った以上に大変だけど頑張っています。この辺はご飯を食べる店が少なくて管理人さんが作ってくれたご飯が食べたいです」

　私信に使うことは禁止されていたが、神かみ代しろは水道橋のアパートに一羽を飛ばした。
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　数日後、神かみ代しろたちが事務ワークをこなしていると妙な噂うわさを聞いた。

「お昼はどこの店に行く？」

「なんか変な移動販売の店ができてたじゃん」

「ちょっと気味が悪いよね」

「あそこの空き地でしょ」

　昼休みになり、騎士たちがランチを求めて事務所から出ていく。

「あそこの空き地ってなんだろうな」

「堀の近くの空き地ですよ」

　神かみ代しろとクレイは報告書のコピーを取りながら会話する。最近は雑用の仕事なら与えてくれるようになった。それでも昼休みは最後に出て、最初に戻ってくるという派遣のつらさはある。

《あそこはねえ昔の金鉱跡でね、金は出なかったから埋めたんだけど、いまだにドワーフたちに所有権があるとかで、面倒だから空き地のままにしてるんだよ》

　昼時にやってくるベスが言う。

「お昼か」

　伝書鳩ばとを飛ばし終わったリズラザが戻ってくる。

　大したものが食べられるわけではないが、やはりランチの時間はほっとする。

《今日はどこにいく？》

「あのお堀のスポットは？」

　リズラザが言ったのは、城のお堀を利用した店で、水場を眺めながらランチというおしゃれスポットだ。

「隠れ家ランチはどうです？」

　クレイのお気に入りはウッドハウスの店だ。景色もよくて楽しかったのだが、隠れ家すぎて二度と見つからなかった。

「とりあえず外に出てから相談しよう」

　三人と一匹は意外に城下エリア生活を楽しんでいた。

　武器を持っていくと警戒されるので、財布だけを持って出る。ただ、財布は葉っぱで作った貧相なものなのでちょっと見み栄ばえが悪い。

「近この衛え騎き士し団だんのマントがもっとかわいかったらいいんですけどねえ」

　クレイも少しおしゃれを気にしだした。

「同期たち、ランチコンパとかやってるって」

　リズラザから詳しく聞くと、城を警備する騎士たちにランチをおごってもらうことらしい。

「いいなあ、うらやましい」

　だが、神かみ代しろたちは派遣なのでそんな話は回ってこない。どうにか取り入って、コンパに連れて行ってもらえないものか。もちろんおごりで。

《この人たち、なんか馴な染じんでるなあ》

　いつものように運動場を横切り、お堀を越えて外に出る。

　しばらく歩くと聞き覚えのある声が聞こえた。

「タイムサービスやってますよー」

　周辺を見回すが店がある様子はない。

《あっちじゃない？　ほら、あの空き地》

　ベスに案内され、木々に隠れるスペースに入ってみる。

「……え？」

　神かみ代しろたちは啞あ然ぜんとする。そこにあったのはカーゴのキッチンカーだ。そして声を出していたのは明らかにライアだ。何な故ぜだか麦わら帽子を深くかぶり、眼鏡みたいなのをつけている。

「管理人さん」

　神かみ代しろが声をかけると、ライアはぱあっと笑顔になった。

「いらっしゃいませ」

　何な故ぜかライアの反応がおかしい。

「昨日からここでお店を開いているんです。よかったら食べていってくださいね」

「あの、管理人さん？」

「管理人さんとはなんでしょうか？」

　神かみ代しろたちは度肝を抜かれた。この人、これで変装しているつもりだ。

「いやいや、このカーゴだってボンゴレじゃん」

　繫つながれたカーゴをなでると、「がーがー」とうれしそうだ。

「私は城下エリアというランチ砂漠の難民を救うためにお店を出しています。アパートの管理人ではありません」

　東京で夜によく見かけるラーメンの屋台のような形状だ。

「あれ、この箱見たことがあるな」

「これは自動食洗器です」

　屋台の横に大きな箱がくくりつけてある。神かみ代しろが作ったこの箱は……。

　箱からぬっと手が出てきた。

「ニート！」

　六号室のニートだった。あの引きこもりが外に出たのだ。

「お前、偉いぞ」
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　箱に入っているとはいえ大きな進歩だ。

「ニートではない」

　箱の中から声がした。否定しているが明らかにニートの声だ。

「いやいや、ニートだろ、な？」

「やめて！」

　箱を揺らすと悲鳴を上げる。とにかく二人で神かみ代しろたちに会いに来てくれたようだ。

「ということでよかったらランチを食べていってください」

　ライアの出店は丼物のようだ。肉や野菜をごった煮にしたものをご飯にかけるというシンプルなものだ。

　これはライアの気づかいだ。神かみ代しろたちがランチで苦労していることを電報オウムから聞き、いてもたってもいられなくなったのだろう。そして、せっかく自立し仕事をしている神かみ代しろたちに気を遣わせないよう、変装らしきことをやっている。

　やっぱりライアは神かみ代しろの女神さまだ……。

「なんかダサい」

「ちょっとこのエリアに合わないっていうか」

　城下エリア生活に慣れたリズラザとクレイは顔をしかめている。

「そうだな。ここで食べてるの見られたら馬鹿にされるかもな」

　ランチはマウントの取り合いだ。いかにおしゃれなランチを、これ見よがしに食べるかという勝負なのだ。

「ということで、俺たちはヘルシーランチを食べに行きますので」

　神かみ代しろが立ち去ろうとすると、ライアはボロボロと涙を流し、ニートは中から箱をガンガンとぶっ叩たたいている。

「あー、かわいらしいふてくされ方だなあ」

　神かみ代しろたちはにやにやとしてしまった。近この衛え騎き士し団だんの女性たちはふてくされると、つまずいたふりして相手のマイ湯ゆ吞のみを割ったり、同じグループなのにランチに誘わないなどと陰湿なことばかりだ。だから、こういった無邪気な反応がとても懐なつかしい。

《あんたら毒されてるなあ》

　あきれるベスを横に、神かみ代しろたちは椅子に座る。

「この場所で店を出していいんですか？」

「知り合いにドワーフがいましてね、ドワーフ組合の許可を得たんです」

　ライアはテキパキと丼を作っている。この人は行動力だけはすごい。心配だからと神かみ代しろを追いかけて冒険者試験に来たこともあったし、こうして店まで出してしまう。おそらくこの屋台はヴェルグに作らせたのだろう。

「どうぞ」

　箱の中からお茶が出てきたので、神かみ代しろたちはずずっと飲みながら一息つく。

　この木々に囲まれたスペースはとても静かだ。風が通り抜け木漏れ日が揺れている。城下エリアにもこんなオアシスがあったのだ。

「おまたせしました」

　丼飯が目の前にドカンと置かれた。それを前に神かみ代しろの腹がグーっとなった。その獰どう猛もうなまでの匂いが近この衛え騎き士し団だんの女子として被かぶっていた仮面をあっさりと破壊した。

　神かみ代しろたちは無我夢中で丼飯をかっ込む。

「うまい、うまい……」

　この濃い味付けにより脳から快楽物質が出るのか頭がくらくらとする。そしてお腹なかにズシンとくる米。甘じょっぱい味付けのたれと米が絡からんでとても合う。さらにサービスのスープは豚骨だ。ラーメンのようなスープでご飯を流し込む。

「この漬物、タバコ屋の横のおばあさんちのだ」

　箸休めの漬物の酸味は口の中をリセットしてくれる。

「おいしいです、ちゃんとした味を感じます」

「おかわり」

　クレイとリズラザもうまそうだ。

　神かみ代しろは感情が高ぶり涙を流してしまった。今までのヘルシーランチはなんだった？　よく考えてみればサラダで働けるわけがない。自分たちはこの城下エリアでおかしくなっていた。このエリアの空気を吸ってその気になっていただけだった。

「やっぱり管理人さんのご飯が最高だ」

「えへへ、管理人じゃないですけどね」

　まだこの設定を続けるつもりのライアはとてもうれしそうだ。

「俺たち、何やってたんだろうな……」

　神かみ代しろはお茶を飲みながら満腹の快感を味わう。一気にご飯をかっ込んだのでお腹なかがチクチクと痛いが、その痛みもとても心地いい。

「やっぱり情報じゃお腹なかは膨れませんね」

　近この衛え騎き士し団だんの女子たちは、情報を食べると称して様々な店に通っていた。

「お礼を言いたい人がいるんですよ」

　神かみ代しろはお茶を飲みながらライアに言う。

「水道橋の近くにすごいオンボロアパートがありまして……」

「オンボロとはなんですか」

「俺たちが仕事を頑張れるのは、そのアパートで帰りを待っててくれるかわいい管理人さんがいるからなんです」

「その気持ちは伝わってますよ、きっと」

　ライアはうれしそうに頭をかいている。

「あと隣に住むニートにも謝りたい。社内ニートをして何もしないつらさがわかったというか」

「でしょ」

　箱の中から自慢げな声が聞こえた。

「でも調子に乗るなよ箱女」

「私にもお礼を言いたい人がいるの。私の隣の部屋の住人なんだけど、いつもその人が隣にいるから、その人の隣が私の場所だって思うようになった。だからこうして外に出る勇気をもらえたのかなって」

　箱をガンガン叩たたいていた神かみ代しろは手を止める。このニートは空気を読まずにかわいいことを言うときがあるのでやりづらい。

「私も伝えたい人がいます。どこかで家賃のために働いている人に、頑張ってと……」

　ライアの微笑ほほえみを見て頑張れる気がした。

「なんかいいな」

　神かみ代しろはご飯を食べ続けるリズラザに向いた。

「うん、あと少しで感動しそう」

「いや、素直に感動しとけよ」
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　次の日から事務ワークが終わり、演習が始まった。

　装備をして運動場で集団での戦い方を学習する。疲労はあったが事務よりはマシだった。

　基本的な連携は取れているものの、やはり微妙にまとまっていない。こんな感じでお姫様を守れるのだろうかと心配になる。

　そして次は実戦演習となる。

　近くの迷宮に行き、そこで実際にモンスターを倒すのだ。

「こんな感じで訓練に使われるから、冒険者たちに仕事がなかったんだな」

　神かみ代しろたちは樹海迷宮を慎重に歩く。

　近この衛え騎き士したち五十人ほどで進んでいる。

　中心にいる隊長がアイシス役で、彼女を守るような陣形を組んでいる。

　神かみ代しろたち三人は派遣ということもあり、遊撃的なポジションを与えられている。装備も正規の騎士たちとは違って自前だ。

「行ったぞ！」

　部隊長の声が聞こえ、騎士たちに緊張が走る。

　木々の陰から走りでたのは鹿だった。

「守って！」

　動物は仮想の敵だ。

　盾を持った騎士たちが立ちはだかるが、鹿は素早い動きで回避する。

「攻撃しろ！」

　部隊長が叫ぶ。部隊が密集しているので飛び道具は使えない。

　近くにいた騎士が盾ごと体当たりをして、鹿がバランスを崩す。神かみ代しろもフォローに向かおうとしたが距離がある。

　結局鹿を倒したのは新人騎士だった。素早く反応した彼女の槍やりが鹿の腹部を貫いた。

「倒せるもんだなあ」

　神かみ代しろはふうっと息を吐いた。クレイとの採取ではウサギを狩るのも大変だ。こうして鹿を狩れるのは、やはり人数がいてこそだ。

「だから食糧事情がよかったんですねえ」

　クレイが納得している。軍隊が演習がてら獲物を狩っているので、水道橋付近にも肉が回ってきたのだろう。そういえば昨日のライアのランチもふんだんに肉が使われていた。

　近この衛え騎き士したちも喜んでいるだろうと思ったが、妙な雰囲気が流れている。

「あの子って、いつもいいところばかり奪うよね」

「先輩を差し置いて、ねえ」

　近くの騎士たちがひそひそ会話している。

「なんか怖いですね」

　クレイの表情が曇ってしまう。

「そういえば、あの子はさっきも活躍してたからな」

　あの新人騎士の身体能力は高く、先ほども鹿にとどめを刺していた。

《基本的にさあ、女子は横並びなんだよ》

　リズラザのフードにいるベスがわかったようなことを言う。

《出る杭くいは打たれるってこと》

「でも、戦いだぞ」

　こんなことでいいのだろうか。不協和音の原因となるのなら、とどめは神かみ代しろたちがやろうと思うが、派遣なのでいいポジションが与えられていない。

　そんなことを話していると、騎士団に緊張が走った。

「陣形を整えろ！」

　部隊長の声が響く。今回は鹿ではなかった。この樹海迷宮の肉食獣だ。

《あっちにパンサーがいる》

　鹿と一緒にパンサーを追い込んでしまったのだ。

　ただし多勢に無勢だ。肉食獣といえどもこの包囲網は突破できないだろう。

　部隊を散開させ、樹きの上にいるパンサーをボウガンで攻撃する。

　神かみ代しろは意識を集中させる。しばらく使っていなかったが、神かみ代しろは外部の情報を察知できる能力を持っている。

　ボウガンのボルトを受け、弱っていく二頭のパンサーの気配を察知した。

「止めを刺しなさい」

　パンサーの機動力を奪い、剣で直接止めを刺すようだ。

　弱っているとはいえ、手負いの獣は危険だ。

「誰がやる？」

　などと騎士たちが視線を交わしている。

「派遣。あんたたちがやりさない」

　神かみ代しろたちが指名されてしまった。きつい役目は派遣にやらせるようだ。

《派遣さんは大変だね》

　しかたなく剣を握って神かみ代しろは手負いのパンサーに近づく。

「私がやる」

　そんな神かみ代しろの前に出たのは、先ほどの新人騎士だった。強く勇敢な彼女が頼もしい。

　手負いの獣が咆ほう哮こうした。

「やだ、怖い！」

　いきなりその新人騎士がなよなよした声を出して立ちすくむ。

「え、え？」

　啞あ然ぜんとしている神かみ代しろにパンサーが飛び掛かったその瞬間、走り込んできた影があった。

　ゴロンと転がったのはパンサーの首だった。

「大丈夫かい？」

「……あ、ありがとうございます」

　それは男の騎士だった。彼は脅おびえる新人騎士の手を取っている。

　そんな光景を神かみ代しろは尻餅をつきながら見つめた。

《タイタンの勇者だよ》

　ベスが耳打ちしてくれる。そうだ、今日はタイタンの軍団との合同演習だった。

「もう一頭」

　まだ安心するのは早い。神かみ代しろは索敵能力で討ちもらしたパンサーを見つけていた。

　だがタイタンの勇者は剣すらも構えない。

　茂みから飛び掛かろうとしたパンサーは動かない。……何が起こった？

　勇者が口笛を吹いているのが見えた。

　そんな勇者にパンサーが魅了されたかのように近づいていく。尻尾を下ろして攻撃の意思がないことをアピールしている。

　勇者がにこりと笑うと、パンサーはその場でうずくまって腹を見せた。

「怪け我がはありませんか？」

　タイタンの勇者は爽やかな笑顔を周囲に向けている。

「はい……」

　近この衛え騎き士したちの腑ふ抜ぬけた声が聞こえた。







《なんかさあ、格の違いを感じたねえ》

　城下エリアに戻った神かみ代しろたちは、ランチを食べに向かっていた。

　あれから演習で神かみ代しろの出る幕はなかった。

「なんかずるいんだよな」

　近この衛え騎き士しどころか、樹海の獣まで口笛を吹いて手なずけた。

「きっと魅了の魔法」

　リズラザは魔力を感じ取ったようだ。

「異世界の勇者って感じでしたねえ」

　クレイの言葉に神かみ代しろはただふてくされた。それは努力でなく、ただこの世界に来るにあたっていいギフトをもらったからではないか？

《でも、世の中そういう不平等なものだよ》

　心中を察したベスが神かみ代しろの肩に座った。

「それよりお昼にしよ」

　リズラザが促す。今は欲望に忠実なエルフの存在がありがたい。

「あの……」

　あの場所に向かおうとした神かみ代しろたちの背中に声がかけられた。振り向くと新人騎士が立っていた。今回の演習で鹿などに止めを刺して活躍していた騎士だった。

「よかったら、一緒にランチに行っていいかな」

　遠慮がちに彼女が聞く。

「俺たち……いや私たち派遣だよ？」

　正規の騎士が派遣とご飯を食べるのはいいのだろうか。

「あなたたち強いんだなと思って。よかったらお友達になりたくて」

　神かみ代しろの戦いを評価してくれたのだろうか。だとしたら危険な仕事をした甲か斐いがあったというものだ。

《この子、空気読まずに活躍して、その上勇者に媚こびたからランチに誘われなかったんだよ》

　ベスが冷酷に事実を耳打ちする。

　つまりグループで浮いてしまったから、しかたなく神かみ代しろたちに近づいたのだ。ひとりでランチを食べるよりはましだと思われたのだろう。

「じゃあ、おすすめの店に行こう」

　それでも神かみ代しろはうれしかった。初めて同期とランチを食べられる。

　もちろん向かった先はライアの店だ。今日も元気な彼女がいるが、当然のように客は神かみ代しろたちだけだ。

「あ、お友達ができたんですね！」

　同期を連れてきた神かみ代しろを見て、ライアがとても喜んでいる。

「ちゃんと頑張ってたんですねえ」

　涙まで浮かべられると、逆に傷ついてしまう。

　今日のメニューは生しよう姜が焼やきのような定食だ。こんな場所で食べるのかと引いていた同期の彼女だが、ライアのランチを食べて目を丸くしている。

「ご飯を大盛りサービスにするので、この人たちと仲良くしてあげてくださいね」

　ライアはまるで保護者のようだ。

「おいしいです」

　同期の彼女もこの店を気に入ってくれたようだ。

「やっぱさ、肉体労働したあとは肉だよね」

「うん、そうだね」

　神かみ代しろは同期とトークをしながらご飯を食べる。

「お茶をどうぞ」

　クレイも初めてできたランチ友達にうれしそうだ。

「恋愛の話とかする？」

　リズラザは妙な気の使い方をして彼女を困らせている。

　頑張って手に入れた同期とのランチタイムだった。大したことではないが、あきらめずに頑張った結果のように思える。もしかしたら彼女は明日は来ないかもしれない。城下エリアで働く女性たちにとっては、この店はあまりにもセンスがない。

　また、近この衛え騎き士したちのグループは、誰かを無視したり孤立させたりすることは日常茶飯事だ。そして別のグループに取り込まれたりとの繰り返しだ。同期の彼女も明日になれば、別のグループでランチを食べることだろう。

　そんな緊急避難先だったとしても、神かみ代しろはうれしかった。

　そして次の日……。

　ランチタイムの同期は、増えていた。

「やっぱりさあ、肉体労働で野菜は無理だよね」

「うん、死に直結するから」

　神かみ代しろの同期たちの三人が新たにランチ仲間となった。

　実戦演習で一緒に戦うことで友情が深まったのだ。

　それは神かみ代しろにとってうれしいことだった。頑張れば友人が増えていくという現実。せっかくできた同期の仲間を大切にしようと神かみ代しろは誓った……。
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　ライアの移動キッチンは盛況だった。

　人数の増加に伴って、スキャンダル専門のオウムがやってきたりと、近この衛え騎き士し団だんの憩いの場となった。

「結局、俺たちが手伝うことになるのか」

「まあ、いいじゃないですか」

　神かみ代しろとクレイはランチを近この衛え騎き士したちに配る。

　横では追加注文の肉をライアが焼いている。

「店長、城下エリアって、炭火しか使っちゃいけないような」

　城下エリアの規制は厳しい。がっつり系のランチが少ない理由でもある。

「ここはドワーフの土地なのでルール適用外なのですよ」

　ライアは平然と直じか火びで鹿肉を焼いている。近この衛え騎き士し団だんたちが演習で取ってきた肉だ。

　この場所でランチを取る騎士たちは五十人以上に増殖していた。

「結局か弱い女が好きなんだよね」

「頑張るだけ損なのよ」

「確かに私たちはベテランだけど、まだ二十代なのに」

　愚痴っているのは、三人の部隊長だった。彼女たちも派閥の垣根を越えてこの移動キッチンでランチを取っている。この時点で三つあった派閥は瓦が解かいし、一つにまとまったことになる。

　派閥が崩壊した一番の理由はタイタンの勇者だった。

「勇者の親衛隊ってステップアップだよね」

「戦わずに媚こびばっかり売ってさあ」

　騎士たちが愚痴っている。近この衛え騎き士したちは引き抜きにあったのだ。

　合同演習を繰り返し、いつの間にか勇者に引き抜かれていた。タイタンの勇者は自身の親衛隊を持っており、そこに組み込まれた。ちなみに親衛隊はすべて女性らしい。

　引き抜きにあったのは十人ほどで、最初にこのランチに来たあの新人騎士も含まれている。

「友情が愛情に負けたよなあ」

　神かみ代しろはため息をつく。初めてできた友達だと思っていたが、その友情は思った以上にもろかった。それにしてもタイタンの勇者の能力はなんなのだ？　接した女性たちが次々に魅了されるようになびいていった。まるで漫画の主人公だ。あの勇者はハーレムを作る気なのか？

「英雄色を好む、から」

　リズラザはばくばくと肉を食べている。このエルフは恋愛よりも食欲だ。

「だからって、能力が違いすぎるんだよな」

「大丈夫。あなたには女神の加護があるから。勇者なんか目じゃない」

　そう言ってくれたのは箱に入ったニートだ。この引きこもりは、箱に入った状態でなんでここまで自信満々になれるのか。

「でも、そのおかげでまとまりましたから」

　クレイが言うように、近この衛え騎き士しに残ったのは勇者の誘惑をはねのけた騎士たちだ。

「女の騎士っていうだけで一律の賃金なのおかしいよね」

「出会いが少なすぎるよ」

　愚痴ばかり言っているが、きっと大丈夫なはずだ……。

《ねえ、ちょっと顔を貸してよ。クレイもリザも》

　ベスがパタパタと飛んできた。

「なんだよ、貴重なランチタイムなのに」

　神かみ代しろは手伝いばかりで、まだランチを食べられていない。

《ランチよりも重要だって》

「ランチより大切なことなんてないぞ」

　と言いつつも、神かみ代しろたちはベスに誘導されて歩く。

　木々を抜けて進むと、お堀の前にスペースがあった。ゆったりとした風が吹き抜ける。

「どうだった？」

　そこにはミサキが立っていた。

「いや、どうだったって言われても……」

「ふふ、君に頼んだ意味を分かってくれた？」

　ミサキはくすっと笑う。女性だけの騎士団がうまくいかないことを察知していたのだ。そんなほころびを埋めるために、神かみ代しろが派遣された。

「それより、鷹たかの勇者がうろうろしてていいのか？」

　神かみ代しろの様子を見にくるほど暇なのか。

「ちょっと護衛でね」

　ミサキの視線に振り返る。大樹の陰に誰かがいた。

　それはシンプルなドレス姿の女性だった。

「王室の三女のアイシス様」

　ミサキに紹介されたアイシスが微笑ほほえんだ。

　神かみ代しろは硬直した。まさかお姫様と直接会うことになろうとは。この世界のお姫様は気軽に学校に来るような感じなのか。頭を下げるのかどうするのかあたふたしていると「そのままでいいですよ」と、アイシスがフォローしてくれた。

「神かみ代しろさんですね」

　アイシスが神かみ代しろをじっと見つめている。

　そんな視線にどぎまぎとする。ファンタジーのお姫様のように着飾ってはいないが、威厳と高貴さを感じた。そんな情報というか魔力をまとっているかのようだ。

　神かみ代しろとアイシスは笑顔で見つめ合う。

「うふふ」

「えへへ……」

　少し微妙な雰囲気になった。

「ほら、思いだして」

　ミサキが神かみ代しろの横っ腹を小突いて耳打ちする。

「あ、あのとき……」

「はい」

　アイシスがうれしそうに微笑ほほえむ。

「カリオペで助けてくれてありがとうございました。アイシス様たちが包囲網を突破してくれたので、俺たちは逃げることができました」
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　忘れるところだった。彼女には恩がある。傷ついたライアを連れてカリオペから逃げだせたのは、アイシスのおかげなのだ。

「あ、ええと、それもありましたね」

　アイシスはコホンと咳せき払ばらいをした。

「でも、それは当然のことです。私は恩を返しただけですから」

「お姫様なのに現場で戦うなんてすごいですね」

「私は本当は冒険者になりたかったのです」

　アイシスがちらっと意味ありげな視線を向けた。

「冒険者は大変ですよ。迷宮で杭くいを打ったり、庭の草刈りとかまで」

「革の鎧よろいを食べたりですか？」

　アイシスの言葉に、クレイが「あっ」と声を上げた。

《ほら》

　ベスも何か思いだしたように、神かみ代しろの肩を叩たたいている。

　神かみ代しろはもう一度、アイシスを見た。

　とても美しく優雅に微笑ほほえむお姫様……。

「へへ」

「ふふ」

「えへへへへ……」

　何を言っていいかわからずに、ただへらへら笑っていると、少しずつアイシスの目が吊つり上あがってきた。

「もう！」

　いきなりアイシスが神かみ代しろの頰を引っ叩ぱたいた。

「え、え？」

「もういい！」

　ふくれっ面つらのままアイシスが、神かみ代しろに背を向け歩き去っていく。

「な、なんで？」

　何か失礼なことをしてしまったのかと愕がく然ぜんとする横で、ミサキが大きくため息をついている。

「なんで叩たたかれたの？」

「教えません」

　クレイはあきれたように首を振る。

「まあ、それはいいから、騎士団のほう頑張って」

　ミサキはそれだけ言うと、アイシスを追いかけて走っていった。

「女装がふざけてる」

「いやいや、そんなわけないだろ」

　神かみ代しろはリズラザの批判に憤慨する。

「それより、お姫様を怒らせて大丈夫かな」

　守るべきお姫様に嫌われてしまったら、近この衛え騎き士しとしてやっていけないのでは？

《そういう怒りじゃないから大丈夫だよ》

　それにしても綺き麗れいなお姫様だった。何な故ぜか怒られたがとても美しい。守ってやりたいという気持ちになる。お姫様を守ってやるなんてとってもファンタジーだ。

「だからアイシス様のご指名だったんですねえ」

《そういえば、あのときすごい騒ぎになってたよ》

　王室ゴシップが好きなのか、クレイとベスの二人が盛り上がって会話している。

「とにかく頑張らないとな」

　あのお姫様を守るのが自分の仕事だ。それも女性だけの近この衛え騎き士し団だんの一員として。

　堀をのぞき込んでみると、水面には長い髪の女性が映っていた。

　スカートを少し持ち上げ微笑ほほえんでみると、その女性も微笑ほほえんだ。

「これが終わってからその格好してたら、縁を切るからね」

　それを見ていたリズラザが言った。
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「やっと本番って感じだ」

　神かみ代しろたちは厩きゆう舎しやで遠征の準備をしていた。

　アイシスの護衛をしながらの遠征が始まるのだ。行いき先さきはエルフやドワーフの街らしい。

「カリオペを救ったアイシス様はシンボルのようになってますからね。他種族との懸け橋になることを期待されているのでしょう」

　クレイがテキパキとカーゴの準備をしている。近この衛え騎き士しなのでカーゴも支給される。

　ただしカーゴの苦手なリズラザのため、一羽は慣れたボンゴレを使うことになった。

「エルフって動物に嫌われるんだな」

「スピードを出されてカーゴが苦手になっただけ」

　スピード狂のライアの後ろに乗ったことがあり、それで懲りたようだ。

「一人で乗れないとなると、どういう割り当てがいいか」

　リズラザは神かみ代しろかクレイと一緒に乗る必要がある。

「手綱を操作する人のほうが大きくないとバランスを崩すので、神かみ代しろさんとリザさんが一緒のほうがいいですね。その代わりそっちの荷物は僕のほうに積むので」

　出発はもうすぐだ。情じよう報ほう漏ろう洩えいを警戒するため、アイシスのスケジュールは直前になって伝えられるので忙しい。どこに行くのか場所も教えられていない。

　とにかく役目はアイシスを守ること、それがすべてだ。

《忘れ物しないでよ》

　旅行好きのベスもついてくるつもりだ。

「剣も持ったし、食料もある」

　銅の剣はミサキに頼んで打ちなおしてもらった。派遣の神かみ代しろたちは基本的に装備は自前だが、マントだけは支給されていた。王室を表す牡お鹿じかのマークが入っている。

　荷物を積み終わると、厩きゆう舎しやから出て運動場に向かう。

　準備を終えた近この衛え騎き士したちが続々と集まってくる。

　その数は三十人ほどだ。演習などの評価でこのメンバーが選抜されたようだ。

「アイシス様は特別車両で進む。私たちはカーゴでそれを追いかける」

　皆が集まったことを確認して隊長のシェリーが口を開く。

「なんか緊張しますね」

　クレイは昨日の夜から興奮気味だ。派遣とはいえ騎士団の一員として行動するのだ。

「ここで慣らし運転をしてから移動するぞ」

　シェリーの指示に従い、騎士たちが騎乗していく。集団移動はいろいろと制約がある。カーゴはもともと群れる鳥なので問題ないが、トラブルを防ぐためにすべて雌のカーゴが集められている。スピードや持久力もできるだけ同じが望ましい。

　神かみ代しろのボンゴレが条件を満たしていたのは幸いだった。

「よし、乗ろう」

　先にリズラザを乗せようとしたが嫌がったので、まずは神かみ代しろが騎乗する。

「ほら、俺の後ろに」

「景色が見たいから前がいい」

　観光気分のリズラザの手を引っ張ってフォローする。

「待って、待って……」

　運動神経の鈍いリズラザは乗るだけでも一苦労だ。さらにどうしてこうなったのか、神かみ代しろと向かい合うようにカーゴにまたがってしまう。

「いやいや、さすがにこれは馬鹿みたいだろ」

　神かみ代しろとリズラザは、カーゴの上で見つめ合う形になってしまった。

「前を向かないと」

「じゃあ一回降りる」

　リズラザがあたふたしていると、シェリーの号令がかかった。

「走れ！　隊列を組め」

「神かみ代しろさん、行かないと」

　クレイに急せかされ、しかたなく間抜けな格好のままカーゴを走らせる。ある程度慣らし運転をしないと、カーゴの血流が悪くなってしまうからだ。

「とにかく、くっついてて」

「うん」

　リズラザはぎゅっと神かみ代しろに抱きついた。カーゴは二列に並んで運動場を周回する。速度を合わせるための運転だ。神かみ代しろとクレイは隊列の最後尾についた。

《もう少し車間距離を空けたほうがいいかも》

　ベスが距離を微調整してくれる。

「カミツレから中央道に出るぞ」

　先頭のシェリーが運動場の外に向かう。

《カミツレ平原から行くんだね》

「冒険者試験のときも中央馬車道を使ったよな」

　馬車用に整備された道があるのだ。整備されているので揺れずにすむ。

　二列縦隊のまま街に出て道を走る。道端で遊んでいた子供たちが手を振ってくれている。

「俺たちは期待されているんだな」

《お菓子目当てだね》

　騎士たちがお菓子をばらまき、子供たちが群がっている。

「投げる用のお菓子が支給されてますよ」

　クレイも道から離れた場所にお菓子を放り投げている。

「これって子供たちを轢ひかないよう、遠ざけるためのものだったのか」

　騎士になってみてわかることがある。

「リザ、投げるやつだって」

　リズラザはコリコリとお菓子をかじっていた。

　事故に気をつけカーゴを走らせ、カミツレ平原駅まで移動すると馬車が停とまっている。

「そんなに豪華じゃないな」

《しょせん三女だからね》

　頑丈そうだが極めて普通の馬車だ。馬車の前方には帝国兵の騎馬隊もいる。

「私たちは後ろから追尾する」

　シェリーの指示どおりに馬車の後ろにまわり、カーゴを止めた。

「よし、リザの向きを変えるぞ」

「このままでいい」

　リズラザは両足を神かみ代しろの腰に絡からみつかせ、だらしなく寄りかかっている。

「騎士なのに、はしたない格好だぞ」

「派遣だからいい」

　どうもリズラザは楽なポジションを発見したようだ。

「俺の肩にお菓子のクズをこぼすなって」

　なんて緊張感のないエルフなのか。アイシスはこんな種族と友好を深め、一緒に戦おうと考えているのか。

　近この衛え騎き士したちの小さな歓声が聞こえた。指をさして何やら騒いでいる。

「タイタンの騎士団がいますね。軍団も護衛してくれるみたいですね」

　クレイが教えてくれる。タイタンの軍団とその勇者もいる。

「あいつか」

　近この衛え兵へいを引き抜いた勇者だ。

「まあ、いざというときは頼りになりますから」

　察したクレイに慰められながらしばらく待つと、馬車が動き始めた。

「行くぞ」

　馬車が動きだしたのを見て、シェリーが手を上げる。

　遠征が始まった。

　神かみ代しろは手綱を握りながら少し緊張していた。組織で働くのは庇ひ護ごがあるが責任もある。失敗できないという気持ちは強い。

　しばらく道はまっすぐだ。隊列の先頭は風を受け、ばてやすいため、入れ替わりながら走る。先頭の二羽が横にそれ、隊列に抜かされながら最後尾につくというやり方だ。

「ねえ、飴あめ持ってる？」

「うん、どうぞ」

「こっちもちょうだい」

　騎士たちは走りながらお菓子を受け渡している。微笑ほほえましいいつもの光景だ。

「じゃあ私、後ろに行くから」

　先頭の騎士が手を振って最後尾に下がっていく。

「あの子さあ、いつももらうだけだよね」

「うん、自分で用意すればいいのに」

　彼女が下がった瞬間に愚痴が始まった。

「怖いですね」

「なんか、もう慣れたよ」

　クレイと神かみ代しろは目配せをする。

「ねえ、お菓子食べる？」

　その騎士が振り向いたので神かみ代しろは口をつぐんだ。

「ありがと」

　彼女が差しだした飴あめを、リズラザが平然と受け取った。

「あ、えっと、これをよかったらどうぞ。乗り物酔いにもいいですし」

　お返しにクレイが葉っぱに包んだピクルスを取りだし、ベスを介して渡してもらう。

「ありがとう。じゃあ下がるね」

　彼女たちは隊列からずれて最後尾に下がっていく。

「ふう」

　神かみ代しろは汗をぬぐう。小さなやり取りでも気を遣う。

《これ、あまり好きじゃないんだけどなあ、って言ってたよ》

　盗み聞きをしたベスがパタパタと戻ってくる。

「それならまだマシな愚痴だ」

　先頭に出るとやはり風を受ける。前を走る馬車と距離があるため、風よけにならず逆にかき乱された風が直撃する。

「バランスが崩れそうだ」

「落とさないで」

　リズラザが足をバタバタさせてふざけている。

「こいつ、車が苦手なくせにテンションが上がるタイプだよな」

「危ないから気をつけてください」

　クレイはしっかりとカーゴを操作している。

「クレイは運転がうまいよな。カーゴの教習所とかあるの？」

「ミゼットの郷がハウンドに襲われたことがありましてね、乗ったこともないカーゴで逃げたことがあります。もう必死でしたから運転するしかなったんです」

「そっか、なんかごめん」

　命をかけて運転を覚えたのだ。心構えが違った。

《噂うわさでは国立公園あたりを目指してるって》

　ベスがリズラザの頭に座った。近この衛え騎き士したちの間を飛び回って情報収集してくるのだ。妖精は幸運をもたらすとされ、騎士たちの間でベスはマスコットのようになっている。

《国立公園にはドラゴンがいるとされる迷宮があるんだよ》

「へー、いつか探検したいよな」

《国立公園だから、王室の紹介状がないと無理だね。ドラゴンがいるかもしれないし》

「ドラゴンってさ、弱いから国立公園にして保護してるんだろ？」

《ドラゴンは普通に強いけどね。この世界のカギを握る三つの要素の一つと言われてるから》

「女神と魔王とドラゴン」リズラザも説明してくれる。「この世界は女神と魔王の戦いで進化する。でもバランスが崩れたとき、ドラゴンが目を覚まし戦う、と伝わってる」

「じゃあ女神や魔王よりも強いんだな」

《伝説では、魔王と女神が組まない限り倒せないって言われてるほど。長寿だけど眠ってるだけだから、今生きてる人間は見たことないと思うよ》

「ご飯とかは？」

「眠るだけなら周囲の魔力で維持できるから」

　神かみ代しろは目の前のリズラザを見た。このエルフがあのアパートでずっと眠っていたのも魔力のおかげなのだろう。

「あ……」

　クレイが馬車を指さす。馬車後部の窓のカーテンが開き、顔を出したのは銀髪の女性だ。

「アイシス姫かな」

「さあ、どうでしょう」

　ここからではよくわからないが、彼女はクレイとベスを見つけて笑った気がした。

　そしてリズラザと抱き合うような体勢の神かみ代しろを見ると、怒ったようにカーテンを閉めた。

「違うか。姫様があんな乱暴な閉めかたしないよな」

《いや、お姫様だね》

「そうです」

　ベスとクレイはうなずき合っていた。
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　夕方になり馬車はある街で止まった。

　駅に隣接した街が遠征の中継点だ。今日の夜はこのロシャンという街で泊まるようだ。

「あそこが空いてそうですね」

　クレイが駅近くにあった厩きゆう舎しやを指さす。

　宿屋の厩きゆう舎しやが足りず、派遣の神かみ代しろたちが他に回ることになった。アイシスの警護は隊長のシェリーたち選抜された数人がついている。つまり今日は神かみ代しろの仕事は終わりだ。

「なんかぐるぐるする」

「進行方向の逆を見てたからだよ」

　先にぐったりするリズラザを降ろしてやる。カーゴ酔いだろう。

「ふう……」

　神かみ代しろはカーゴから降りて一息つく。整備された道とはいえ、ずっと走りどおしだった。

「じゃあお願いします」

　厩きゆう舎しやを管理するミゼットにクレイがお金を払っている。

　ロシャンは中央馬車道のターミナル駅がある街だけあって意外に大きい。

「きれいな街だね」

「大きなカーゴのレース場があるので街は潤ってます。なので飲み屋も多いですよ」

　ミゼットが教えてくれる。あのドワーフが好きそうな街だ。

「他にもコロッセオが有名です。巨象や獅し子しの他にハウンドもいます」

「ハウンドって魔物じゃないか？」

「タイタンの勇者が大規模交戦で生け捕りにしたようですよ」

　勇者の能力を使ったのだろうか。パンサーを魅了したように魔物まで……。

　神かみ代しろたちはハウンドとの戦いで、生き残るのが精いっぱいだったというのに。

「あと、この街はエッチなお店が多くあるので気をつけてくださいね」

　そうだ忘れるところだったが、今の自分は女性なのだ。

「わかった。気をつけるからどこにあるかだけ教えて」

「聞かなくていいです」

　クレイに強引に引きはがされてしまう。

「とりあえず、ご飯」

　リズラザはずっとカーゴの上でお菓子を食べていたのに腹が減っているようだ。ただし飯を食べるのは賛成だ。集団で規律正しくカーゴを運転するのは精神的に疲労する。

「たまには羽目をはずしたいよな」

「飲みすぎちゃ駄目ですけどね」

「不健康な食べ物にしよう」

　飲み屋の雑なメニューを食べたい気分だった。

「そろそろ斥候が帰ってくるはずだけど」

　ちょうどベスがパタパタと飛んできた。

《あっちの店がいいと思うよ》

　なんだか複雑な顔をしているベスが案内してくれる。

　そしてたどりついたのは空き地に設置された屋台だった。

「いらっしゃいませー」

　元気に呼び込みをしていたのはライアだった。

「……なんであの人、先回りしてるんだ？」

《いや、わからないけど、無視するわけにいかなかったから》

　三人と一匹は顔を見合わせる。

「あ、神かみ代しろさんたち、お疲れ様です」

　気づいたライアがうれしそうに手を振っている。

「えっと、城下エリアの定食屋の店長さんですよね」

「あなたのアパートの管理人さんですよ」

　あの設定はやめたらしい。確かに変装はしていない。

「神かみ代しろさんたちが遠征に行くと知って、いてもたってもいられなくて」

「いや、でも、毎日一緒にご飯を食べてましたよね」

「え？」

　きょとんとするライアを見て、神かみ代しろはやっと違和感の原因に気づいた。

「この人さあ、もしかしたらあの変装がばれてないと思ってるのかも」

　神かみ代しろはひそひそと言った。

「そんな、まさか……」

　クレイが顔を向けると、ライアはにこりと笑った。

「お久しぶりです。みなさん頑張ってますか？」

「本当だ」

　クレイも納得した。この無邪気すぎる笑顔は本物だった。

「えっと、つまり、遠征の見送りに管理人さんが来てくれたってことですね。この店はどうしたんです？」

「このお店は街でレンタルしました。色々手伝ってもらいまして」

　ライアは屋台の椅子に座る人影を見た。そこには地味なフード付きマント姿の騎士がいる。

「お前か、管理人さんをそそのかしたのは」

　座っていたのはミサキだった。

「だって、頼まれたら断れないから」

　こいつ鷹たかの勇者のくせして、こそこそと何をやっているのか。

「久しぶりに会うのに、反応が薄いですね」

　ライアは少し拗すねている。

「いえ、城下エリアの店で管理人さんに似てるかわいらしい店員さんを見つけたんです。彼女でずっと癒いやされてたから、なんだか久しぶりな気がしなくて」

「そうですか、えへへ。じゃあしょうがないです」

　ライアの機嫌が直ったところでみんなで屋台の椅子に座った。屋台を見ると、この日のためにいろいろと作ってきたのだろう総菜が並んでいる。

　その気持ちがうれしいのと同時に、過保護すぎなのではとの気持ちがあった。

「ニートとドワーフはどうしてます？」

「シビルさんは相変わらず引きこもってます。ヴェルグさんは飲んだくれてます」

　いつも通りということか。なんだか旅に来た気がしなかった。知らない街で少し羽目を外したい気持ちがあったことは確かだ。

「クレイさんの好きな漬物もありますよ。リザさんは最近お肉ばかりなので野菜を食べてくださいね。神かみ代しろさんは吞のみすぎなので今日はお酒を控えましょう」

　城下エリアの店の設定を忘れて、ライアが気づかってくれている。

《なんかお母さんがついてきたみたいだね》

　ベスが苦笑いしている。

「明日もついてきてくれるんですか？」

「私は保護者じゃありません。勇者になるという神かみ代しろさんの気持ちが本物なら、孤独と戦わねばならないのです」

　ライアはきっぱりと言った。

「……でも、こうしてたまには私が陰ながら支えます。でも、いつもじゃありません。厳しくするのは心苦しいですが、それも神かみ代しろさんの夢のため」

「そうですか……」

　神かみ代しろたちは戦慄していた。この人は本当に純真なのだ。そして絶対にうやむやにしない。神かみ代しろが勇者を目指すという言葉を強く信じている。問題は、その過剰すぎる行動力に対して結果が伴っていないというだけなのだ。

「厳しい人。でも、だからこそ美しい」

　この店でミサキだけが感動している。

　とりあえず神かみ代しろたちは吞のむことにした。酒はこの街で仕入れてきたらしいエールだ。

「そんなこんなを含めて乾杯！」

　神かみ代しろたちは様々な事情と一緒に酒を吞のむ。

「はー！」

　ずっとカーゴに揺られていたので、たった一口で頭がぶちのめされた。エールがなんだか冷えている気がする。

「この街の氷ひ室むろで保存されているエールなのです」

　ライアは得意げだ。

「冷えてるとおいしいですねえ」

「これはきっとお肉にあう」

　クレイとリズラザもおいしそうに酒を吞のんでいる。

　最初は珍しい店でも探そうかと考えていたが、このほうが落ち着ける。ライアがいるだけでホームグラウンドといった感覚でリラックスできる。

「この佃つくだ煮にみたいなの、ねっとりしておいしいですね」

「これはこの街の名物みたいですよ」

　クレイとライアが楽しそうに話している。

「いつから来てたの？」

　神かみ代しろは隣に座るミサキに聞いた。

「とりあえず朝早く」

「この街を通るのは漏らしちゃいけない情報だったんだろ」

「なんか君たちさあ、城下エリアの行きつけの店の店員にへらへらしてるんだって？　心配になって一日だけでも会いたいってなったらしいよ」

　……なんてことだ。ライアは自分自身にやきもちを焼いていたのだ。神かみ代しろたちが変装したライアと仲良くしすぎたために心配になったのだ。

「しっかりしてよ。紹介した私の責任もあるから」

「いやいや」

　説明しようかと思ったが、とても複雑で面倒なのでやめた。

「頑張ってるけど？　今日だってそう」

　リズラザが少しむっとしている。

「ごめん、リザが頑張ってるのは知ってる」

　女に甘いミサキはデレっとしている。

「じゃあこの店、おごって」

　珍しく働いているリズラザは強気だった。今日も神かみ代しろにこの街まで運ばれただけだったが、それでもエルフにしては重労働なのだろう。

「ここはおごるから任せて」

　神かみ代しろはそんなミサキを見てため息をついた。

「へらへらしやがって。勇者様たちはモテモテでいいよな」

「それはしょうがないよ。だってそれは勇者の能力でもあるから」

「モテる能力が？」

「私たちがこの世界に来たのは、きっと情報を求められているから。それは文化や知識だけではなく、血も求められているとしたら？」

　血というと、子種ということだろうか。世界が血を求めるから勇者はモテるというのか。

　神かみ代しろはタイタンの勇者を思いだす。確かにやつは女の子にモテていた。

「勇者のテンプテーションスキルって呼ばれてる。異性を惹ひきつける能力」

「漫画の主人公かよ」

　この世界の勇者たちは子種をばらまくよう設計されているのだ。

「なあ、じゃあ俺は？」

「能力の高さに比例する気がするけどねえ」

「俺を見て何か思わないか？」

　神かみ代しろはミサキの両肩をぎゅっとつかむ。スキルよ発動しろ……。

「ちょっと待って」

　ミサキの顔が少しだけ赤かった。

「なあ、スキルを感じるのか？」

「ちょっとやめてって！」

　ミサキは神かみ代しろを乱暴に押しのけた。

「その格好で迫られると、ちょっと勘違いしちゃうのよね」

　……そうだ、こいつは女好きだった。今日のミサキが微妙に優しい気がするのは、神かみ代しろが女装をしているからか。

「そんな能力があったらやりたい放題じゃないか」

「そうでもないよ。逆に利用されているかも。だってそういったスキルは公になっていて、付け込まれる。強い剣を持っている者は自分が刺されるとは思ってないから」

　ミサキの眼光が鋭い。

「たとえばほとんどの勇者には異性を送り込まれている。勇者たちを骨抜きにしようとね。異性を隷属させていると思っていたら、いつの間にか逆もあり得る」

「まあ人を操る古典的手法だからな」

　人を操るには金か異性。それはこの世界でも同じなのだ。

「そのスキルにかからない人間っているのか？」

「たとえば二重掛けかなあ。先に同じスキルというか、魔法にかかっていれば効果がない場合がある」

「この世界にそんな魔法があるのか」

「有名どころでは魔王のテンプテーションね。それを使う魔物もいるし、少しずつ魔法としても解読されている」

「でもさ、一番強い魔法は愛だよね」

「そういうのはいいや」

　ミサキは無視してエールを吞のむ。そんな彼女を見て神かみ代しろは気づいた。

「ということはさ、お前のところにも男が送り込まれてくるの？」

「まあ、あるね」

「よかったなあ。女好きで」

　ミサキには通常の骨抜きが通用しないのだ。

　そんなことを話していると、いつの間にか屋台がにぎわっていた。

「やっぱり落ち着くね」

「いつもの店が一番」

　近この衛え騎き士したちがこの店を見つけたのだ。

「店長はこっちに店を出すの？」

「私は似てるだけで、ただのアパートの管理人ですけどね」

　その設定を捨てないライアが談笑している。

「なんか馴な染じんでるなあ」

　きっと近この衛え騎き士したちも、神かみ代しろと同じようにライアに魅了されているからこそ、この店に来たのだろうと思った。
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「行ってらっしゃーい！」

　ライアが手を振って見送っている。

　次の日の朝、神かみ代しろたちは街を出発していた。

「行ってきます！」

　神かみ代しろはカーゴに乗りながら、近この衛え騎き士したちと一緒に手を振る。

「追いかけてこないよね」

　リズラザは手を振りながらも心配そうだ。今日はちゃんと前を向かせて座らせている。

「さすがにないだろ」

　決して迷惑ではない。ただ、自分たちの想像をたやすく超える行動力が怖いだけだ。

「この先は少し危険ですよ」

　舗装された中央馬車道が終わり、アイシスはオフロード用の馬車に乗り換え走っている。

《都市部が終わって、草原エリアに入るよ》

　前方を進んでいた騎馬たちが集団から外れる。このエリアを守るタイタンの騎士団たちが護衛を終え、代わりに飛ひ燕えんの旗印の騎兵たちにリレーされる。

「この草原エリアは飛ひ燕えんの軍団の管轄ですからね」

　クレイが並走しながら説明してくれる。

「草原が続いてる」

　リズラザは目で見たことをそのまま言う。

「大きな馬が走ってる」

「ん、あれってなんだ？」

　隊列に並走するように馬車が走っている。

　リアカーのような馬車には果物などが積まれている。

「あれ、移動販売よ」

　前を走る近この衛え騎き士しが教えてくれた。騎兵たちが移動販売車に並走しながら物資を買っている。

　隊長から許可が出たので神かみ代しろも移動販売車に並び、特産だというフルーツや漬物などを購入した。なんだか気分が大きくなっていろいろと買ってしまう。

　隊列に戻ると、さっそくリズラザはフルーツの皮をむいている。

「これ酸すっぱい」

　リズラザがオレンジのような果物を神かみ代しろの口に放り込む。酸すっぱく苦かったが悪くない。

「この塩漬けのやつおいしいよ」

「誰かこの果物、切り分けてよ」

　近この衛え騎き士したちがごちゃごちゃとやり取りをしている。

「お茶がほしくなりますねえ」

　クレイが漬物をポリポリとかじっている。

「大きな樹きがある」

「ああ、あるなあ」

　リズラザに返事しながらフルーツをかじる。

「犬みたいなのがいる」

「へえ」

　……こんな草原に犬？

　すでに斥候からの報告を受けた隊長のシェリーが動いていた。

「右後方に群れがいる。陣形を組んで撃退する」

　近この衛え兵へいたちは食べかけの果物をすべて投げ捨て、すぐに臨戦態勢になった。

　神かみ代しろたちは演習どおりに陣形を組む。

《ジャッカルだね》

　ベスが指さした方向を見ると、草陰を走る獣の姿が見えた。カーゴが肉食獣を惹ひきつけてしまったようだ。

　縦列になり馬車の壁を作る。ボウガンを持った近この衛え兵へいがジャッカルを狙っている。クレイも片手で手綱を操りながら器用にボウガンの発射準備をしている。

「手綱、任せていいか？」

「うん、任せて」

　少し心配だったがリズラザに手綱を任せ、神かみ代しろは剣を抜いた。

「よし、いけ」

　シェリーの合図でボウガンのボルトが次々に発射される。咆ほう哮こうが響き、黒い影が跳ね上がる。転がった死骸は視界から消え、手負いになったジャッカルは速度を落としたが、混乱した数匹のジャッカルが向かってきた。

《一匹、こっちに来るよ》

　神かみ代しろは少し前に出て迎え撃つ。……大丈夫だ、魔物に比べれば大したことはない。

　草陰からジャッカルが飛び掛かり、そのタイミングに合わせて剣を突きだす。

　カウンター気味にジャッカルの喉元を剣先が捉えた。

　バランスを崩したジャッカルは、ボールのように地面にバウンドして視界から消えた。

「さすが俺の名剣」

　打ち直してもらったが、まったく問題ない。

《ハウンドとかを斬ったやつだからねえ。そういった魔力が付与されるんだけど。なんかそれ以上に妙な魔力があるというか、呪われてるというか》

　ベスが不吉なことを言う横で、他の騎士たちも迎撃に成功していた。

　騎士にもカーゴにもまったく損害はない。

　そのまましばらく走り、獣の気配がなくなったことを確認してから元の陣形に戻していく。

　神かみ代しろのカーゴがよろよろしていたので、あわててリズラザから手綱を引き取る。

「サンキュー、助かった」

「ふう……」

　リズラザが一息ついて神かみ代しろに寄りかかる。

「お前、一瞬でべっちゃべちゃになってるぞ」

　リズラザはカーゴの運転で緊張したのか汗だくだ。

「オフロードは苦手。高速だったら得意なんだけど」

「高速道路が得意って、初心者がよく言うセリフだぞ」

　横を見るとクレイが近この衛え騎き士したちとハイタッチをしていた。

　こういったことに混ざらねば、ノリが悪いと陰口を叩たたかれてしまうと、あたふたしている横で、「いえーい」と、リズラザがハイタッチをしていた。

「成長したなあ」

《うん、社会人になったねえ》

　神かみ代しろとベスは不覚にも感動した。

　その後の行軍は順調に進み、神かみ代しろたちは次の宿泊地の街に入った。
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　草原の街はそれほど大きくなかったので、アイシスや近この衛え騎き士したちは、飛ひ燕えんの軍団が用意した駐屯地で過ごすことになる。

　遊牧民のゲルのようなテントがすでに設置されていた。

　ひときわ巨大なテントはアイシスのものだろう。

　カーゴの世話を終えた神かみ代しろたちは、周辺を調べていた。街の城壁は低いものの幾重にも張られており、獣に襲われても対応が可能だろう。さらに近この衛え騎き士し団だんの他にも飛ひ燕えんの軍団が配置されている。

　神かみ代しろたちは石造りの塔に上ってみた。夕日に照らされた草原は金色の海のようだ。

「見晴らしがいいから安心ですね」

　クレイとその風景に見とれていると、リズラザとベスが上ってきた。

「管理人さん、いなかった」

「さすがにいたら怖いよ」

《電報オウム送っておく？》

「下手に会いたいって言うと本当に来るからなあ」

　少し寂しかったが仕方がない。これも仕事だ。

　明日には最初の目的地に着くだろう。国立公園のあるエリアの辺境にエルフの郷があり、そこでアイシスが協定を再確認する。次はドワーフ、その次はミゼット。

　水道橋の街に戻れるのは、少なくとも二週間後となるだろうか。

「それより、街は大丈夫そうか？」

《うん、住人と騎士ぐらいしかいなかったよ》

　ベスがうなずく。神かみ代しろも街をくまなく調べたが怪しい人間はいなかった。もしも魔物がいるとしても神かみ代しろならわかる。召喚者である神かみ代しろは特殊な能力を持っているのだ。

「じゃあ戻ろう」

　塔から降りようとしたとき、城壁の下にいる騎士たちの姿が目に入った。あの鎧よろいは飛ひ燕えんの軍団ではない。タイタンだろうか。この街まで護衛を続けてくれたのか……。

「どうしました？」

「いや、なんでもない」

　クレイに首を振る。顔つきに見覚えがあったので怪しい人間ではないだろう。

《この街、あまり店がなかったよ》

　飯を食いに行きたかったが、数少ない店は騎士たちで満席らしい。

「まあ、仕方がないか」

　神かみ代しろたちは素直に自分たちのテントに戻ることにした。

　アイシスの円形テントの周囲には柵があり、近この衛え騎き士したちが護衛しているのが見える。

　そして距離を置いて、騎士たちのテントが張られている。

　近この衛え騎き士したちのエリアに戻ると、ほとんど人影はない。護衛に回されたか、街の店を探しに行っているのか。

　神かみ代しろたちはテントの前で小さな焚たき火びを作る。

　クレイとリズラザは棒に刺した肉を焼きはじめた。

　そばに座り目を閉じる。

　そうするとなんとなく周囲の人間の動きがわかる。……大丈夫だ、この場所に入ってくる怪しい情報はない。本当ならアイシスのそばで護衛したかったが、そこまでの地位はない。神かみ代しろたちはしょせん派遣なのだ。……さらに感覚を研ぎ澄ませる。

　アイシスのテント方向にセンサーを向ける。先ほどからテントを出入りする人間がいる。

　……女性だ。

「お茶をどうぞ」

　そんな声が聞こえた。アイシスの侍女だ。彼女が護衛をしている近この衛え兵へいたちにお茶を配っている。しばらく観察したが、彼女はテントを出たり入ったりを繰り返していた。

　テントに戻った侍女がまた出てきた。

　彼女は護衛の近この衛え騎き士しの横を素通りし、こちらにくる……。

　神かみ代しろが目を開けると、フード付きマントを羽織った女性が立っていた。

「お茶をどうですか？」

　神かみ代しろは彼女を見て苦笑いした。

「あ、すいません」

　陶器のポットからお茶を注いでもらい、クレイがお礼を言っている。

「とりあえず座って」

　神かみ代しろは周囲から隠すように彼女を座らせる。

「駄目ですよ、そういうことをしたら。……アイシス様」

　神かみ代しろに言われ彼女はフードを取った。銀髪をさらりと流れた。

「よく気づきましたね」

　にこりと笑ったのはアイシスだった。侍女を出入りさせていたのは、護衛の近この衛え兵へいたちを油断させるためだったのだ。今は侍女がアイシスの格好をしてテントにいるはずだ。

「これはあなたたちを試すテストだったのです」

「いや、噓うそですよね」

「噓うそです。ちょっと暇だったので」

　アイシスはいたずらっぽく舌を出した。なんだかその表情を見たことがあったような気がして首を傾かしげる。

《移動大変だったね》

「あ、お肉食べます？」

　ベスとクレイは何な故ぜだかお姫様に対してフラットだ。

「革の鎧よろいよりおいしそう」

　アイシスも自然に笑っている。いつの間にクレイたちはお姫様と仲良くなったのか。

「明日にはエルフの郷につきますね」

「そうね」

　自然に会話に入ったが、アイシスの態度はつれない。

「あそこに行くの、久しぶり」

「出身者がいると安心です」

「まかせて。郷の場所ははっきりと目に焼きついてるから」

　リズラザにもアイシスは笑顔で対応している。他の種族との境界線がないお姫様なのだ。人気が出るのもうなずける。

「私は魔王との戦争の勝利者が人間だけではいけないと思うのです。ただでさえ保守的になっており、さらには召喚者も止まっている……」

　アイシスが言うように、中央教会が燃えてから召喚者は途絶えた。

　だが、それでも国が混乱した様子はなかった。もしかしたら現代文化を吸収しつくし、召喚者の必要がなくなったからではないか？

　逆に邪魔である可能性もある。知識と特殊な能力を持った召喚者は、この国に求められていないとしたら。すでにこの国は魔物を倒す技術と戦力は存在する。だとしたら勇者だけでなく女神さえも……。

　神かみ代しろは思いだした。あの中央教会の火事。あれは魔王サイドの攻撃だと言われた。だが違うとしたら？　国が女神と召喚者を消すために……。

　火の爆はぜる音が聞こえた。何かが焼ける臭いが……。

「……なんだ？」

　神かみ代しろははっと立ち上がる。暗がりの中で真っ赤な炎が見えた。

　テントが燃えている。

　油の焼けた匂いがする。激しい炎が渦巻き立ち上る。

「アイシス様のテント」

　愕がく然ぜんとするクレイの瞳は、炎を映して真っ赤だった。

「なんで……」

「駄目だ！」

　神かみ代しろはテントに走りだそうとしたアイシスを止める。

　あの炎は事故じゃない。アイシスを狙ったものだ。

「入って！」

　神かみ代しろは自分のテントにアイシスを押し込む。

「ベス、様子を見てきてくれ。クレイはカーゴを。リザはアイシス様を」

　アイシスのテント周辺が混乱している。水をかけているようだが火は収まらない。

　放火か。これだけの護衛がいるのに何な故ぜ……。

　どうすればいい？　消火活動に行きたかったが、アイシスから離れるわけにはいかない。

　迷っているとベスが戻ってきた。さすがにベスも焦あせっている。

《アイシス様と侍女の焼死体が発見されたって！》

　テントの中から悲鳴が聞こえたので、神かみ代しろは中に駆け込む。

「二人が……」

　侍女の焼死を知ってアイシスが取り乱している。

「落ち着いて」

　神かみ代しろはきつくアイシスを抱きしめた。

「俺の目を見てください。大丈夫です」

　だが混乱するアイシスは悲鳴を上げる。声を聞かれてはまずい。

　神かみ代しろはアイシスの口を自分の口で塞いだ。抗あらがうアイシスの体から力が抜けていく。

　彼女には悪いがこれは不幸中の幸いだ。アイシスは守られたのだ。

　しかし問題がある。……誰が犯人だ？

「落ち着け」

　……能力で周囲を探れ。不可解な動きをしている人間を見つけろ。

　パニックになりながら消火活動をしている近この衛え騎き士したちの声と気配。だが、他の騎士たちの動きはおかしい。それほどに乱れている様子がない。

　そのとき、こちらに走ってくる誰かの気配を感じた。

　……見つかったか？

　神かみ代しろはアイシスをリズラザに任せ剣を握る。

　自分はアイシスを守る近この衛え騎き士しだ。刺し違えても守ってやる……。

　がばっとテントが開いた。

　そこに立っていたのは呼吸を乱す隊長のシェリーだった。

　シェリーは神かみ代しろとアイシスに気づくと剣を抜いた。

　神かみ代しろはアイシスの前に立ちはだかり剣を構える。

　数秒だけ二人は向かい合い、視線をぶつける。

「……あなたが守ってくれたのね」

　シェリーは小さく息を吐いて剣を下げた。

「守ったというより、偶然ですが」

「侍女があなたのテントに向かったのを見た。そして悲鳴が聞こえたから、もしかしたらと思ったの」

　神かみ代しろも剣を下げる。シェリーは敵じゃなかった。

「どうすれば？」

　神かみ代しろは指示を仰いだ。

「まずはスパイを見つける必要がある。でないと動けない」

「スパイは全員です」

　神かみ代しろははっきりと言った。アイシスは国の保守派に切り捨てられたのだ。でなければあんなことにならない。そして表面上は慌てている騎士たちだが、混乱していない。

　近この衛え騎き士したちは信頼できるかもしれないが、それでも……。

「そんなことが……」

　シェリーは首を振ったが、すぐにその冷酷な事実を受け入れた。

「神かみ代しろ、アイシス様を連れて逃げなさい」

「どこに？」

「中央よ。そこに逃げるしかない」

　中央とは王室のある都市の総称だ。

「隊長は？」

「まだアイシス様が生きていることは漏れていない。私たちはここであなたたちが逃げる時間を稼いで、あとから追いかける」

「俺でいいんですか？」

　シェリーは神かみ代しろたちがスパイだと思っていないのか。

「ずっとあなたたちを観察していた。信用できるし、するしかない」

　シェリーも切羽詰まっているのだ。

「だから二度目もアイシス様を助けてあげなさい」

　神かみ代しろはすでに準備を始めていた。アイシスに近この衛え騎き士しのマントとフードを被かぶらせる。逃げるという選択も考慮し、すでにクレイにカーゴの準備に向かわせている。

「頼んだわ。失敗したら、私はあなたを殺して自分も死ぬわ」

「わかりました」

　やるしかなかった。アイシスを連れて逃げきるしかない。

「ゆっくりでいい。絶対に慌てるそぶりを見せないで」

　シェリーに促され、神かみ代しろはアイシスとリズラザとテントの外に出る。

　外は大混乱だ。火は消えるどころか周囲のテントに燃え移り、怒号が飛び交っている。

　……いい感じだ。この乱れた状況なら逃げだせる。

「行きなさい」

　シェリーは神かみ代しろたちに背を向け走り、怒号を上げた。

「何をやっているの、火を消しなさい！」

「行こう」

　神かみ代しろは震えるアイシスの手を引いて進む。

「もう少し顔を上げたほうが自然です。ベスはフードの中に」

　発光するベスは、リズラザのフードの中に潜り込んだ。厩きゆう舎しやではすでにクレイがカーゴの準備を終えていた。火を見てか厩きゆう舎しやのカーゴたちは脅おびえている。

「逃げる準備ならできてます」

　クレイは武器以外のすべての荷物を降ろしていた。

「急いで中央まで戻る。アイシス様は運転は？」

「できます」

　だったら三羽のカーゴで行くべきか。だが、他のカーゴの足には鉄の輪がついている。盗難防止の細工だ。

「二人ずつ乗って戻る。アイシス様はクレイのカーゴに」

　行きにジャッカルがいたように戦闘の可能性はある。だとしたら戦う神かみ代しろはアイシスと別のカーゴがいい。

「もしも何かあったら迷わず進むんだぞ」

　神かみ代しろはアイシスをカーゴに乗せ、前に座るクレイに耳打ちした。

「リザは俺とだ」

　神かみ代しろはリズラザとカーゴに乗り、物陰に隠れるようにしてカーゴを歩かせる。

　テントの張られた駐屯地を抜け、城壁沿いに移動する。

「あっちに、城壁の崩れてるところがあったはずです」

　クレイに誘導されその場所に向かう。

「ゆっくりでいいぞ」

　神かみ代しろは背後を確認する。大丈夫だ、誰にも気づかれていない……。

　崩れた城壁を飛び越え街の外に出る。

「慎重に走ろう」

　今日は雲が多く月明かりが薄い。あまりスピードを出せないかもしれない。

　それでも二羽のカーゴは歩調を合わせて走りだす。

「夜に強い魔法があるの」

　前に座るリズラザが囁ささやいた。

「闇に脅おびえず身をゆだねて……」

　リズラザがぶつぶつと詠唱している。しばらくすると視界がぼんやりと明るくなった。

「もう少しスピードを出そう。俺の後ろをついてきて」

　視界を確保した神かみ代しろは前に出る。見つからずに逃げだせたようだ。それは召喚者としての神かみ代しろの能力が大きい。周辺の情報を感知できる特殊な能力だ。

《後ろ》

　リズラザのフードからベスが顔を出す。

　振り返ると背後にいくつもの光点が動いている。

「……追手か？」

　神かみ代しろたちが街から逃げたことに気づいたのか？　それとも近この衛え騎き士したちならば合流したいところだが……。

「あのカンテラはタイタンの軍団の装備です」

　後ろを走るアイシスが言った。

　……タイタンの軍団？　なんであの軍団があの街にいたのだ？　何よりも逃げだした神かみ代しろたちにどうやって気づいたのか。

「召喚者には特殊な能力がある」

　リズラザの言葉にはっとした。

「勇者か」

　すべてが高レベルの勇者の能力だ。ということはタイタンの勇者があの中にいる。神かみ代しろよりも高レベルのサーチ能力を使って、アイシスの逃走を察知したのだ。

《追ってくる時点で敵ってことだよね》

　数はどのくらいだ？　十から二十か……。

「なんで勇者が追ってくるんです？」

　アイシスの前に乗るクレイが叫ぶ。

「敵が中にいたってことだろ。他種族との融和をしてもらっては困る人間がいる。そしてそいつは勇者を取り込み利用できるほどの力を持っている」

　ちらりと振り返ると、アイシスは真っ青だった。

「すいません」

「……いえ、それはきっと本当のこと。女神の教会を燃やしたのも、カリオペが襲われたのも同じ意志でしょう」

　彼女も以前からその事実に気づいていたようだ。それでも強い意志を持って融和を望んだ。

　そんな彼女を──守らねば。

　……そうだ、自分はアイシス姫を守る近この衛え騎き士しの一員なのだ。

《距離が詰まってる》

　ベスが警告する。

　神かみ代しろは意識を集中する。正確な敵の情報を知りたい。

　……数は十八騎。

　陣形の中心がタイタンの勇者か？

　そして速度を上げた斥候の五騎がこちらに迫ってくる。

「俺の前に出てください」

　アイシスはクレイを前に乗せ、手綱を操っている。

「どうしますか？」

「交戦します」

　こちらに有利な情報がいくつかある。その一つは神かみ代しろだ。追跡者たちはこちらに召喚者がいることを知らない。勇者を保持する自分たちだけが情報を独占していると勘違いしている。

　だからこそ先制攻撃で少しでも戦力を削る必要がある。

「でも、敵じゃないかもしれませんよ。たとえばアイシス様をさらった犯人と勘違いして追ってきているとか」

　クレイはまだ懐疑的だ。

「事実としてテントは燃えた。そしてこの素早い追撃。二つは必ず繫つながっている」

　やるしかなかった。たとえ勝てなくても時間を稼がねばならない。

　雲から月が出てふっと周囲が明るくなる。

　振り返ると斥候の五騎が肉眼でも確認できた。向こうにも気づかれたかもしれない。

「クレイ、それを貸してくれ」

　神かみ代しろはクレイからボウガンを受け取った。

「俺に何かあっても戻ってくるなよ。中央に戻ればなんとかなる」

「何かあることは許しませんよ」

　アイシスは神かみ代しろを見た。

「あなたは私の騎士です。最後まで守り切る契約があるのです」

「わかりました」

　神かみ代しろはアイシスに一礼した。体がぶるっと震えた。神かみ代しろは大規模交戦で学んだことがある。それは相手も剣を持っているということだ。相手に向ける殺意は自分にも跳ね返ってくる。

　そして今回の相手は人間だ。たとえ異世界でも人間を傷つけることが怖い。

「落ち着いて」

　リズラザのささやきが聞こえた。

「あなたには女神の加護を感じる。だからきっと大丈夫」

「カーゴを反対向きに乗りながらかっこいいこと言いやがって」

　神かみ代しろは苦笑いした。リズラザはこの乗り方が一番安定しているようだ。

「ごめんなリザを巻き込んで」

「平気。だって、私は近この衛え騎き士しの一員だから」

　リズラザはくすっと笑った。彼女の体を抱きしめていると震えも止まった。

　そのとき月が雲に隠れてふっと暗くなった。

「ベスはクレイのほうに」

　神かみ代しろはベスを飛ばせ、ボンゴレの速度を落とす。

　斥候はベスの光を発見し、距離を縮めようと速度を上げる。

　先制攻撃ができるのは一回だけだ。そして攻撃には様々なリスクがある。クレイの言うようにもしも彼らに悪意がなかったら、軍団に剣を向けた神かみ代しろは処罰される。また悪意があったとしても、相手に戦闘の意思があるとアピールしてしまう。

　……やるしかない。

　すでに人が死んでいる。甘ったれた考えは捨てろ。

　斥候のカーゴの足音が迫る。

　神かみ代しろは揺れるカーゴの上でボウガンを構えた。相手の距離と射程距離を計算する。情報という魔力が神かみ代しろに流れ込んでくる。

　雲間から月が顔をのぞかせ、一瞬だけ明るくなる。

　その瞬間、神かみ代しろはボウガンのボルトを放っていた。

　甲高い声が響いて騎士を乗せたカーゴが転倒した。ボルトはカーゴの体に突き刺さった。

　残りの四人の斥候は一斉に抜刀する。対応が早い。やはり初めから戦う気だった。タイタンの騎士たちはアイシスを追跡し、殺しに来たのだ。

　次のボルトを用意している暇はない。神かみ代しろはボウガンをリズラザに預けると抜刀する。

　四騎が散開する。演習を繰り返しているだけあり無駄のない動きだった。

　神かみ代しろは左側に回られないよう動いたが、それを察知した一騎が進行方向に割り込んでくる。

　激突しそうになったが、手綱を操りなんとか回避する。騎士たちの乗るカーゴは神かみ代しろのボンゴレより一回り近く大きい。優秀な血統のカーゴなのだ。

　それでもボンゴレは小柄なぶんだけ小回りが利きく。囲まれることだけは避けねばならない。

「後ろ」

　リズラザの声に振り向くと、一騎が右後方から迫ってくる。こちらに向ける剣先が月明かりに妖しく光っていた。ついに横に並ばれ、騎士が剣を振り下ろす。

「わっ」

　リズラザが悲鳴を上げたが、神かみ代しろはその一撃を剣で受け止めていた。

「女か……」

　騎士は女性だった。タイタンの勇者の親衛隊だ。

　やはり勇者は異性を引き込む能力を持っている。彼女たちは勇者の手足として使われているのだ。

　剣けん戟げきを響かせながら、二つのカーゴはバランスを崩しながらも並走する。騎士は剣を振りながらもボンゴレを蹴りつける。

　バランスを崩した神かみ代しろはダッチロールするように迷走した。

「つかまって！」

　迷走したボンゴレは、別のカーゴとぶつかりそうになる。手綱を操り、神かみ代しろはそのカーゴの横をぎりぎりですり抜ける。

　同時にどさっと騎士が落ちる。すれ違いざまに神かみ代しろの剣が騎士の腹部を斬った。

　神かみ代しろは額に生温かさを感じた。触れてみるとどろっとした血が流れている。風に髪が飛んでいく。相手の剣が額にかすりウイッグを斬ったようだ。

　どうにか神かみ代しろはバランスを立て直し、主人を落としたまま走るカーゴに突っ込み、剣で殴りつけた。驚いたカーゴが暴れながらジャンプし、神かみ代しろの背後に迫る騎兵と衝突する。

　目まぐるしい動きに視界がぐるぐると回る。カーゴの鳴き声と騎士の怒号、血の匂いと乱れる息遣い。混濁した情報の中で神かみ代しろは剣を握りなおす。

　初めて人間を斬って体が震えていた。だが異様に熱い。まるで血が沸騰したかのように熱を発している。これは戦闘の熱だ。殺し合いの熱狂だ。

　ドスンとカーゴ同士がぶつかった。

　ボンゴレが騎兵の体当たりでバランスを崩してしまい、神かみ代しろは必死で手綱をコントロールする。こちらより一回り大きなカーゴはすぐに体勢を立て直し、騎士が剣を構えた。レイピアのような細身の長剣だ。

　神かみ代しろも構えたがタイミングが遅れた。それでも突き出された剣に合わせて剣をスイングした。

　鋭利な音が響き、光が頭上を飛んでいく。

　それは月明かりを反射する折れた剣先だった。

　神かみ代しろの銅の剣は相手の細身の剣を折り、装甲の薄い騎士の脇腹を斬っていた。

　うめき声をあげて、騎士がカーゴからずり落ちる。

　……これで四騎。

　残りの一騎はどこだ？　戦いで混濁する情報の中で最後の一騎を見失ってしまった。それは戦場ではあってはならないことだった。

　振り向いた神かみ代しろは絶望する。

　最後の一騎は神かみ代しろの背後につき、すでにボウガンの照準をつけていた。

　狙われているのは神かみ代しろの無防備な背中だ。

　戦場では自分だけが剣を持っているのではない。一瞬でも隙を見せた者は死ぬ。間抜けな人間に決して次はない……。

　耳元で声が聞こえた。

　と、ほぼ同時に最後の騎士のカーゴがクラッシュした。

　まるで見えない壁にぶつかったかのように激しく転倒した。

　耳元の声はリズラザの詠唱だった。彼女が魔法で見えない力場を作ったのだ。

「リザ、助かった」

　神かみ代しろは一息ついて周囲を確認する。他に斥候はいない。主人を落としたカーゴが明後日あさつての方角に走り去っていくのが見えた。

「血が出てる」

　リズラザが神かみ代しろの額を押さえている。

「なあ、俺の頭は大丈夫か？　脳みそが出てるとかない？」

　今頃になって頭がずきずきする。さっきまで戦いの興奮が鎮静剤になっていた。

「傷を治す魔法とかないの？」

「……舐なめとけば治る」

「それって根性論的なやつじゃん」

　リズラザが神かみ代しろの傷をペロッと舐なめ、すこしぞくりとした。

「と思ったら、意外に傷が深かった」

　リズラザの口は生肉を食べたように真っ赤だった。

「とりあえず合流しよう」

　神かみ代しろはカーゴの速度を上げる。まだ終わったわけではない。たった五騎の斥候を倒しただけなのだ。そしてあちらに勇者がいるなら、今の戦いは筒抜けだ。

　こちらの意思を確認して、次は全力で来るはずだ。

　ベスの光を目印にカーゴを走らせる。

《戻ってきたみたい》

　ベスがこっちに気づいて手を振っている。

「無事でしたか……わっ」

　横に並んだ神かみ代しろたちを見て、アイシスが悲鳴を上げる。

「口で敵を引きちぎったの？」

　リズラザの真っ赤な口に驚いたらしい。

「ちょっとだけ怪け我がをしちゃいましてね」

　神かみ代しろはクレイにボウガンを返しながら言う。

「医療品だけは持ってきたのでどうぞ」

　クレイが小さな袋をリズラザに渡している。

「タイタンの勇者の親衛隊でした」

　神かみ代しろはリズラザの治療を受けながらアイシスに言う。

「そうですか」

　アイシスは察していた様子だ。

　そのまましばらく並走して走ると、再びアイシスが口を開いた。

「おそらく母でしょう。タイタンの旗の勇者と近づいていましたから」

「でも、お母さんが娘を……」

　クレイが困惑している。

「私は三女とされていますが落とし子です。母とは血が繫つながっていません。そして本当の母はどこの誰かもわかりません」

　こんな場所で大きなスキャンダルを聞いてしまった。

「親衛隊のカーゴはセルビア血統です。体も大きくスタミナもある。でも、スピードならこちらが上なのでしばらく逃げられそうです」

　セルビアとは有名な種しゆ牡ぼカーゴだ。

「ドワーフに誘われたカーゴレースで血統を重視して賭けましてね。意外に俺はカーゴの血統に詳しいんですよ」

《その割には負けてばっかりだけどね》

「お気遣いなく。政治は血なまぐさいものですから」

　アイシスは雑談を切って捨てた。すでに現実を受け入れている。

「そして私は目的のために尽力します。そのためには死ぬわけにはいきません」

　彼女を前に神かみ代しろは決意する。今回の仕事は失敗できない。

　月の位置が下がっている。もうすぐ夜が明ける。

《また追いつかれてるよ》

　背後を見ると揺れるカンテラの灯あかりが見えた。スピードを上げて引き離したつもりだったが、またも距離を詰められていた。

　カーゴがゼイゼイと息をしている。走りどおしでばてているようだ。

　昨日の日中も走りどおしだったのだ。体力が回復できていない。

　このままでは中央都市に戻れない。

　クレイをこちらのカーゴに移し、アイシスを先に走らせるべきか？

《敵と戦ってカーゴを奪うのは？》

「さすがに次は全員で来るだろ」

　アイシスを守るために様々な行動を考えねばならない。最善なのは近この衛え兵へいたちと合流することだ。シェリーは追ってくると言っていた。

「夜が明けそう」

　リズラザが東の空を指さす。

　藍色の空にわずかに赤みがかかっている。もうすぐ夜明けだ。

「くそっ」

　どんどんカンテラの灯あかりが迫ってくる。

　このままでは追いつかれてしまう。どうすればいい……。

「ロシャンに向かおう」

　神かみ代しろは決断した。ロシャンの街なら追いつかれる前に到達できる。

「街中で戦うんですか？」

「ロシャンでカーゴを奪う」

　ロシャンは有名なカーゴレース場がある。ゆえに優秀なカーゴがいるはずだ。

　そのカーゴに乗り換え中央都市まで一気に走る。

《袋のネズミになるかもよ》

「その可能性はある」

　だが街では派手に暴れることは不可能だ。住人に紛れれば追手を撒けるかもしれない。

「あなたの指示に従います」

　アイシスはきっぱりと言った。

「……よし、行こう」

　二羽のカーゴは大きく左折してロシャンの街へと向かった。




　　　　＊




　しばらく走ると、街の輪郭が見えた。

　遠くに見える山さん稜りようから太陽が見えた。ついに夜が明けた。

　振り向くとすでにはっきりと追手の姿が見えた。黒いマントを羽織っているが、明らかにタイタンの勇者と親衛隊だ。

　このままアイシスが殺された場合、運が良ければ神かみ代しろも殺される。運が悪ければ捕まり、アイシス殺害の実行犯として拷問を受けることに……。

「神かみ代しろさん、もうカーゴが」

　クレイの声にカーゴを見ると、二羽は口から舌を出している。もう危険な状況だ。もしかしたらもうボンゴレは二度と走れないかもしれない。

　周辺の草原で野草を摘んでいる老人がいる。目の前の川にかかる橋を渡れば街だ。

　カーゴの足ががくがくと揺れている。

　突然、クレイとアイシスを乗せたカーゴがバランスを崩して転倒する。

「捕まって！」

　神かみ代しろはリズラザを抱きしめると、ボンゴレから飛び降りて草原に転がる。

　見るとアイシスはクレイを抱えて転がっていた。怪け我がはなさそうだが、乗っていたカーゴは泡を吹いて倒れている。

「ボンゴレは行け！」

　神かみ代しろはボンゴレの尻尾を叩たたいて逃がしてやる。

「怪け我がは？」

　アイシスとクレイが首を振る。

「じゃあ走って」

　四人は街に向かって走りだす。ずっとカーゴに乗っていたのでうまく走れない。まるで空中を走っているかのようにもどかしい。

　すでに追手はすぐそこまで迫っていた。親衛隊の一人がボウガンを構えているのが見えた。

「急いで！」

　神かみ代しろはアイシスを押すようにして走る。

「……あっ」

「ん？」

　バランスを崩した神かみ代しろに気づいてリズラザが振り向く。

「いや、いいから振り返らないで」

　ロシャンの裏門は巨大な木々がゲートになっている。

　そこを潜くぐり抜ぬけると道の横に石段がある。四人はそこを駆け上がる。とにかく狭く複雑な路地に……。

　振り返ると親衛隊たちは二手に分かれていた。街中にカーゴを走らせる者。そしてカーゴから降りて神かみ代しろたちを追う者。

　石段を上がると、細い路地と階段が複雑に続いている。四人は必死に走った。石造りの建物の間を全力で走り抜ける。

《わあ、こんな早くからバザーがやってる》

　しばらく走ると細い路地に出た。その場所は朝のバザーがあるらしく、すでに準備が始まっていた。この街のバザーは活気がある。売り物も食べ物から古い食器や衣料品まで。

　街の人間に助けを求めるべきか？　いや、バザーの老人たちにはなんの力もない。騒ぎを起こさず逃げることが先決だ。

「……少し歩こう」

　アイシスの息が乱れていた。夜通しカーゴを操っていたので疲労している。

「クレイ、金持ってる？」

「少しなら」

「カーゴレース予想新聞を一部買ってくれ」

「こんなときに何を言ってるんです？」

「い、いいから頼む」

　クレイは持っていた金を投げるように渡して、予想新聞を一部ひったくった。

「カーゴ予想新聞で速いカーゴを調べて、奪うのね」

　アイシスが感心している。

「いや、違うんだ」

　神かみ代しろはカーゴの予想新聞で手をぬぐう。先ほどからだらだらと腕を伝って血が流れている。

「ベス。俺の勘違いならいいんだけど、右肩がどうなっているか見てくれ。そして俺を動揺させないように伝えてほしいんだ」

《右肩なら、ボルトがぶっ刺さってるよ》

　ベスが冷酷に言った。

「うわああ、なんで黙ってたんです」

　クレイが悲鳴を上げる。先ほど逃げるときにボウガンのボルトを受けたのだ。痛みを感じたが認めたくないために無視していた。

「肩に矢が刺さるってさ、俺の世界では絶望的なダメージなんだ」

《それはこっちの世界も同じだよ》

「大丈夫、あなたには女神の加護がある」

　リズラザはやけっぱちな慰めをしてくれる。そこまで女神に背負わせていいのか？

　神かみ代しろは騒ぎにならないよう、予想新聞で血を受け止めバザーを歩く。

「ギルドに行こうか？　この街にも冒険者がいるはずよ」

　アイシスも焦あせったように神かみ代しろの傷を布で押さえる。

「冒険者はまずいでしょ」

　冒険者がアイシスを知っているとは思わない。それに戦闘になった場合、タイタンの軍団側につく可能性が高い。

「でも、この傷じゃ中央まで戻れないわ」

「君だけが戻れればいいんだ」

　焦あせりと痛みから神かみ代しろの口調も乱暴になってしまう。血をぬぐった予想新聞を見る。

　今日のレースのオッズ一覧、短距離はズブロッカの血統が三連勝、水道橋のカーゴレースも購入可能、予想屋のドワーフのヴェルグはアイボリー血統を推しているもよう……。

　……あいつ、こんなアルバイトをやっていたのか。

　歩きながら購入した古着で、アイシスを変装させる。無駄だろうがやらないよりはマシだ。

　さらにアイシスが着ていたマントをリズラザに着せた。少しはこれが煙幕になるか。

「そのままゆっくり歩いていって」

　神かみ代しろはアイシスをバザーの人混みの中に紛れ込ませる。

「ベスはアイシスを誘導して。クレイは距離を置いて守って。できそうならカーゴを手に入れて街から脱出するんだ」

　神かみ代しろはアイシスとクレイと別行動をとることにした。

「走るぞ」

　神かみ代しろは変装させたリズラザの手を引き、バザーから外れる。神かみ代しろの能力で追跡者が迫ってくることを察知していた。その数は三人で勇者は含まれていない。

　二人は階段を上って建物の上に出る。

　この街は三階ほどの石造りの直方体が密集して並んでいるので、屋上を飛び移れる。この街の住人も急いでいるときは、屋上伝いに移動するらしい。

「食いついた」

　振り返ると追手も上ってきた。

　背を向けて神かみ代しろとリズラザは屋根伝いに逃げる。

「ジャンプするぞ」

　リズラザの手を取り次の屋上に飛び移る。

「そのまま進んで」

　神かみ代しろはリズラザの背中を押し、踵きびすを返かえして剣を抜く。

　屋上にいた親衛隊の騎士も剣を抜き、お互いの剣が交差して火花が散った。

　そうだ戦え、魔物に比べれば大したことはない……。

　そのままつばぜり合いに持ち込み、強引に押し込んで屋上から突き落とす。さらに背後からの攻撃を察知し寸前で避ける。が、足払いを受けて尻餅をついてしまった。

　のしかかられ首筋に剣を突きつけられたが、神かみ代しろはその力にあらがわず、巴ともえ投なげで強引に投げた。その体は階下の石畳に叩たたきつけられる。

　やはり親衛隊は女性で構成されているようだ。

　立ち上がって顔をしかめる。親衛隊のひとりがマントを羽織ったリズラザに向かっている。

　リズラザも必死に逃げているが、やはり動きがのろい。すぐに追いつかれてマントをつかまれる。

　神かみ代しろは屋上を飛び移りながら追いかける。リズラザはマントをはぎ取られ転んでいる。アイシスでないことを確認して騎士が剣で突き刺そうとした寸前、神かみ代しろのタックルが間に合った。

　体当たりを受けた騎士は、のけぞるようにして吹っ飛んだ。

「すごい威力」

　へたり込むリズラザがつぶやく。タイミングが良かったのか、面白いように吹っ飛んだ騎士は、隣の建物の壁に衝突してから地面に落ちた。

「んん……」

　右腕が真っ赤だった。出血がひどい。

「血を止めないと」

「そんな暇はなかった」

　神かみ代しろは立ち上がる。遠くでベスが合図を送ってきている。見ると路地を走るアイシスが見え、それを親衛隊が追走している。見つかってしまった。

　神かみ代しろは屋上を飛び移って急ぐ。まっすぐ走れるぶんこっちのほうが速い。

　すでに親衛隊は剣を向けている。確認もせずに殺す気だ。

　逃げるアイシスは袋ふくろ小路こうじに入ってしまった。建物の扉に手をかけるが開かない。引き返そうとしたが、すぐに二人の騎士に阻はばまれる。

　二人の騎士がアイシスに距離を詰めた瞬間、神かみ代しろは屋上からダイブしていた。

　下敷きになった騎士は地面に叩たたきつけられ、もう一人もバランスを崩して転倒する。だが体勢を立て直すのが神かみ代しろより一瞬だけ早かった。

　神かみ代しろの首筋を狙って剣を突き刺そうとした瞬間、のけぞるようにして倒れる。見ると彼女の足にボルトが刺さっている。

「クレイ！」

　ボウガンを構えるクレイがいた。

《気をつけて！　コロッセオの猛獣が逃げたみたい》

　ベスが頭上を旋回している。

「猛獣？」

　街中で悲鳴が聞こえている。混乱しているのがうかがえた。

《魔物もいる。ハウンドがこっちに向かってるから気をつけて》

　ハウンドだと？　なんで魔物がこの街にいる。

　……そうだ、タイタンの勇者だ。あの大規模交戦で魔物を持ち帰ったとされている。そしてそれがこの街にいるのだ。

　魔物を放ったのも勇者だ。混乱に乗じてアイシスを殺す気だ。

「屋上に出よう」

　神かみ代しろはそばの建物の扉を蹴り破る。

「早く」

　神かみ代しろは呼吸を乱すアイシスを建物の中に押し込む。

「うおっ、なんだ！」

　建物の一階にはベッドがあり、裸の男女が寝ていた。

「気にしないで続けて」

　神かみ代しろは男に言い、内階段をアイシスたちと駆け上がる。

　再び屋上に出ると、街の混乱した声が耳に入る。遠くに巨象が見えた。あれはコロッセオから逃げだした猛獣だ。

《あ、リザ》

　振り向くと少し離れた屋根でリズラザが呆ぼう然ぜんとしているのが見えた。次の建物との距離があってジャンプをためらっている。その後ろに追いかけてくる親衛隊の姿がある。

「先に逃げてて。コロッセオのほうに」

　これを利用するしかない。この混乱の中ならカーゴを盗める。

　神かみ代しろは建物を飛び移りながらリズラザに向かう。

「ジャンプしろ、大丈夫だから」

　リズラザは通りを挟んだ向こう側の建物だ。

　しばらく迷っていたリズラザだが、意を決してジャンプした。

　当然のように届かなかったが、リズラザの伸ばした手をどうにかキャッチする。

「あっ」

　ずきんと神かみ代しろの右肩に痛みが走った。さらに手を濡ぬらしていた血でずるっと滑る。

　リズラザが腰から下の石畳に落ちてしまった。

「ベス、誘導してやってくれ」

　階下ではリズラザが痛そうに腰をさすっている。

《早く立ちなって》

　ベスがパタパタとリズラザに飛んでいく。

　そんな間に神かみ代しろは囲まれていた。

　……四人。

　この人数なら大丈夫だと思った。自分には特殊な能力がある。ハウンドやサイクロプスを倒したような力だ。

　飛び掛かってきた騎士にカウンターで剣を合わせて吹っ飛ばす。さらに背後から迫っていた騎士の剣を避けながら足払いをして転ばせる。倒れた騎士の体に剣を突きつけ魔力を流すイメージを送る。騎士は痺しびれたように痙けい攣れんした。

　残りは二人。

　放ったボウガンのボルトを予測し避ける。剣を構える間もなく神かみ代しろは体当たりをして屋上から突き落とした。

　そうだ、これは勇者のような自分の能力……。

　最後の一人の騎士の動きも予測できる。相手がどうやって動くか情報が魔力として入ってくる。神かみ代しろは相手の剣を避けて、装甲の薄い肩の下に剣を突きたてる──。

「あぐっ」

　何が起きたかわからなかった。

　屋上から吹っ飛び、階下の石畳に体を叩たたきつけられて、やっと蹴られたことに気づいた。

　……なんで自分の攻撃が避けられてしまった？

　それでも神かみ代しろは必死に立ち上がり、剣を握りながら路地を進む。

　アイシスを守らなければ……。

　路地を進むと小さな広場に出た。

　噴水があるその広場は閑散としていた。噴水はこのエリアに水を送る円筒分水だ。

　広場に入った神かみ代しろの前に、すたんと騎士が舞い降りた。

　先ほど神かみ代しろを蹴った騎士が追ってきたようだ。

「アイシス姫の近この衛え騎き士しかい？」

　声は男のものだった。彼はフードを取ってみせた。

「……タイタンの勇者」

　神かみ代しろの目の前にいたのは勇者だ。

　攻撃が通じなかった理由はシンプルだ。神かみ代しろよりも高レベルの能力を持っていたからだ。

「君は魔法剣士だね。なかなか、強い」

　彼はこんな状況で笑顔を見せている。

「なんでアイシスを狙った？」

「依頼主がいるからだよ」

「王妃か？」

　そう言うと、勇者は少し驚いた顔をした。

「君は知らないほうがいいよ」

「だとしたら利用されている。使い捨てられるぞ。お前だけじゃない、この世界の勇者すべてが切り捨てられる」

　神かみ代しろの警告を勇者は一笑に付した。

「利用しているのは僕だよ。せっかくこの異世界に来たんだ。勇者なんかで満足しない。僕は自分の国を持つ」

　王妃すらも利用していると言っている。だが違う。おそらく逆だ。力を持ちすぎた人間は利用されていることに気づかない。

　神かみ代しろはそれ以上の議論をあきらめ剣を構えた。

「そんな安物の剣じゃ無理だよ」

　勇者が構えたのは銀色に光る剣だ。

「これは魔王を傷つけた聖なる剣とされている。強大な敵の血はそのまま魔力となる。強い敵を傷つけたという情報が魔力として付与されるんだ」

　視界が揺れている。出血で意識が途切れそうだった。

　それでも一撃は入れないと気が済まなかった。この異世界に汚れた欲望を持ち込んだこの男に一いつ矢し報いたい。

　神かみ代しろは剣を振りかぶる。たとえ死んでも華々しく散ってやる。

　振りかぶった神かみ代しろの剣がギラっと光る。

　一足飛びに距離を詰めて神かみ代しろは剣を振り下ろした。受け止めた勇者の剣と激しくぶつかり、まばゆい光が散った。

「ああっ……」

　神かみ代しろは剣を落として、その場で膝をついた。もう右腕の感覚がなかった。

「……え？」

　その声は勇者のものだ。カツーンという音に視線を向けると、折れた剣先が転がっていた。それは勇者の持っていた聖なる剣だった。

　理由はわからないが、神かみ代しろの剣が勇者の聖なる剣をへし折ったのだ。

「なんてことだ」

　勇者の視線に怒りはない。しばらく神かみ代しろを見下ろしていたが、声をかける。

「これは君の力か？　もしも僕のために力を使うなら、命は助けるよ。僕と一緒に新しい世界を作る気があるのなら……」

　勇者の目を見て神かみ代しろは妙な気分になった。魔力を感じる。

　……テンプテーションだ。

　勇者が異性を誘惑するスキル。親衛隊はこの能力で勇者に隷属したのだ。

　神かみ代しろは勇者の目を見たままゆらっと立ち上がる。

「僕は能力の高い味方を集めているんだ。そして自分の国を作る」

　勇者は笑顔で手を差し出している。強烈な魔力に神かみ代しろは頭をくらくらとさせながら勇者に近づいていく。

「僕の手を握るんだ。そうすることで契約となる」

　勇者を見て思った。この人間は向こうの世界でもすべてがうまくいっていたのだろう。だからこんな表情ができるのだ。

　神かみ代しろとは逆だ。東京ではただ生活だけに追われていた。

　だがこの世界では努力した。ただ能力を与えられた勇者とは違う。

　だからこそ勇者に言ってやる。

　──異世界をなめるな。

　神かみ代しろは手を握るふりをして、左手で肩のボルトを引き抜き勇者の手に突き刺した。

「ぎゃあああ！」

　勇者が甲高い悲鳴を上げる。

「男にそれが効くわけないだろ」

　神かみ代しろは被かぶっていたウイッグを投げ捨てた。

　そして歯を食いしばって右こぶしを握ると、勇者の顔面に打ち込んだ。さらに頭突きで勇者の歯をへし折ると、そのままタックルをして押し倒す。

　態勢を立て直しかけた勇者だが、タックルで石畳に激しく叩たたきつけられた。

「や、やめ……」

　神かみ代しろはそのままマウントポジションをとると、左右のこぶしで顔面を殴る。殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る……。

　折れた歯が神かみ代しろのこぶしに突き刺さる。それでも止めない。

　右腕の感覚がなくなったので、今度は左の肘を振り下ろす。

「やめて、くれ……」

　ごほっと勇者が血を吐いて懇願した。

　神かみ代しろも殴る力が残っておらず、よろよろと立ち上がった。これは自分の世界から持ち込まれたバグだ。たまたま手に入れた能力で、異世界を欲望のままに支配しようとしたくだらない人間をこの世界から消してやる。

　神かみ代しろは自分の剣を探した。剣はどこだ？　剣で止めを……。

「……立たせろ」

　背後から勇者の声が聞こえた。

「もうすぐ、僕の親衛隊が来る。この状態を見たらお前を殺すだろう」

　神かみ代しろは血の混じった息を吐いて勇者を見る。

「僕を立たせろ。僕は親衛隊に無様なところを見せるわけにはいかない」

　勇者の顔は血と涙でぐしゃぐしゃだった。

「……約束する。絶対にお前は見逃してやる。だから立たせるんだ。もうすぐ親衛隊が来る。アイシスを殺して戻ってくる」

　石畳を走る足音が聞こえた。

　神かみ代しろにはもう親衛隊と戦う力は残っていなかった。

「立たせたら、約束を守るのか？」

「約束する。絶対に守る、から……」

　意識が途切れそうだった。

　アイシスはどうなった？　クレイとリズラザは？

　石畳を走る足音が近づいてくる。

　神かみ代しろはただ、その場に突っ立ってそれを待った。

「神かみ代しろさん！」

　広場に走り込んできたのはアイシスだった。

「近寄らないで！」

　声は勇者だった。自力で上半身を起こした勇者がアイシスを見ている。

「僕は勇者です。そしてこいつがアイシス姫を狙った犯人です。近この衛え騎き士しに交じったスパイです」

　血を垂れ流しながら勇者が言った。

「そんなこと……」

　そんなことはありえない。アイシスが戯たわ言ごとに耳を貸すわけがない。

　だが、勇者の目的は別にあった。勇者の魔力は残っている。

「こっちに来てください。僕のほうへ……」

　勇者の目が妖しく光っている。テンプテーション能力だ。

　アイシスは勇者を見てくすっと笑った。

「そんなわけないでしょ。私の勇者はただ一人だもの」

　アイシスは神かみ代しろに向き直る。

「またあなたに助けられたね」

　神かみ代しろは彼女の笑みをどこで見たのか、やっと思いだした。

「なんで、効かない……」

「ミサキが言ってた、勇者のテンプテーション能力？」

　アイシスは冷めた目で勇者を見下ろす。

「効くわけないじゃない。だって私は、もう別の人に魅了されているのだから」

　くらくらする頭で考える。王室の姫君は対策として魔法でもかけているのか。

　……とにかくこれで勇者の持つカードはなくなった。

　アイシスは神かみ代しろに潤んだ瞳を向けていた。

「最初に助けられたそのときから、私は……」

　アイシスの声に交じって雑音が聞こえた。

「ん？」

　口笛だった。

　その魔力を含んだ旋律が頭にチクチクと刺さる。

　音源は勇者だ。……勇者には最後の切り札が残っていた。

　油断してしまった。気づいたときには遅かった。

　広場に獣の影が映る。

　建物の屋上にいたのはハウンドだった。勇者が隷属化させたハウンドだ。

　ハウンドの鋭い眼光の先にはアイシスがいる。

　神かみ代しろは落とした剣を探した。だがその瞬間、ハウンドは跳躍の体勢を取っていた。

　……間に合わない。

　武器を拾う隙に、ハウンドの牙がアイシスの喉元を切り裂こうとする。

　ハウンドが跳んだ。

　同時に神かみ代しろは動いていた。武器も持たずにハウンドに突進する。

　アイシスに飛び掛かる寸前、神かみ代しろのタックルがハウンドの体を捉えた。

　タックルを受けたハウンドの体が、ぐにゃりとくの字に折れ曲がった。

　か弱い咆ほう哮こうをあげて石畳を転がり壁に激突する。

　……なんだ？

　神かみ代しろはぐったりと横たわる。魔王を斬った剣ならわかる。だが自分のタックルはなんでこんなに強いんだ？　魔王をタックルして倒したことでもあったか？

「神かみ代しろ！」

　アイシスの悲鳴に思考が切断される。

　彼女は涙を浮かべて神かみ代しろをのぞき込んでいる。……よかった、お姫様は守れた。

「伝えなきゃいけないことが……」

　神かみ代しろは声を絞りだす。

「なに？」

「アイシス様ってシスだよね。冒険者試験で会ったことがある」

「やっと気づいたの？」

　アイシスが笑い顔を作ると、涙がぽたりとこぼれた。

「でも逃げないと。まだ親衛隊と、魔物だって……」

「もう大丈夫なの。助けは来てくれたから」

「よくやった」

　声は近この衛え騎き士し隊たい長ちようのシェリーだった。

「あとは私たちに任せて」

　神かみ代しろの同期の騎士たちの声も聞こえた。合流が間に合った。

　意識を失いかけながら神かみ代しろは心配した。あの子たちに任せて大丈夫か……。

　いや、ここは仲間たちを信用するべきだ。ずっと一緒にすごした仲間を信じなくてどうする？　彼女たちはきっと一つにまとまって戦ってくれる。

　……きっとそうなる、はず。

　仲間たちを信頼することにして神かみ代しろは意識を手放した。
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「うーん、ずっと同じ風景」

「人の出入りがないですからねえ」

　神かみ代しろは迷宮にいた。

　深緑の樹海迷宮には金になりそうなものはほとんどなかった。

《でも、この迷宮に入れるのは名誉なことらしいよ》

　ベスが言うように、ここは特別な場所だ。

　国立公園にあるドラゴンが棲すむ、とされる迷宮なのだから。

「名誉じゃお腹なかは膨れない」

　リズラザは迷宮でもパーカー姿だ。

　アパートの住人みんなでこの迷宮を探索しにきたのだ。

　この迷宮探索が許可されたのはアイシスの口くち利ききがあったからだ。

　そう、結果的にアイシスは守られた。近この衛え騎き士したちはしっかりと連携し、アイシスに迫った脅威をはじき返した。神かみ代しろの仲間を信じる気持ちが通じたのだろう。

　あれから一か月が経たっていた。

　アイシスは、スケジュールの変更を余儀なくされたものの、近この衛え騎き士しに守られながら遠征外交を強行して成功させた。それがきっかけで、多種族がまとまることになればいいのだが。

　事件に関与した者は芋づる式に捕まり処罰されたらしい。それはタイタンの勇者も同じだ。だが、勇者に指示をしただろう黒幕まで捜査の手は伸びなかったとされる。そのへんは情報が錯さく綜そうして詳しくわからない。神かみ代しろたちの情報源は、取材が適当な新聞オウムぐらいなのだ。

　だが、アイシスがこれからも他種族との融和を求める限り、必ず敵は出てくる。

　今は無理だが、神かみ代しろは彼女の助けとなる決意を固めていた。

　そのためには傷を治すこと。四畳半の部屋でニートの膝枕で休んでいると、あっという間に傷は治ってしまった。

　ただし、その間に神かみ代しろたちは近この衛え騎き士し団だんから抜けることとなった。神かみ代しろが男であるとばれたことが大きかったが、しょせん自分たちは使い捨てだ。

　そんな神かみ代しろたちに与えられたご褒ほう美びはこの迷宮探索だ。迷宮を探索したいという神かみ代しろの純真な願望を、アイシスは知ってくれていたようだ。

「褒ほう美びなら、いい酒をもらったほうがよかったじゃろ」

「酒なんかよりも夢だ。異世界だったら迷宮だよ」

　ぐちぐち言うヴェルグを一喝する。そもそもこのドワーフは神かみ代しろたちが近この衛え騎き士しとして頑張っていたとき、飲んだくれていただけだ。

「この迷宮は百年前の勇者パーティーも探検したという」

《そうらしいねえ。てことはリザのお母さんも来たんだろうね》

　リズラザの母は勇者のパーティーだった。他にもドワーフとミゼットがいたようだ。

「そっか」

　リズラザは特に感慨がない様子だ。

「……ん、あそこに洞窟があるぞ」

　樹海に突如出現した窪くぼ地ちに横穴が空いているではないか。

「洞窟ならさっきもありましたけどねえ」

　クレイがため息をつく。この迷宮を探索して三日が経たつのだ。

「いやいや、次こそ何かがあるかもよ」

　神かみ代しろは灯あかりの用意をする。カンテラはタイタンの軍団が使っていたものだ。まあ、ベスがいれば灯あかりの必要はないのだが。

「用意できたか？」

「まあ、洞窟を調べるくらいなら、さっとやっちゃいましょう」

　なんだかクレイは面倒そうだが、とにかく中を調べることにして、皆で洞窟を進む。

　ベスの光で洞窟内がぼやっと照らされる。足元は岩がごつごつして歩きづらい。進むにつれて天井が高くなっていく。

「いかにも何かありそうだな」

「さっきもそう言った」

　リズラザはでこぼこ道を歩くのに苦労している。

「なあ、おっさんの好きな穴だぞ」

「穴なら何でもいいわけじゃないわ。こんなとこ掘ってもなんも出んわい」

　ヴェルグが憤慨している。

　しばらく歩くと先が明るい。洞窟の天井が抜けているのか。

「後ろ、大丈夫かな？」

《ちょっと遅れてるけど、ちゃんとついて来てるよ》

　ベスの言葉を信じて神かみ代しろは先に進む。

「おお……」

　そこは天井の抜けたドームのような場所だった。

　日の光が差し込み、一本の巨大な樹きを照らしている。

《おっ、迷宮の樹きだね。この迷宮の樹きはこんな場所にあったんだねえ》

　それは神秘的な光景だった。知性を持つとされる迷宮の樹き。日光を受けた葉は虹色に輝き揺れていた。

　迷宮の樹きに近づいた神かみ代しろは、そのそばの巨大な影に気づいた。

　大樹に寄り添うような巨大な何か。そして低い地響きのような音……。

《ドラゴンだ》

　神かみ代しろたちは硬直した。迷宮の樹きの横でドラゴンが寝ている。

「本当にドラゴンがいたのか……」

　一軒家ぐらいはありそうな巨体だ。こんなモンスターが暴れたら神かみ代しろたちは終わりだ。

　クレイはもちろん、ヴェルグもリズラザも啞あ然ぜんとしている。

「引き返そう」

《大丈夫だって。ドラゴンはめったに目を覚まさないからね》

　ベスは平然とこちらを向いた。

「いやいや」

《ドラゴンが目を覚ますのは世界が変化を求めてるときぐらい》

「でもさ、噂うわさではさ、中央教会が焼かれて女神が消えて、大規模交戦の反応から魔王もいない可能性があるって聞いたんだ」

《そんなゴシップを信じるの？》

「いや、だって世界が変化を求めてるようだし」

　神かみ代しろはドラゴンを指さす。ベスの背後に真っ赤に燃えるような両眼があった。

　ドラゴンが起きている……。

《えっと……》

　恐る恐るベスが振り返る。そのまま宙をホバリングしたままドラゴンと見つめ合う。

「……なんかあいつ、通じてないか？」

「魔法で交流してる」

　リズラザが囁ささやく。さすが妖精だけあってドラゴンと対話できるのか。

「なあ、俺たちはどうしたらいい？」

　意を決して神かみ代しろはベスに聞く。

《えっとねえ、とりあえずこのドラゴン、怒ってる》

　自分の縄張りを荒らされたからか。

「俺たちは戻るって、謝ってくれ」

《我が眠りを妨げた報いとして焼き尽くしてやる、って》

「いやいや、そうしたら迷宮の樹きだって燃えちゃうし」

《この迷宮の樹きはもう寿命だ》

　ドラゴンは情報の結晶であるベスを介して語りかけてくる。

「無駄な戦いはやめ、ませんか？」

《戦いだと？　この世界で我を倒せる存在などいない》

　ドラゴンの両眼がらんらんと光っている。

　どうすればいい？　どうせ死ぬのなら戦うべきか。ドラゴンに小さな傷を与えた勇者として死ぬべきか……。

《我はこの世界の運命。女神と魔王が共闘でもしない限り我は倒せない》

　莫ばく大だいな魔力を感じた。世界を焼き尽くすほどの魔力。

「おいて行かないでくださいよー」

　そんな緊迫した空間に声が聞こえた。

　それはライアの声だ。そしてもう一人。

「お腹なかが減ったから休憩しない？」

　ライアに手を引かれているのは、頭に樽たるを被かぶったニートだった。あれから厳しい訓練の結果、樽たるを被かぶれば外に出られるようになったのだ。

　なので、アパートの住人みんなでこの迷宮を探索しにきたのだ。

《……待て》

　ドラゴンが瞬まばたきをした。

「な、なんです、この大きな生き物は？」

「もしかして、ドラゴン？」

　ライアとニートはそれぞれの反応で驚いている。

《待て。待て、待て、待て》

　なんだかドラゴンがバグっている。魔力の暴走か？

　神かみ代しろは剣を握る。こうなったらやるしかない。ライアたちを死なせるわけにはいかない。

《だから待て。わかったから待て》

　対たい峙じしているとドラゴンの魔力というか情報が伝わってきた。

　ドラゴンは──怯おびえていた。
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「……で、俺の気迫はドラゴンすら屈服させた」

　水道橋が見える。神かみ代しろたちは無事に街に帰ってきていた。

　ここは『カミシロ』だった。神かみ代しろが掘った穴がある空き地だ。

　空き地には冒険者たちが集まっていた。神かみ代しろが持ち帰ったという宝を見に来たのだ。

「それで、宝ってこれなの？」

　ギルドの受付嬢が不審そうな視線を向けている。

「もっといい宝がなかったのかよ」

「ドラゴンに会ったっていう証拠を出せよ」

　冒険者たちは半信半疑だ。

「いや別にドラゴンが貴金属を集める噂うわさは噓うそだったし、価値がありそうなのはこれしかなかったんだよ」

　神かみ代しろは樹きの苗を見せた。

　これは迷宮の樹きの苗だ。朽ちかけた迷宮の樹きのそばに生えていたものだ。

「まあ、ドラゴンは噓うそだとしても、迷宮に行ったのは本当みたいなのよね」

　受付嬢にも苗が本物かどうか判断がつかない様子だ。

「それで、苗をどうするの？」

「この街の冒険者たちの悩みを解決しようと思ってさ」

　ちょうど荷物を積んだカーゴと、アパートの住人たちが来た。

　カーゴのボンゴレにはスコップなどが積まれている。

「よし、じゃあ穴を埋めるとするか」

　ヴェルグがスコップを握っている。

《やっと穴がなくなるねえ》

　ベスがパタパタ飛んできた。リズラザとクレイ、ライアと樽たるを被かぶったニートもいる。

「この穴、埋めるのかよ？」

「ああ、かわりにこの苗を植えるんだ」

　神かみ代しろは冒険者にこたえ、自らもスコップを握り穴を埋めていく。

「この樹きが成長したら迷宮になる。そうしたら水道橋の冒険者が困らなくなるだろ」

「……迷宮になるのって何百年後よ」

　受付嬢が呆あきれている。

「でも、いつかはできるじゃないか」

「いい話にして、穴を埋めようとしているわね」

　受付嬢はこの落とし穴に落とされたことを根に持っている。

　アパートの住人たちで作業をしていると、冒険者たちもしぶしぶながら手伝いはじめた。

「この異世界人に悪気はないんだよな」

「そこがむかつくところだけどな」

　文句を言いながらも穴を埋めていく。

　みんなでやると作業が早い。そして落とし穴の跡地に苗が植えられる。

「これは未来の冒険者のためだ。冒険者のためのカミシロ迷宮」

《欲望だだ漏れじゃん》

「きっと、いい迷宮になると思いますよ」

「うん、そうなる」

　ライアとニートがうなずいている。

　この二人が言うと、なんだかそうなりそうな気がするのだ。

　千年後はこの街が残っているかはわからない。だが樹きは成長して迷宮になり多くの冒険者たちが集まってくる。

　迷宮は神かみ代しろたちの探求心や野望を糧かてに成長してくれるはずだ。

　植樹が終わり、ベスが花びらを散らしながら飛んでいる。

　いつの間にか多くの冒険者と街の住人たちが集まり、樹きを囲んでいた。

　ライアが笑顔で拍手をすると、冒険者たちにも広がっていく。

　きっとうまくいく気がした。この迷宮がこの空き地から広がっていくように、自分も四畳半の部屋から勇者になってみせる。そんな自信があった。

　何な故ぜならここは異世界だからだ。

　拍手の中で神かみ代しろはありったけの声で叫ぶ。

「未来の冒険者に！」
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「クレイ内職疲れたよお」

「文句言わずに手を動かしてください」

「週刊オウム来ないかな？」

《リザは騎士団に行ってからゴシップ好きになったねえ》

「そういえば、タイタンの勇者は逃げたみたいだな」

「あれでさらに召喚者の評判が下がりましたねえ」

「なんか召喚者の評判悪いよな。この街もそうだけど」

「あっちの文化を押しつける活動家がいますからねえ」

「エルフを担ぎあげて『エルフのように野菜だけを食べましょう』運動を始めたりな」

「ほんと、いい迷惑」

「満員馬車の女性を助けよう運動とかありますよ」

「それは必要だと思うよ。俺も騎士団で満員馬車に乗ったとき痴漢されたから」

「それで剣をぶっ刺して反撃しようという運動が」

「いやいや、そこはせめて安全ピンにしてくれよ」

「他にもビキニアーマー撲滅運動とか」

「え？」

「騎士団に所属すると、鎧よろいに使う最低限の金属量とパーツの位置が決まってまして、苦肉の策として女性用にビキニっぽい鎧よろいを作ったのです。でも、女性の召喚者の活動家が怒りましてね。男と同じ金属鎧よろいを使わせろって」

「なんて余計なことを……」

「それで、重い鎧よろいで動けなくなった女性騎士たちに死傷者が続出という……。まあ、僕らが入ったころはそんなルールも改良されたみたいですが」

「あの姫騎士団は大丈夫かな。恋人ができたとかで、どんどん辞めていってたよな」

「私、気づいたことがある」

「どうしたリザ？」

「あの騎士団はスキンシップが多くて、女の子同士で抱きついたりすることが多かった。でも、抱きつかれたほうが残ってる。抱きつく側はすぐに結婚とかする」

「……リザは意外に観察してるな。さすがゴシップ好き」

「今一番ホットなネタは、アイシス様の恋愛ゴシップですけどね」

「あ、うん」

「アイシス様と平民の恋愛スキャンダルは、最初は応援しよう、みたいな感じだったんですがねえ。アイシス姫を助けたのがオウムによって伝わったから」

《そのまま交際が始まって『綺き麗れいな月が出てますよ』とか電報コウモリを飛ばしたとか》

「いや、そんなことやってないけどな。ゴシップオウムは適当だよ」

《そのあと、借金ネタが出て流れがガラッと変わったよね》

「交際に反対する王室の差し金だと思ったよな」

《まさかその情報を流したのが、管理人さんだったとはねえ》

「住人の滞納家賃をすべて俺の借金みたいにしてたよな」

「もうやめましょう。王室ネタは不敬ですよ」

「……召喚者だからといって無双できないこの異世界。貧乏なうえ借金もあって暮らしづらくて、あの灰色の東京の街を懐なつかしく感じるときがある」

「またなんか始まった」

「でも、俺はこの世界で生きていくと決めたんだ。この異世界の片隅で……」

《こいつ、うざいな》

「手を動してください、手を」
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